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10-1 


§10．MCRライブラリ 


10-1.機能 
MCRライブラリは、本機に搭載されている磁気カードリーダ機能を使用するためのものです。 
 
10-2.動作環境 
■機種 DT-9700 
■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 
 
10-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1 or SP3 
■Microsoft Visual Studio .NET 2003 
 
10-4.提供ファイル 
■MCRLIB.lib インポートライブラリ 
■MCRLIB.h ヘッダファイル 
 


10-5.使用方法 
� データ取得までの流れ 


MCRユニットに磁気カードを走行させる前は、データが存在していません。この状態で、MCRRead
関数を使用してもデータを取得することはできません。 
データを取得するまでの手順を下記に示します。 
1. MCROpenを実行し、MCRを使用可能状態にします。 
2. 磁気カードの読み取りが完了すると、本体からアプリケーションに対して「メッセージ」、また
は「イベント」で通知されます。(※) 


3. アプリケーションがデータを取得する場合は、上記のメッセージ、またはイベントによる通知
を受けてからMCRReadを実行します。 


4. MCRRead実行により、データ、またはエラー情報を取得します。 
5. MCRの使用を終了する場合は、MCRCloseを実行します。 


 
※ 初期設定では、通知方法が「メッセージ」に設定されていますが、MCRSetEventNotification関数
を使用して「イベント」に切り替えることができます。また、読み取り完了通知イベントは名前つ


きイベントでありイベント名は「MCREventReading」です。このイベント名は本機のレジストリ
で設定されており、変更可能です。 
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10-6.ライブラリ一覧 
 


関数名 機能 
MCROpen MCRを使用可能にする 
MCRClose MCRの使用を終了する 
MCRRead MCRで読み込まれたデータを取得する※ 
MCRSelectTrack データ取得を行うトラックを指定する 
MCRSetEventNotification データ取得通知方法の選択（イベントまたはメッセージ） 
MCRGetEventNotification 現在選択しているデータ取得通知方法を確認する 
MCRGetStatus MCRの状態を取得する 
MCRSetAutoPowerOff 一定時間後にMCRの電源を自動 OFFする 
MCRGetAutoPowerOff 現在設定している自動電源 OFFまでの時間を取得する 
MCRResume 自動 OFF状態から ON状態に復帰する 


自動電源 OFFタイマーのカウントをクリアする 
※読み取ると、本機内のバッファに保存されたデータをクリアします。 


 
10-7.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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MCROpen 
 
機能 MCRを Open状態にして、MCR機能を使用可能にします。 
 
書式 BOOL MCROpen(HWND hWnd) 
 
パラメータ 


HWND hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル。データ取得通知方法がメッセージ


に設定されている場合、このハンドルに対してメッセージが送られます。


NULLを設定した場合、メッセージは BROADCASTに送信されます。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ MCRライブラリを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してください。この関数を実行す
るとMCRの初期化／電源投入が行われます。 


 







CASIO CONFIDENTIAL 


10-4 


MCRClose 
 
機能 MCRで使用していたリソースの開放や電源 OFF等の終了処理を行います。 
 
書式 BOOL MCRClose(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ MCRの使用を終了する場合は、この関数を使用してください。 
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MCRRead 
 
機能 MCRが読み取ったカードデータを取得します。 
 
書式 BOOL MCRRead(UCHAR *DataJIS2, UCHAR *DataISO1, UCHAR *DataISO2,   


UCHAR *DataReserved, int *StatusJIS2, int *StatusISO1, int *StatusISO2, 


int *StatusReserved); 


 
パラメータ 


UCHAR *DataJIS2 69 バイト分の RAM 領域をアプリケーションで確保し、その先頭アドレス
を引数として渡してください。JIS2データの取得が不要な場合は NULLを
指定してください（この場合は RAMの確保は不要です）。 


UCHAR *DataISO1 76 バイト分の RAM 領域をアプリケーションで確保し、その先頭アドレス
を引数として渡してください。ISO1 データの取得が不要な場合は NULL
を指定してください（この場合は RAMの確保は不要です）。 


UCHAR *DataISO2 37 バイト分の RAM 領域をアプリケーションで確保し、その先頭アドレス
を引数として渡してください。ISO2 データの取得が不要な場合は NULL
を指定してください（この場合は RAMの確保は不要です）。 


UCHAR 
*DataReserved 


NULLを指定してください（RAMの確保は不要です）。 


int *StatusJIS2 ステータス取得用変数。JIS2 トラックのステータス取得が不要の場合は
NULLを指定してください。 


int *StatusISO1 ステータス取得用変数。ISO1 トラックのステータス取得が不要の場合は
NULLを指定してください。 


int *StatusISO2 ステータス取得用変数。ISO2 トラックのステータス取得が不要の場合は
NULLを指定してください。 


int *StatusReserved NULLを指定してください。 


 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE データ取得エラー 


 
注意 
※ MCRはデータの読み取り完了時点でメッセージ、またはイベントを発行するので、この通知を受け
た後で本関数を実行すると読み取りデータを取得することができます。 


※ 読み取ったデータは、DataJIS2[0]～[68]、DataISO1[0]～[75]、DataISO2[0]～[36]に格納されま
す。データは 1バイトにつき 1キャラクタ分のデータが格納されます。 


※ エラーが発生した場合、本関数の戻り値に FALSEが設定されます。この時、DataJIS2／DataISO1
／DataISO2のバッファにデータは格納されず、代わりに*StatusJIS2、*StatusIS01、*StatusIS02
にエラー情報が格納されます。 
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ステータス詳細 


名称 説明 詳細 


MCR_NO_DATA データ未取得 MCRがデータを取得していない状
態 


MCR_DATA_SUCCESS 有効データ取得済み MCRが有効データを取得した状態
MCR_BUFFER_FULL_ERR バッファフルエラー 規定量以上のデータ取得 


MCR_DATASHORT_ERR Min.データエラー 必要最低限のデータが無い場合 


MCR_DATA_ERR1 プリアンブルエラー “1”連続によりデータ取り込み中止 
MCR_DATA_ERR2 データ異常 “1”連続によりデータ取り込み中止 
MCR_PULSE_ERR1 Min.パルスエラー Min.値以下のパルス検出 
MCR_PULSE_ERR2 Max.パルスエラー Max.値以上のパルス検出 
MCR_TIMEOUT_ERR タイムアウトエラー カード走行時間がタイムアウト 


MCR_CARDSPEED_ERR1 加速エラー カード走査中の異常加速 


MCR_CARDSPEED_ERR2 減速エラー カード走査中の異常減速 


MCR_PARITY_ERR キャラクタパリティエラー 取得データのパリティエラー 


MCR_STX_NOTFOUND STX検出エラー STXが検出できない 
MCR_ETX_NOTFOUND ETX検出エラー ETXが検出できない 
MCR_PACKET_LRC_ERR パケット LRCエラー パケットの LRCエラー 
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MCRSelectTrack 
 
機能 データ取得を行うトラックを限定することができます。 
 
書式 BOOL MCRSelectTrack(DWORD dwTargetTrack) 
 
パラメータ 


下記の何れかを指定してトラックを限定して下さい。 
ISO1_TRACK ：ISO1フォーマットのトラックのみ読む場合 
ISO2_TRACK ：ISO2フォーマットのトラックのみ読む場合 
JIS2_TRACK ：JIS-IIフォーマットのトラックのみ読む場合 
ISO1_ISO2_TRACK ：ISO1と ISO2フォーマットのトラックを読む場合 
ISO1_JIS2_TRACK ：ISO1と JIS-IIフォーマットのトラックを読む場合 
ISO2_JIS2_TRACK ：ISO2と JIS-IIフォーマットのトラックを読む場合 


pMcrInfo 


ALL_TRACK ：全トラックを読む場合 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE パラメータエラー 


 
注意 
※ 本関数を使用してトラックを限定する場合は、MCRReadを実行する前に本関数を使用して下さい。 
※ 本関数を使用しない場合や本関数の引数に ALL_TRACKを指定した場合は、3トラック全てのデー
タを取得します。 
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MCRSetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法をメッセージか名前つきイベントのどちらかに設定することができま


す。 
 
書式 BOOL MCRSetEventNotification(BOOL bEnable) 
 
パラメータ 


TRUE ：通知方法を名前付きイベントに設定します。 bEnable 
FALSE ：通知方法をメッセージに設定します。 


 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE パラメータエラー 


 
注意 
※ 本関数を使用してデータ取得通知方法を変更する場合は、MCRRead を実行する前に本関数を使用
して下さい。 


※ 通知方法をイベントに設定した場合、名前付きイベント「MCREventReading」でデータ取得を通
知します。 
また、自動電源 OFF機能を使用している場合は「MCREventAPO」で OFF状態に遷移したことを
通知します。 


※ 通知方法をメッセージに設定した場合、メッセージを発行します。（MCR 読み取り完了通知：
WM_MCR_READING、MCR 自動電源 OFF 通知：WM_MCR_APO は MCRLIB.h 内で定義され
ているので、このヘッダを includeしてください）。 
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MCRGetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法を確認します。 
 
書式 BOOL MCRGetEventNotification(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE データ取得通知方法が「イベント」に設定されている。 
FALSE データ取得通知方法が「メッセージ」に設定されている。 


 







CASIO CONFIDENTIAL 


10-10 


MCRGetStatus 
 
機能 MCRの状態を取得します。 
 
書式 DWORD MCRGetStatus(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


MCR_NO_DATA ：取得データなし 
MCR_DATA_SUCCESS ：取得データあり 
MCR_AUTO_POWER_OFF ：オートパワーOFF状態 
MCR_DATA_ERROR ：データ取得エラー 


 
注意 
イベント／メッセージによる読み取り･解析終了通知を受け取れない場合は、本関数を使用して MCR
の状態をポーリングしてください。 
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MCRSetAutoPowerOff 
 
機能 一定時間後にMCRの電源を OFFします。 
 
書式 BOOL MCRSetAutoPowerOff(DWORD dwTime) 
 
パラメータ 


dwTime 0~300 自動電源 OFFまでの時間（秒） 
0を設定すると、自動電源 OFF機能が解除されます。 
最大 300秒まで設定可能。 


 
戻り値 


TRUE 自動電源 OFF設定成功 
FALSE 自動電源 OFF設定失敗 


 
注意 
※本関数を使用すると MCR の電源投入（MCROpen）や MCR 読み取り終了（イベントまたはメッセ
ージ発行）から自動電源 OFF時間のカウントダウンを開始し、設定時間経過後にMCRの電源を OFF
します。MCRResume()を使用すると MCR の電源を再投入し、設定時間から再びカウントダウンを
開始します。 


※本関数で自動電源 OFF 状態になった後、再度 MCR を使用する場合は MCRResume()を使用して電
源を ONしてください。 
※自動 OFF 状態になるとドライバはメッセージまたはイベントによる通知を行います。初期設定はメ
ッセージ通知になっており、WM_MCR_APO（MCRLIB.h 内で定義）が発行されます。イベント通
知に設定を変更した場合名前付きイベント「MCREventAPO」で通知します。通知方法の切り替えは 
MCRSetEventNotification()で行ってください。 
※本関数を使用している（自動電源 OFF機能を使用している）場合、MCRClose()を使用してアプリケ
ーションを終了する前に、自動電源 OFF状態に関わらず、必ずMCRResume()を実行してください。 
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MCRGetAutoPowerOff 
 
機能 MCRSetAutoPowerOffで設定している自動電源 OFFまでの設定時間を取得します。 
 
書式 void MCRGetAutoPowerOff(DWORD *dwTime); 
 
パラメータ 


dwTime 0~300 自動電源 OFFまでの設定時間（秒）を取得する変数ポインタ。 
0は自動電源 OFFが設定されていないことを示します。 


 
戻り値 
 なし 
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MCRResume 
 
機能 自動電源 OFFしているMCRに電源を再投入します。 
 MCRSetAutoPowerOffで設定した値までカウントを戻します。 
 
書式 void MCRResume(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


なし 
 
注意 
※MCRSetAutoPowerOffによりMCRが自動電源 OFFしている場合、本関数を使用して電源 ONして
ください。
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10-8.プログラミング上の注意点 
 
� データ取得通知方法について 


本機に組み込まれている MCR ドライバはデータを取得した際、および自動電源 OFF した際に
メッセージまたはイベントを発行します（初期設定はメッセージ通知になっています）。通知方法


がメッセージに設定されている場合、データ取得時にWM_MCR_READING（WM_USER+0x520）、
自動電源 OFF時にWM_MCR_APO（WM_USER+0x521）のメッセージが発行されます。 


MCRSetEventNotification を使用して通知方法をイベントに設定すると、名前付きイベントに
より通知が行われます。 
名前付きイベントの名称はデータ取得時が「MCREventReading」、自動電源 OFF 時が
「MCREventAPO」になっています。名前付きイベントのイベント名称は本機のレジストリで設定
されており、このレジストリを変更することによりイベント名を変更することができます。 


 
名前付きイベントの名称が設定されているレジストリは以下の場所です。 


[HKEY_LOCAL_MACHINE¥Drivers¥BuiltIn¥MCRDRV] 
“EventName”=”MCREventReading”：データ取得時のイベント 
"OffEventName"="MCREventAPO"：自動電源 OFF時のイベント 


 
 
� データ取得例 
データ取得までの流れはデータ通知方法により異なります。 
A) データ取得通知方法をメッセージに設定した場合 


1. MCROpen により MCR を使用可能状態にした後、読取通知のメッセージが発行されるまで待


ちます。 


2. メッセージを受け取った後、MCRRead でデータを取得します。MCRRead の引数には取得し


たいトラックに対応したバッファを渡します。バッファサイズはMCRReadの関数仕様に書か


れている大きさのものをアプリケーション側で用意する必要があります。 


3. MCRRead でデータまたはステータスを取得した後、連続してデータを読む場合は、再び読取


通知のメッセージが発行されるまで待ち、メッセージを受けた後に再度MCRReadを実行しま


す。 


4. データ取得を終了する場合はMCRCloseを実行してください。 
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B) データ取得通知方法をイベントに設定した場合 
1. MCROpen により MCR を使用可能状態にした後、WaitForSingleObject 等で名前付きイベン


トが発行されるまで待ちます。 


2. 名前付きイベントを受け取った後、MCRRead でデータを取得します。MCRRead の引数には


取得したいトラックに対応したバッファを渡します。 


3. MCRRead でデータ、またはステータスを取得した後、連続してデータを読む場合は、再び名


前付きイベントが発行されるまで待ち、イベントを受けた後に再度MCRReadを実行します。 


4. データ取得を終了する場合はMCRCloseを実行してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


MCRRead() 


MCROpen() 


MCRClose() 


読み取りフロー例 


MCRRead() 


MCROpen() 


読み取り終了 ?


MCRClose() 


読み取りフロー例 


WaitForSingleObject(hHandle, INFINITE) 


hHandle=CreateEvent（NULL,FALSE,FALSE, TEXT("MCREvent")）


WM_CREAT


他のメッセージ処理 


WM_CLOSE 


No 


WM_MCR_READING


end 


WndProc() 


Yes 


Yes 


Yes 


No 


No 


MCRSetEventNotification(TRUE) 


MCRSetEventNotification(FALSE）
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� 自動電源 OFF機能について 
以下に自動電源 OFF機能を使用する際の例を示します。 
 


A) 自動電源 OFF通知方法をメッセージに設定した場合 
1. MCRSetAutoPowerOff()を使用して自動電源 OFF機能を有効にする。  


2. MCRSetAutoPowerOff で設定した時間が経過すると MCR の電源が OFF され、メッセージ


WM_MCR_APOが発行される。 


3. WM_MCR_APOを受け取った場合、MCR電源が OFFした事をメッセージ BOX等で画面に表


示する。 


4. 画面からの入力が有った場合（WM_MOUSEMOVEが発行される）MCR電源が OFFしてい


るか MCRGetStatus で確認し、OFF している場合は MCRResume()を使用して再び MCR を


使用可能状態にする。 


5. データ取得を終了する場合はMCRCloseを実行してください。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
 
 


 
 
 
 
 


MCRRead() 


MCROpen() 


MCRClose() 


読み取りフロー例 


WM_CREAT


他のメッセージ処理 


WM_CLOSE 


No 


WM_MCR 


end 


WndProc() 


Yes 


Yes 


Yes 


No 


No 


WM_MCR_APO 


WM_MOUSEMOVE 


MCRSetAutoOff () 


MCRResume() 


MCR電源が OFF状態に 


なったことを画面表示 


Yes 


No 


MCR_AUTO_POWER_OFF 


No 


No 


Yes 


Yes 


MCRGetStatus() 


MCRResume() 
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B) 自動電源 OFF通知方法をイベントに設定した場合 


 
 
 
 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


MCRRead() 


MCROpen() 


読み取り終了 ?


MCRClose() 


読み取りフロー例 


WaitForSingleObject(hHandleA, INFINITE) 


hHandleA=CreateEvent（NULL,FALSE,FALSE, TEXT("MCREventReading")）


MCRSetEventNotification(TRUE) 


hHandleB=CreateEvent（NULL,FALSE,FALSE, TEXT("MCREventAPO")） 


hThreadA=CreateThread(NULL, 0, MCRThreadA, NULL, 0, &dwId) 


hThreadB=CreateThread(NULL, 0, MCRThreadB, NULL, 0, &dwId) 


読み取り終了 ?


MCRThreadA（読み取り/MCR自動電源 OFFカウントクリアスレッド）


MCRSetAutoPowerOff () 


CloseHandle (hHandleA) 


CloseHandle (hHandleB) 


CloseHandle (hThreadA) 


CloseHandle (hThreadB) 


･メインスレッド 


MCRResume() 


Y 


MCRResume() 
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1. 上記フロー図の例では読み取り終了と、自動電源 OFF の 2 種類のイベントを待つため 2 つの


スレッドを作成しています（WaitForMultipleObjectsを使用した場合は一つのスレッドで 2つ


のイベントを待つことが可能です）。 


2. 上記フロー図の MCRThreadA ではデータ取得のイベントを待ち、イベントを受けたら


MCRReadでデータを取得しています。 


3. MCRThreadA ではMCRResume()をMCRRead()後に使用しています。この場合、読み取り操


作から一定時間後に電源が OFFされます。読み取り操作から次の読み取り操作までの時間間隔


がMCRSetAutoPowerOff()で設定した時間よりも短い場合は自動電源OFFは実行されません。 


4. MCRThreadB では自動電源 OFF イベントを待ち、イベントを受けたら入力動作を待ちます。


入力動作があるまではMCR電源が OFF状態になっています。例では入力動作を待っています


が、代わりに本機の電源 ONを待ってMCRResume()を使用するなどが考えられます。 


5. MCRResume()は自動電源 OFFまでの時間をリセットする場合にも使用できます。例えば入力


動作があった場合に MCRResume()を使用するようアプリケーションを設計すれば、画面操作


中にMCRが自動電源 OFFすることはありません。 


 


 
注意：MCRの電源が自動 OFFした場合、それをアプリケーションユーザに通知する 


インターフェイスを設ける事を推奨します。本ライブラリは自動電源 OFFを 


GUI等アプリケーションユーザに通知する手段は提供しておりません。 


 


入力操作あり ?


WaitForSingleObject(hHandleB, INFINITE) 


MCRThreadB（自動電源 OFF/ONスレッド） 


MCRResume() 


MCR電源が OFF状態に 


なったことを画面表示 
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§11．SOBRライブラリ 


11-1.機能 
SOBRライブラリは、本機でシリアルバーコードリーダ DT-9650BCR及び DT-9656BCRを使用するた
めのオプションライブラリです。 
 
11-2.動作環境 
■機種 DT-9700 
■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 
 
11-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1 or SP2 
■Microsoft Visual Studio .NET 2003 
 
11-4.提供ファイル 
■ sobrlib.dll ダイナミックライブラリ 
■ sobrlib.lib インポートライブラリ 
■ sobrlib.h ヘッダファイル 
 


11-5.使用方法 
� データ取得までの流れ 
シリアルバーコードリーダを使用してバーコードデータを取得するまでの手順を下記に示します。 
 
1. SOBROpenを実行し、シリアルバーコードリーダを使用可能状態にします。 
2. シリアルバーコードリーダの設定を変更する場合、シリアルバーコードリーダに対して設定コ
マンドを送信します（設定コマンドの送信は DT-9650BCR の場合 SOBR9650Send()、
DT-9656BCRの場合は SOBR9656Send()を使用してください）。 
バーコードリーダの初期設定、および設定コマンドについては１１-8章を参照してください。 


3. SOBROpenを実行した状態でバーコードリーダを操作すると、バーコードリーダ内のバッファ
にバーコードデータが取得されます。データ取得時には DT-9700がイベントまたはメッセージ
でその旨を通知します。 


4. イベントまたはメッセージでバーコードデータの受信が通知されたら、SOBRStatus でシリア
ルバーコードリーダの状態を確認します。SOBRStatus を実行すると通信状態と取得データ数
を知ることができます。 


5. 取得データが存在した場合 SOBRReadでデータ取得します。 
6. シリアルバーコードリーダの使用を終了する場合は、SOBRCloseを実行します。 
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 動作フロー例 1） 


  読み取り通知を｢イベント｣に設定した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


SOBROpen() 


SOBR9650Send()で設定変更 


初期設定動作？ 


SOBRSetEventNotification(TRUE) 


(読み取り完了通知を「イベント」に設定） 


SOBRRead() 


SOBRClose() 


Start 


EEPROMに書き込み？ 


SOBR9650Send()で書き込みコマンド送信 


データあり？ 


ハンディターミナル操作 


エラーなし？ 


復旧不可能エラー？ 


SOBRClear() 


バーコードリーダの操


作を終了する？ 


End 


Y 


Y 


Y 


Y 


Y 


Y 


N 


N 


N 


N 


N 


WaitForSingleObjectで読み取り完了


イベントの発行を待つ 


SOBRStatus() 


N 
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動作フロー例 2） 


読み取り通知を｢メッセージ｣に設定した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


SOBROpen() 


SOBRSetEventNotification(FALSE) 


(読み取り完了通知を 


「メッセージ」に設定） 


SOBRRead() 


SOBRClose() 


WndProc() 


End 


N 


SOBRStatus() 


WM_CREATE？ 


WM_SOBR_RECEIVING？ 


WM_CLOSE？ 


エラー？ 


SOBRClear() 


他のメッセージ処理 


Y 


N 


Y 


Y 


Y 


N 


N 
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11-6.ライブラリ一覧 
 


関数名 機能 
SOBROpen COMポートの初期化及び電源 ON 


SOBRClose COMポートの解放及び電源 OFF 


SOBR9650Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9650専用) 


SOBR9656Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9656専用) 


SOBRReceive 受信データの読み出し 


SOBRStatus 受信状態の確認 


SOBRClear 受信バッファ、及び受信状態をクリア 


SOBRSetEventNotification データ取得通知方法をイベント/メッセージから選択 


SOBRGetEventNotification 選択されているデータ通知取得方法を確認 


 
 
11-7.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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SOBROpen 
 
機能 シリアルバーコードリーダを Open状態にして、SOBR機能を使用可能にします。 
 
書式 BOOL SOBROpen(HWND hWnd) 
 
パラメータ 


HWND hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル。データ取得通知方法がメッセージ


に設定されている場合、このハンドルに対してメッセージが送られます。


NULLを設定した場合、メッセージは BROADCASTに送信されます。 
 


戻り値 
TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してください。この関


数を実行するとシリアルバーコードリーダの初期化／電源投入が行われます。 
オープンがエラー終了した場合は、SOBRClose()を実行してから再度オープンし直す必要がありま
す。 







CASIO CONFIDENTIAL 


11-6 


SOBRClose 
 
機能 シリアルバーコードで使用した COMポートを開放する。 


シリアルバーコードの電源を停止する。 
 
書式 BOOL SOBRClose(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値  


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダの使用を終了する場合は、この関数を使用してください。 
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SOBRReceive 
 
機能 シリアルバーコードリーダが読み取ったバーコードデータを取得します。 
 
書式 CHAR SOBRReceive (unsigned char *buf); 
 
パラメータ 


unsigned char *buf バーコードデータ取得用バッファへのポインタ 
 
戻り値 


RECV_NODATA データなし 
RECV_NORMAL 取得データあり 
RECV_ERROR データ取得エラー 


 
注意 


本機は内部のバッファにバーコードデータを最大 4 つまで保存することができます。
SOBRReceive()を使用すると本機内に保存されているデータのうち最も古いデータを取得し
ます（取得したデータは本機内から削除されます）。 
本機がバーコードデータを 4つ確保している状態でシリアルバーコードリーダの操作を行った 
場合、本機はデータを取得しません。 
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SOBR9650Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 BOOL SOBR9650Send(char *cmd) 
 
パラメータ 


Cmd 送信コマンドを格納したポインタ。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー（NAK受信、その他エラー） 


 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対して、設定変更等をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9650専用です） 
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SOBR9656Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9656BCR）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 BOOL SOBR9656Send(char *cmd) 
 
パラメータ 


Cmd 送信コマンドを格納した文字列へのポインタ。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9656SOBR）に対して、設定変更をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9656専用です） 
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SOBRStatus 


 
機能 シリアルバーコードリーダのステータス（送受信状態）の確認 
 
書式 DWORD SOBRStatus(char *DataNum) 
 
パラメータ 


DataNum バーコードリーダ内に記憶しているデータ数を取得する変数ポインタ 
 
戻り値 


SOBR_OK 通常状態 
SOBR_RECV_OVERRUN 受信バッファオーバーラン 
SOBR_BUFF_OVERRUN バッファオーバーラン 
SOBR_PARITY_ERR パリティエラー 
SOBR_FRAME_ERR フレームエラー 
SOBR_BREAK ブレーク状態 
SOBR_SEND_FULL 送信バッファフル 
SOBR_IO_ERROR 一般 I／Oエラー 
SOBR_MDOE_ERROR モード末サポート／不正通信ハンドル 
SOBR_DATA_READING データ取得中 
SOBR_SEND_ERR コマンド送信エラー 
SOBR_ERROR その他の異常 
SOBR_BUFF_FULL バッファフル 


 
注意 


・バーコードリーダを操作すると、データはバッファ内に保存されます。本関数をポーリングで実


行して、バッファ内にデータが取得されたことを確認してください。 


・本関数を使用して、バッファ内にデータがあることを確認できた場合は、SOBRReadを使用して


データを取得してください（データは最大 4つ保持します）。 


・SOBRReceive、SOBR9650Send、SOBR9656Sendを使用した際は、本関数を実行してステータ


スを取得してください。バッファフルエラー（SOBR_BUFF_FULL）以外のエラーが発生した


場合は SOBRClose を実行しプログラムを一旦終了させ、通信ケーブルの状態等を確認した後に


再度 SOBROpenからプログラムを再開することを推奨します。 


・ステータスは、別の関数を使用して上書きされるまで DT-9700内に保存されます。 


ステータスを確認した後は SOBRClearを実行して、保存されているステータスをクリアする 


ことを推奨します。 
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SOBRClear 
 
機能 受信用バッファ、及びステータスのクリア 
 
書式 BOOL SOBRClear(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 


本関数を実行するとライブラリが使用している受信用バッファとステータスをクリア 


します(クリア後のステータスは SOBR_OKになります)。 
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SOBRSetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法をメッセージか名前つきイベントのどちらかに設定することができま


す。 
 
書式 BOOL SOBRSetEventNotification(BOOL bEnable) 
 
パラメータ 


TRUE ：通知方法を名前付きイベントに設定します。 bEnable 
FALSE ：通知方法をメッセージに設定します。 


 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE パラメータエラー 


 
注意 
※ 通知方法をイベントに設定した場合、名前付きイベント「SOBREventReading」でバーコードデー
タ取得を通知します(イベントの名称はレジストリで定義しています)。 


 
※  通知方法をメッセージに設定した場合、バーコードデータ取得時にメッセージ


(WM_SOBR_RECEIVING)を発行します(WM_SOBR_RECEIVINGは SOBRLIB.h内で定義され
ているので、このヘッダファイルを includeしてください)。 
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SOBRGetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法を確認します。 
 
書式 BOOL SOBRGetEventNotification(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE データ取得通知方法が「イベント」に設定されている。 
FALSE データ取得通知方法が「メッセージ」に設定されている。 
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11-8. シリアルバーコードリーダの初期設定、および設定コマンド 
シリアルバーコードリーダ DT-9650BCR／DT-9656 の初期設定および設定コマンドを以下に


示します。 


シリアルバーコードリーダに対する設定コマンドの送信には、SOBR9650Send 関数または


SOBR9656Send関数を使用してください。 


各設定値は通常 DT-9700の OFF/ON時にクリアされ、初期設定値に戻ります。 


常に初期設定とは異なる設定値でシリアルバーコードリーダを使用する場合は、シリアルバー


コードリーダ内の EEPROM に設定値を書き込んでください。EEPROM へ設定値を書き込む


場合は、設定コマンドを SOBR9650Sendまたは SOBR9656Sendで送信した後に「EEPROM


書き込みコマンド」を同関数で送信してください。 
 
■DT9650BCRの設定コマンドと初期値 
 1．読み取桁数指定 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


指定桁数 コマンド 初期設定 


1～42桁 ^P ◎ 


1桁 ^Q  


2桁 ^R  


3桁 ^S  


4桁 ^T  


5桁 ^U  


6桁 ^V  


7桁 ^W  


8桁 ^X  


9桁 ^Y  


10桁 ^X  


11桁 ^[  


12桁 ^¥  


13桁 ^]  


14桁 ^^  


15桁 ^_  


指定桁数 コマンド 初期設定 


16桁 スペース  


17桁 !  


18桁 "  


19桁 #  


20桁 $  


21桁 %  


22桁 &  


23桁 ‘  


24桁 (  


25桁 )  


26桁 *  


27桁 +  


28桁 ,(コンマ)  


29桁 -  


30桁 .(ピリオド)  


31桁 /  







CASIO CONFIDENTIAL 


11-15 


 
 
 
 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 


2．CODE39/NW－7 ICG指定 


 
 
 
 
 


3．読取コード条件指定 


項 目 コマンド 初期設定 


読取許可 X  全コード 


読取禁止 x  


読取許可 A ◎ CODE39 


読取禁止 a  


読取許可 B ◎ NW－7 


読取禁止 b  


読取許可 C ◎ WPC 


読取禁止 c  


読取許可 D ◎ 2 of 5 (Industrial/Standard) 


読取禁止 d  


読取許可 E ◎ ITF 


読取禁止 e  


読取許可 F  CODE11 


読取禁止 f ◎ 


読取許可 G  CODE93 


読取禁止 g ◎ 


指定桁数 コマンド 初期設定 


32桁 0  


33桁 1  


34桁 2  


35桁 3  


36桁 4  


37桁 5  


38桁 6  


39桁 7  


40桁 8  


41桁 9  


42桁 :  


項 目 コマンド 初期設定 


ICG1キャラクタ未満 = ◎ 


ICG8キャラクタ未満 ?  
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読取許可 W  CODE128 


読取禁止 w ◎ 


読取禁止 l ◎ 


読取許可 m  


WPC add on 


強制読取 n  


 
 
 4．データ転送フォーマット 


項 目 コマンド 初期設定 


フルアスキー変換許可 h  


フルアスキー変換禁止 i ◎ 


スタート／ストップコード転送する Z  


CODE39 


スタート／ストップコード転送しない z ◎ 


転送する [ ◎ 


転送しない {  


コードを大文字にする q ◎ 


コードを小文字にする r  


ABCコード転送許可 j  


NW－7 


スタート／ストップコード 


ABCコード転送禁止 k ◎ 


検査禁止 R ◎ 


検査許可／転送する S  


C/D (CODE39/NW－7/ 


2of5/CODE11) 


検査許可／転送しない T  


転送しない P ◎ 読取 CODE ID 


転送する Q  


 
 5．ブザー鳴動及び LED点灯設定 


項目 コマンド 初期設定 


正読後、ブザー鳴動/LED点灯の許可 J ◎ 


正読後、ブザー鳴動/LED点灯の禁止 K  


ブザー鳴動/LED点灯 の１回駆動 L  


sleepモードコマンド復帰時または電源立ち上げ時 LED消灯 s ◎ 


sleepモードコマンド復帰時または電源立ち上げ時 LED点灯 t  


 
6．解読不能時 BEL出力 


項目 コマンド 初期設定 


出力許可 M  


出力禁止 N ◎ 
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7．スキャニングモード 


項目 コマンド 初期設定 


スキャニング許可 H ◎ 


スキャニング禁止 I  


スペシャルモード（1回正読後スキャニング禁止） U  


 
8．スリープ／ストップモード 


項目 コマンド 初期設定 


スリープモード要求 o  


ストップモード要求 p  


 
9．EEPROMへの書き込み 


項目 コマンド 初期設定 


デフォルト設定値の書き込み Y  


現在の設定値の書き込み y  


 
10．設定変更 


項目 コマンド 初期設定 


現在 EEPROMへ保存されている設定値に設定 0  


 
 11．拡張コマンド 


項 目 コマンド 初期設定 


送信開始 u  拡張コマンド制御 


送信終了 v  


検査禁止 (転送機能変化無し) A  


検査許可／転送する B  


検査許可／転送しない C  


検査禁止／転送しない Y  


CODE39 C/D 


検査禁止／転送する Z ◎ 


検査禁止 (転送機能変化無し) D  


検査許可／転送する E  


検査許可／転送しない F  


検査禁止／転送しない [  


NW－7 C/D 


検査禁止／転送する ¥ ◎ 


検査禁止（転送機能変化なし） G  


検査許可／転送する H  


検査許可／転送しない I  


2 of 5 C/D 


検査禁止／転送しない ]  
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 検査禁止／転送する ^ ◎ 


検査（1）許可／転送する J  


検査（1）許可／転送しない K ◎ 


検査（2）許可／転送する L  


CODE11 C/D 


検査（2）許可／転送しない M  


検査禁止／転送しない N  


検査禁止／転送する O  


検査許可／転送しない P ◎ 


CODE93 C/D 


検査許可／転送する Q  


検査禁止／（転送機能変化なし） S  


検査許可／転送しない T ◎ 


検査禁止／転送しない U  


検査禁止／転送する V  


検査許可／転送しない W  


CODE128 C/D 


検査許可／転送する X  


 
■DT9656BCRの設定コマンドと初期値 
 1．読取コード条件指定 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 


項目 コマンド 初期設定 


7種自動読取(WPC、CODE39、NW-7、2of5、CODE93、


CODE128、MSI) 


A0  


UPC Only J1  


UPC+2桁 add on Only J2  


UPC+5桁 add on Only J3  


JAN／EAN Only J4  


EAN+2桁 add on Only J5  


EAN+5桁 add on Only J6  


Industrial 2 of 5 (DTF) Only J7  


Interleaved 2 of 5 (ITF) Only J8  


WPC（add on 含む）Only A1  


CODE39 Only A2  


NW-7 (CODABAR) Only A3  


DTFと ITF Only A4  


CODE93 Only A5  


CODE128 Only A6  


MSI／Plessey Only A7  


IATA Only A8  
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2．読取コード追加指定 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


3．データ転送フォーマット 


 
 


項目 コマンド 初期設定 


UPC 読取許可 R1 ◎ 


UPC+2桁 add on 読取許可 R2  


UPC+5桁 add on 読取許可 R3  


JAN／EAN 読取許可 R4 ◎ 


EAN+2桁 add on 読取許可 R5  


EAN+5桁 add on 読取許可 R6  


Industrial 2 of 5 (DTF) 読取許可 R7 ◎ 


Interleaved 2 of 5 (ITF) 読取許可 R8 ◎ 


WPC（add on 含む） 読取許可 B1  


CODE39 読取許可 B2 ◎ 


NW-7 (CODABAR) 読取許可 B3 ◎ 


DTFと ITF 読取許可 B4 ◎ 


CODE93 読取許可 B5  


CODE128 読取許可 B6  


MSI／Plessey  読取許可 B7  


IATA 読取許可 B8  


項目 コマンド 初期設定 


C／Dを計算しない C0 ◎ 


C／Dを計算する C1  


C／D転送する C2 ◎ 


C／D転送しない C3  


スタート／ストップコード転送しない D0  


CODE39 


スタート／ストップコード転送する D1 ◎ 


C／Dを計算しない D2 ◎ 


C／Dを計算する（CPN+FORM SERIAL） D3  


C／Dを計算する（FORM SERIAL） D4  


C／Dを計算する（ALL DATA） D5  


C／Dを転送する D6 ◎ 


IATA 


C／Dを転送しない D7  
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項目 コマンド 初期設定 


転送しない F0  


ABCD/TN＊E転送 F1  


abcd/tn＊e転送 F2  


ABCD/ABCD転送 F3  


abcd/abcd転送 F4 ◎ 


C/Dを転送する F5 ◎ 


C/Dを転送しない F6  


C/Dを計算しない F7 ◎ 


C/Dを計算する(m10、w1,2) F8  


C/Dを計算する(m16) F9  


スタート/ストップを 


DC1DC2DC3DC4/ DC1DC2DC3DC4で転送


する 


FA  


C/Dを計算する(セブンチェック) FB  


 C/Dを計算する(m11) FC  


NW-7 


スタート／ストップコード転送 


C/Dの計算と転送をしない FD  


C/Dを計算しない G0 ◎ 


C/Dを計算する G1  


転送する G2 ◎ 


2 of 5 (ITF／DTF) 


C／D 


転送しない G3  


C/Dを転送する E0 ◎ JAN／EAN 


C/Dを転送しない E1  


13桁:すべて転送する E2 ◎ 


12桁:桁調整先頭"0"を転送しない E3  


12桁:C/Dを転送しない E4  


UPC-A 


11桁:桁調整先頭"0"、C/Dを転送しない E5  


8桁:すべて転送する E6  


7桁:桁調整先頭"0"を転送しない E7 ◎ 


7桁:C/Dを転送しない E8  


UPC-E 


6桁:桁調整先頭"0"、C/Dを転送しない E9  
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4．最小桁設定 


 
5．ブザー鳴動モード 


 
6．LED点灯モード 


 
 
 
 
 
 


項目 コマンド 初期設定 
読取禁止 H2 ◎ CODE39 NW－7:1桁、 


 Interleaved 2of5(ITF):2桁 読取許可 H3  


項目 コマンド 初期設定 


鳴動禁止 W0  


3kHz W1  


3kHz / 2.5kHz W2 ◎ 


読取成功ブザー音程 


3kHz / 4kHz W3  


50msec W7  


100msec W4  


200msec W5 ◎ 


ブザー鳴動時間 


400msec W6  


小 T3  


中 T2  


大 T1  


ブザー音量 


最大 T0 ◎ 


3kHz(200ms) V5  


3kHz / 2.5kHz(200ms) V6  


ブザーを 1回鳴らす 


3kHz / 4kHz(200ms) V7  


項目 コマンド 初期設定 


点灯禁止 T4  


点灯時間:200msec T5 ◎ 


点灯時間:400msec T6  


読取成功時点灯 


点灯時間:800msec T7  


点灯時間:400msec V8  LEDを一回点灯する 


点灯時間:800msec V9  
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7．読取モード 


 
8．読取時間 


 
9．照合回数 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


項目 コマンド 初期設定 


単発読み(トリガスイッチ使用時のみ、未使用時は連続読みとなる) S0  


複数読み S1 ◎ 


連続読み S2  


・トリガスイッチを使用しない S7  


トリガスイッチを使用する S8  


項目 コマンド 初期設定 


無限 Y0  


1sec Y1  


2 sec Y2 ◎ 


3 sec Y3  


4 sec Y4  


6 sec Y5  


8 sec Y6  


10 sec Y7  


項目 コマンド 初期設定 


照合なし X0  


1回照合 X1 ◎ 


2回照合 X2  


3回照合 X3  
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10．レングスデータ 


 
 


項目 コマンド 初期設定 


転送しない 2A ◎ UPC-A 


転送する 3A  


転送しない 2B ◎ UPC-A 


with add on 転送する 3B  


転送しない 2C ◎ UPC-E 


転送する 3C  


転送しない 2D ◎ UPC-E 


with add on 転送する 3D  


転送しない 2E ◎ EAN-13 


転送する 3E  


転送しない 2F ◎ EAN-13 


with add on 転送する 3F  


転送しない 2G ◎ EAN-8 


転送する 3G  


転送しない 2H ◎ EAN-8 


with add on 転送する 3H  


転送しない 2I ◎ CODE39 


転送する 3I  


転送しない 2J ◎ NW-7 


転送する 3J  


転送しない 2K ◎ Industrial 2 of 5 (DTF) 


転送する 3K  


転送しない 2L ◎ Interleaved 2 of 5 (ITF) 


転送する 3L  


転送しない 2M ◎ CODE93 


転送する 3M  


転送しない 2N ◎ CODE128 


転送する 3N  


転送しない 2O ◎ MSI／Plessey 


転送する 3O  


転送しない 2P ◎ IATA 


転送する 3P  


転送しない 2Z ◎ すべてのレングスデータ 


転送する 3Z  
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11．EEPROMへの書き込み 


 
12．設定の初期化 


 
■EEPROM書き込みの注意点 
 DT-9650では以下のコマンドを EEPROMに書き込むことができませんのでご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 


 


 


項目 コマンド 初期設定 


- Z2  


項目 コマンド 初期設定 


設定を初期化する- U1  


設定内容 コマンド 
ブザー鳴動/LED点灯の 1回駆動 ‘L’ 
スキャニング許可 ‘H’ 
スキャニング禁止 ‘I’ 
スペシャルモード（1回正読後スキャニング禁止） ‘U’ 
スリープモード要求 ‘o’ 
ストップモード要求 ‘p’ 
拡張コマンド制御送信開始 ‘u’ 
拡張コマンド制御送信終了 ‘v’ 
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§１２．自販機プロトコル 
 


12-1.機能 
自販機プロトコルは、ASK 方式の赤外線通信で JVMA（日本自動販売機工業会）仕様の自販機と交信


するプロトコルです。 


 


12-2.動作環境 
■機種 DT-9700 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


12-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1 or SP2 


■Microsoft Visual Studio .NET 2003 


 


 


12-4.提供ファイル 
■JVMA_DRV.lib インポートライブラリ  


■JVMA_DRV.h ヘッダファイル 


 


12-5.使用方法 
開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル「JVMA_DRV.h」をインクルードし、インポートライブラ


リ「JVMA_DRV.lib」を使用するライブラリとして指定してください。 


 


 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


12-2 


12-6.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 


1 JVMAInitalizeSDK SDK を初期化し、パスワードを登録します 


2 JVMASetSettingData 設定データ設定を行います 


3 JVMACollectData 自販機データ収集を行います（02 クリア確認を含む） 


4 JVMAExecAllClear 自販機データオールクリアと確認を行います 


 
 
12-7.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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JVMAInitalizeSDK 
 


機能 SDKを初期化し、パスワードを登録します。 


SDKを使用する前に一度だけ呼び出す必要があります。 


 


書式     DWORD JVMAInitializeSDK ( LPCTSTR lpInitalizeFileName, 


LPCTSTR lpHandyTerminalCode, 


LPCTSTR lpTerminalPassword, 


LPCTSTR lpLogFileName) 


 


パラメータ  


 LPCTSTR lpInitalizeFileName 


  初期化ファイル名へのポインタ（フルパス） 


 LPCTSTR lpHandyTerminalCode 


  ハンディターミナル設定コードへのポインタ 


 LPCTSTR lpTerminalPassword 


  ターミナルパスワードへのポインタ 


 LPCTSTR lpLogFileName 


  ログファイル名へのポインタ（フルパス） 


NULLを指定すると、ログファイルを作成しません。 


 


戻り値 成功すると、０が返ります。 


失敗した場合、０以外の値が返ります。 


詳細はエラーコード表を参照してください。 


 


インクルード #include <JVMA_DRV.h> 
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初期化ファイルの記述形式 


初期化ファイルは自販機との交信に関するパラメータを設定するファイルです。 


交信する自販機のメーカ・型番・年式によって個体差がある場合に、このファイルの内容を変更して 


対応します。 


 


記述方式は、「項目=値」とし、１行に１項目としてください。 


‘；’（セミコロン）から行末まではコメントと判断し、内容は解析しません。 


 


設定できる項目は次の表の通りです。 


 
項目 内容 初期値 （単位）


PulseWidth 交信要求パルス幅 200 msec 


TimePosition 時刻レコードの挿入位置 0 － 


WaitBlock ブロック待ち時間 2000 msec 


WaitAck ACK 待ち時間 1000 msec 


ClearCheckDelay クリア中待ち時間 500 msec 


ClearCheckNum クリア中確認回数 10 回 


PulseDelay 交信間隔待ち時間 100 msec 


SendDelay 送信待ち時間 5 msec 


PulseRetry 交信要求パルス再送回数 3 回 


BlockRetry ブロック再送回数 3 回 


AddComma 収集データ収容ファイルのカンマ 0 － 


NoAnswerDelay BCC エラー時の再送待ち時間 1000 msec 


 


交信要求パルス幅 


自販機へ送信する交信要求パルスの幅をmsec単位で指定します。 


JVMA仕様では 180～250msec とされています。 


 


時刻レコードの挿入位置 


各関数の時刻レコード挿入引数が指定されたときの、コマンドブロック内での時刻レコードの位置を 


指定します。 


０：時刻レコード＋交信コマンド＋識別コード指定 の順に出力されます。 


１：交信コマンド＋時刻レコード＋識別コード指定 の順に出力されます。 


 


ブロック待ち時間 


データブロックの受信待ち状態になってから、自販機からの BCC コードを受信するまでのタイマ設定時間を


msec単位で指定します。 


データブロックは最大で 1024バイトなので、約 2.4secになります。 


 


ACK待ち時間 
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ACK受信待ち状態になってから、自販機から ACK コードを受信するまでのタイマ設定時間を msec単位で


指定します。 


JVMA仕様では、5msec以上１sec以下とされています。 


 


クリア中待ち時間 


自販機データ収集クリアまたは自販機データオールクリア交信を行ったとき、HTからクリア確認コマンドを 


送信し、「クリア中」の応答があったときの、次回確認コマンド送信までの間隔をmsec単位で指定します。 


JVMA仕様では、特に規定されていません。 


 


クリア中確認回数 


自販機データ収集クリアまたは自販機データオールクリア交信を行ったとき、HTからクリア確認コマンドを 


送信し、「クリア中」の応答があったときの、次回確認コマンドを送信する最大回数を指定します。 


JVMA仕様では、最初の交信を含めて３回までとされています。 


 


交信間隔待ち時間 


交信要求パルスで始まる、１つの交信の終了から次の交信開始までの待機時間をmsec単位で指定します。 


ＪＶＭＡ仕様では、100msec以上とされています。 


 


送信待ち時間 


自販機からの ACK受信後、HTが次のブロックを送信するまでの待機時間をmsec単位で指定します。 


JVMA仕様では、5msec以上１sec以下とされています。 


 


交信要求パルス再送回数 


１つの交信で行う交信要求パルス送信の最大回数を指定します。 


JVMA仕様では、特に規定されていません。 


 


ブロック再送回数 


HTがブロックを送信し、自販機からの応答がなかったときの再送最大回数を指定します。 


JVMA仕様では、最初の交信を含めて３回までとされています。 


 


収集データ収容ファイルのカンマ 


収集データ収容ファイルに保存される、各レコードの内容（識別コード・レコード長・アイテム桁数・アイテム）を


カンマで区切って出力するかどうかを指定します。 


０：カンマを付加しない 


１：カンマを付加する 
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BCC エラー時の再送待ち時間 


自販機からのデータを受信したとき、BCCチェックでエラーと判定したときの、自販機からの再送を待つ 


時間をmsec単位で指定します。 


JVMA仕様では、1sec とされています。 
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JVMASetSettingData 
 


機能 設定データの設定を行います。 


 


書式    DWORD JVMASetSettingData ( DWORD dwSetTimeFlag, 


LPCTSTR lpSettingDataFileName) 


 


パラメータ  


DWORD dwSetTimeFlag コマンドテキストへの時刻レコード挿入フラグ 


 ASK_FLAG_INSERT_TIME 時刻レコードを挿入する 


LPCTSTR lpSettingDataFileName 


設定データ記述ファイル名へのポインタ（フルパス） 


 


戻り値 成功すると、０が返ります。 


失敗した場合、０以外の値が返ります。 


詳細はエラーコード表を参照してください。 


 


インクルード #include <JVMA_DRV.h> 
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設定データファイルの記述方法 


設定データファイルは自販機に設定するレコードを記述したファイルです。 


１行を１レコードとして、以下の書式に則って記述します。 


 
項目 書式 文字／桁数 


識別コード 数字＋‘A’～‘F’ ４ 
レコード長 ＢＣＤ表記 ４ 
アイテム桁数 ＢＣＤ表記 ２ 
アイテム ＢＣＤ表記 アイテム桁数で指定した桁数 


 


データは１桁でもかならず 0を追加し、１バイト２文字で記述してください。 


１レコード内の各項目間に‘，’（カンマ）があっても無視します。 


‘；’（セミコロン）から行末まではコメントと判断し、内容は解析しません。 
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JVMACollectData 
 


機能 自販機データ収集を行い、結果を収集データ収容ファイルに出力します。 


クリア収集（02H コマンド）の場合は、クリア確認（87H）も行います。 


 


書式     DWORD JVMACollectData ( DWORD dwSetTimerFlag, 


DWORD dwCollectCommand, 


LPCTSTR lpDiscriminateCodeFileName, 


LPCTSTR lpCollectDataFileName) 


 


パラメータ 


DWORD dwSetTimeFlag  コマンドテキストへの時刻レコード挿入フラグ 


 ASK_FLAG_INSERT_TIME 時刻レコードを挿入する 


DWORD dwCollectCommand 収集コマンド 


 ０１H    自販機データ収集 


 ０２H    自販機データ収集クリア 


 ０3H    設定データ収集 


LPCTSTR lpDiscriminateCodeFileName 


識別コード記述ファイル名へのポインタ（フルパス） 


 LPCTSTR lpCollectDataFileName 収集データ収容ファイル名へのポインタ（フルパス） 


 


戻り値 成功すると、０が返ります。 


失敗した場合、０以外の値が返ります。 


詳細はエラーコード表を参照してください。 


 


インクルード #include <JVMA_DRV.h> 
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識別コードファイルの記述方法 


識別コードファイルは自販機から取得したい識別コードを記述するファイルです。 


以下の書式に則って、１行で記述します。 


 
項目 書式 文字／桁数 


識別コード ‘0A1A’ ４固定 
レコード長 ＢＣＤ表記 ４固定 
アイテム桁数 ‘04’ ２固定 
アイテム 数字＋‘A’～‘F’ アイテム桁数で指定した桁数 


 


データは１桁でもかならず 0を追加し、１バイト２文字で記述してください。 


１レコード内の各項目間に‘，’（カンマ）があっても無視します。 


‘；’（セミコロン）から行末まではコメントと判断し、内容は解析しません。 


 


 


収集データ収容ファイル 


収集データ収容ファイルは、上記識別コードファイルで指定した識別コードに対応して自販機から出力された


レコード結果を記録したファイルです。 


初期化ファイルの設定に指定があった場合は、１レコード内の項目間に‘，’を挿入して記録されます。 
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JVMAExecAllClear 
 


機能 自販機オールクリアを行います。 


 


書式 DWORD JVMAExeｃAllClear ( DWORD dwSetiTimerFlag ) 


 


パラメータ 


DWORD dwSetTimeFlag  コマンドテキストへの時刻レコード挿入フラグ 


 ASK_FLAG_INSERT_TIME 時刻レコードを挿入する 


 


戻り値 成功すると、０が返ります。 


失敗した場合、０以外の値が返ります。 


詳細はエラーコード表を参照してください。 


 


インクルード #include <JVMA_DRV.h> 
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12-8.エラーコード表  
 


エラーコード 値(16 進) 内容 


ASK_SUCCESS 0 成功（エラーなし） 


ASK_ERR_FILENOTFOUND 101 ファイルが見つかりません 


ASK_ERR_FILENOTOPEN 102 ファイルがオープンできません 


ASK_ERR_FILENTOREAD 103 ファイル読み込みエラー 


ASK_ERR_FILESIZE 104 ファイルサイズ取得エラー 


ASK_ERR_FILEOVERSIZE 105 ファイルが大きすぎます 


ASK_ERR_FILENONAME 106 ファイル名が指定されていません 


ASK_ERR_EXISTFILE 107 ファイルが既にあります 


ASK_ERR_FILENOTWRITE 108 ファイル書き込みエラー 


ASK_ERR_RECFORMAT 201 レコードフォーマットエラー 


ASK_ERR_TEXTFORMAT 202 テキストフォーマットエラー 


ASK_ERR_DATAFORMAT 203 データフォーマットエラー 


ASK_ERR_DATALENGTH 204 データ長エラー 


ASK_ERR_BCC 205 BCC エラー 


ASK_ERR_BLOCKNO 206 ブロック番号エラー 


ASK_ERR_UNKNOWNID 207 識別コードエラー 


ASK_ERR_TIMEOUT 301 タイムアウトエラー 


ASK_ERR_NOTACK 302 ACK 以外を受信 


ASK_ERR_COMM 303 通信エラー 


ASK_ERR_OPENPORT 304 通信ポートオープンエラー 


ASK_ERR_SEND 305 送信エラー 


ASK_ERR_INTERVAL 306 文字間タイムアウトエラー 


ASK_ERR_RXOVER 311 入力バッファオーバーフロー 


ASK_ERR_OVERRUN 312 文字バッファフル 


ASK_ERR_RXPARITY 313 パリティエラー 


ASK_ERR_FRAME 314 フレーミングエラー 


ASK_ERR_BREAK 315 ブレーク条件を検出 


ASK_ERR_RECEIVE 319 その他の受信エラー 


ASK_ERR_PASSWORD 401 パスワードエラー 


ASK_ERR_SETDATA 402 設定データエラー 


ASK_ERR_PARAMETER 403 パラメータエラー 


ASK_ERR_COMMAND 404 コマンドエラー 


ASK_ERR_BUFFERFULL 405 格納バッファサイズが不足しています 


ASK_ERR_OVERFLOW 406 オーバーフロー 


ASK_ERR_NOTINIT 407 SDK が初期化されていません 


ASK_ERR_READTHREAD 408 受信スレッド作成エラー 


ASK_ERR_INITPARA 409 初期化パラメータエラー 


ASK_ERR_CLEARDOING 410 クリア中エラー 


ASK_ERR_CLEARNOTYET 411 未クリアエラー 


ASK_ERR_OTHER 900 その他のエラー 


各関数の戻り値は、ASK_SUCCESSを除き上記値に以下のセクションコードが加算されます。 
ASK_SECT_INIT 1000 初期化セクション 


ASK_SECT_SETTING 2000 設定セクション 


ASK_SECT_COLLECT 3000 収集セクション 


ASK_SECT_CLEAR 4000 クリアセクション 
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12-9.プログラミング上の注意 
 


関数の使用方法 


 


自販機との通信は、以下の図のような手順で行います。 


送受信するレコードデータの詳細は JVMA発行の仕様書 


「オフライン式自動販売機情報管理システム 自販機～ハンディターミナル間交信仕様」を参照して下さい。 


 


なお、以下の項目は自販機プロトコル内で処理します。 


・ データスクランブル 


・ 1024バイトを超えるレコードデータの分割／結合 


JVMAInitializeSDK 


JVMASetSettingData JVMACollectData JVMAExecAllClear 


自販機通信開始 


自販機通信終了 


続き？ Y 


N 


初期化 
ファイル 


ログファイル


（指定時） 


設定データ 
ファイル 


収集データ 
ファイル 


識別コード 
ファイル 
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自販機データ収集クリアコマンド実行時にエラーが発生した場合 


 


自販機データ収集関数（JVMACollectData）で、自販機データ収集クリアを指定した場合、自販機から 


データを収集した後で自販機内部のデータはクリアされます。 


このとき、交信途中でエラーが発生した場合は、次のように対応してください。 


 


1. 収集データ収容ファイルが作成されていないときは、自販機データ収集関数を再度実行してください。 


このとき作成される収集データ収容ファイルは本来取得すべきデータであるはずです。 


ただし、HTのメモリ不足等で収集データ収容ファイルそのものが作成できない場合は、ファイルが 


作成されていなくても交信自体は正常に完了しているため、自販機内部のデータがクリアされている 


可能性があります。 


 


2. 収集データ収容ファイル(A)が作成されているときは、自販機内部のデータクリアを確実に実行するため


に、別の収集データ収容ファイル名を指定して自販機データ収集関数を再度実行してください。 


このとき作成される収集データ収容ファイル(B)はクリア後のデータなので、内容が空である可能性が 


ありますので、内容確認後、不要であれば削除してください。 


 


これは、自販機データ収集クリアの処理が、「自販機データ収集」と「自販機データクリア」の２つの内容を 


連続して行っているために発生するものです。 


 


概要を示した図を次ページに記します。 
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ハンディターミナル 自販機 


交信要求パルス 


ACK 


ACK 


パスワードテキスト 


ACK 


コマンドテキスト 


ACK 


データテキスト 


ACK 


データテキスト 


… 


交信要求パルス 


ACK 
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§13．印刷ライブラリ 


13-1.機能 
印刷ライブラリは、印刷システムを利用して印刷する場合に使用します。 


 


13-2.動作環境 
■機種 DT-9700 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


13-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1以上（ただし、SP2は除く） 


■Microsoft Visual Studio .NET 2003 


 


13-4.提供ファイル 
■Cp780Lib.lib インポートライブラリ 


■CpLib.h 印刷ライブラリヘッダファイル 


 CpExtDvm.h ※デバイスモード情報構造体定義ヘッダファイル 


※プリンタ毎に提供されますが、ファイル名は共通です。 


 


13-5.使用方法 
開発環境において、プログラムソース内にライブラリヘッダファイル「CpLib.h」と、使用するプリンタの


ヘッダファイル「CpExtDvm.h」をインクルードし、インポートライブラリ「Cp780Lib.lib」を使用するラ


イブラリとして指定して下さい。 


 


■印刷システムを使用したプリンタへの印刷 
アプリケーションから印刷ライブラリ関数を使用して印刷制御(印刷データの描画)を行います。基本的には


CpCreateDCで作成されたデバイスコンテキストに対してWinGDI関数を使用して描画処理を行って、印刷


を実現します。 
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プリンタドライバ 


ランゲージモニタ 
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13-6.印刷ライブラリ関数 及び印刷ライブラリ構造体一覧 
 


関数名 概要 
CpOpenPrinter 指定されたプリンタを識別するハンドルを取得します。 
CpClosePrinter 指定されたプリンタオブジェクトをクローズします。 
CpDocumentProperties 指定されたプリンタのプリンタ構成ダイアログボックスを表示します。 
CpCreateDC プリンタのデバイスコンテキスト(DC)を作成します。 
CpResetDC プリンタのデバイスコンテキスト(DC)を更新します。 
CpDeleteDC 指定されたデバイスコンテキストを削除します。 
CpGetDeviceCaps プリンタの情報を取得します。 
CpStartDoc 印刷ジョブを開始します。 
CpAbortDoc 印刷ジョブを強制終了します。 
CpEndDoc 印刷ジョブを終了します。 
CpStartPage 1ページ分の印刷を開始します。 
CpEndPage 1ページ分の印刷を終了します。 
CpUnicodeOut Unicode文字列をプリンタ用コード(JIS内部／Shift JIS)に変換して出力し


ます。 
CpExtEscape アプリケーションが直接プリンタドライバに対してアクセスできるように


します。 
CpPrintDlg [プリンタ選択]ダイアログボックスを作成します。 


 
構造体名 概要 
CPDOCINFO CpStartDoc関数が使用する入力ファイル名と出力ファイル名を格納します。 
CPDEVMODE プリンタの初期化と環境データに関する情報を格納します。 
CPEXTDVM プリンタの詳細設定に関する情報を格納します。 
CPCDEVMODE CPDEVMODEと CPEXTDVMをメンバに持つ構造体です。 
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CpOpenPrinter  


 
機能 指定されたプリンタを識別するハンドルを取得します。 


 
書式 BOOL CpOpenPrinter (LPTSTR lpszPrinter, LPTSTR lpszPort, LPHANDLE lphPrinter) 


 
パラメータ 


lpszPrinter プリンタ名を指定します。 


lpszPort 出力先ポート名を指定します。 


lphPrinte オープンされたプリンタのハンドルが返ります。 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、TRUEを返します。それ以外の場合は、FALSEを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpClosePrinter 


 
機能 指定されたプリンタオブジェクトをクローズします。 


 
書式 BOOL CpClosePrinter (HANDLE hPrinter) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドルを指定します。 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、TRUEを返します。それ以外の場合は、FALSEを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpDocumentProperties 


 
機能 指定されたプリンタのプリンタ構成ダイアログボックスを表示します。 


 
書式 LONG CpDocumentProperties(HWND hwnd, HANDLE hPrinter,  


LPCPDEVMODE lpdmOutput, LPCPDEVMODE lpdmInput, 


DWORD fMode) 


 
パラメータ 


hwnd ダイアログボックスを表示するときの親ウィンドハンドル 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


lpdmOutput 修正されたプリンタデータ 


lpdmIntput 元のプリンタデータ 


関数が実行する操作を示す値を指定します。このパラメータが 0ならば、


CPDEVMODEデータ構造体に必要なバイト数を返します。それ以外の場合は､ 


次に示す値を 1つ以上組み合わせてこのパラメータに指定します。 


 CPDM_IN_BUFFER 関数への入力を指定します。 


 CPDM_IN_PROMPT プリンタ設定ダイアログを表示します。 


fMode 


 CPDM_OUT_BUFFER 関数からの出力を指定します。 


 
戻り値 fMode パラメータが 0 か、lpdmOutput が NULL ならば､ プリンタドライバの初期化データを設


定するのに必要なバッファのサイズを返します。プリンタドライバが構造体にプライベートなデー


タを付加しているときは､ このバッファは CPDEVMODE構造体よりも大きくなります。 


関数が初期化ダイアログ ボックスを表示したときは､ ユーザーが選択したボタンに応じて､ 


IDOK または IDCANCEL を返します。関数が正常に終了しなかったときは､ 0 未満の値を返しま


す。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpCreateDC 


 
機能 プリンタのデバイスコンテキスト(DC)を作成します。作成された DC に対して各 GDI 関数が使用


できます。 


 
書式 HDC CpCreateDC(HANDLE hPrinter, LPCPDEVMODE lpInitData) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


lpInitData プリンタデータ 


 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、指定されたプリンタ用のデバイスコンテキストのハンドルを返します。


それ以外の場合は、NULLを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpResetDC 


 
機能 プリンタのデバイスコンテキスト(DC)を更新します。１ドキュメント内での用紙方向切り替え、用


紙サイズ変更時に使用します。 


 
書式 HDC CpResetDC(HANDLE hPrinter, HDC hdc, LPCPDEVMODE lpInitData) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


lpInitData プリンタデータ 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、元のデバイスコンテキストのハンドルと元のプリンタ制御情報を返し


ます。それ以外の場合は、NULLを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpDeleteDC 


 
機能 指定されたデバイスコンテキストを削除します。 


 
書式 BOOL CpDeleteDC(HANDLE hPrinter, HDC hdc) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、TRUEを返します。それ以外の場合は、FALSEを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpGetDeviceCaps 


 
機能 プリンタの情報を取得します。 


 
書式 int CpGetDeviceCaps(HANDLE hPrinter, HDC hdc, int nIndex) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


nIndex 機能取得番号 


  CP_HORZRES 印刷可能領域幅(ピクセル単位) 


  CP_VERTRES 印刷可能領域長さ(ピクセル単位) 


  CP_HORZSIZE 印刷可能領域幅(0.1mm単位) 
  CP_VERTSIZE 印刷可能領域長さ(0.1mm 単位) 


  CP_LOGPIXELSX 水平方向のインチ当たりのピクセル数 


  CP_LOGPIXELSY 垂直方向のインチ当たりのピクセル数 


  CP_LOGMMPIXELSX 水平方向の 1mm 当たりのピクセル数 
  CP_LOGMMPIXELSY 垂直方向の 1mm 当たりのピクセル数 
  CP_PRINTER ページ制御プリンタ CP_DT_PAGE(1)か、ラ


イン制御プリンタ CP_DT_LINE(2)かが返り
ます。 


  CP_TEXTCAPS CpUnicodeOut描画の出力方式 
直接出力：CP_TC_DIRECT(1)が返ります。


 
戻り値 要求された機能取得番号項目の値を返します。 
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CpStartDoc 
 
機能 印刷ジョブを開始します。 


 
書式 int CpStartDoc(HANDLE hPrinter, HDC hdc, LPCPDOCINFO lpdi) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


文書名と出力ファイル名 lpdi 
 lpdi->lpszDocName 印刷中ダイアログに表示される文書名を指定します 


  lpdi->lpszOutput 空文字(_T(“”))を指定して下さい。 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、正の値を返します。それ以外は CP_ERRORを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpAbortDoc 


 
機能 印刷ジョブを強制終了します。 


 
書式 int CpAbortDoc(HANDLE hPrinter, HDC hdc) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、正の値を返します。それ以外は CP_ERRORを返します。 
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CpEndDoc 


 
機能 印刷ジョブを終了します。 


 
書式 int CpEndDoc(HANDLE hPrinter, HDC hdc) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、正の値を返します。それ以外は CP_ERRORを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpStartPage 


 
機能 １ページ分の印刷を開始します。 


 
書式 int CpStartPage(HANDLE hPrinter, HDC hdc) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、正の値を返します。それ以外は CP_ERRORを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpEndPage 


 
機能 １ページ分の印刷を終了します。 


 
書式 int CpEndPage(HANDLE hPrinter, HDC hdc) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、正の値を返します。それ以外は CP_ERRORを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpUnicodeOut 


 
機能 Unicode文字列をプリンタ用コード(JIS内部／Shift JIS)に変換して出力します。 


 
書式 int CpUnicodeOut(HANDLE hPrinter, HDC hdc, LPCTSTR lpszString, UINT cbCount) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


lpszString 文字列のアドレス 


cbCount 文字列中の文字数 


 
戻り値 関数が正常終了した場合は、正の値を返します。それ以外は CP_ERRORを返します。 


 
注意 本関数は Unicode文字列をプリンタ用コード(JIS内部／Shift JIS)に変換して出力する他にはプリ


ンタコマンドを出力しません。したがって、ESCコマンドでの各種設定は CpExtEscape()で出力す


る必要があります。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpExtEscape 


 
機能 アプリケーションが直接プリンタドライバに対してアクセスできるようにします。 


文字、バーコードのプリンタコマンドを印字位置等の制御コマンドを使用して直接印刷できます。


ただし、プリンタ毎にプリンタコマンドが異なりますので注意が必要です。 


 
書式 int CpExtEscape(HANDLE hPrinter, HDC hdc, int nEscape, int cbInput,  


LPCSTR lpvInData, int cbOutput, LPVOID lpvOutData) 


 
パラメータ 


hPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


hdc デバイスコンテキスト 


nEscape CPPASSTHROGHを指定して下さい。 
これは、直接プリンタドライバにデータを送ることを意味します。 


cbInput lpvInDataが指すデータのバイト数を指定します。 
lpvInData 指定されたエスケープに必要なデータを指定します。 


cbOutput lpvOutDataが指すデータのバイト数を指定します。 
lpvOutData 指定されたエスケープからの出力を受け取るデータを指定します。 


 
戻り値  関数が正常終了した場合は、正の値を返します。エスケープが実装されていない場合は、0 を返


します。それ以外は CP_ERRORを返します。 


 
参考 13-12 プログラミングガイドを参照して下さい。 
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CpPrintDlg 


 
機能 ［プリンタ選択］ダイアログボックスを作成します。ユーザーは［プリンタ選択］ダイアログボッ


クスを使って、『プリンタの選択』『ポートの選択』とプリンタのプロパティを設定することができ


ます。 


【CpPrintDlg】では【CpOpenPrinter】と【CpDocumentProperties】が同時に行われる動作とな


ります。 


 
書式 int CpPrintDlg(HWND hwnd, LPHANDLE lphPrinter, LPCPDEVMODE lpdmOutput, 


LPTSTR lpszPrinter, LPTSTR lpszPort) 


 
パラメータ 


hwnd ダイアログボックスを表示する時の親ウィンドウハンドル 


lphPrinter オープンされたプリンタのハンドル 


lpdmOutput 修正されたプリンタデータ 
lpszPrinter 出力するプリンタ名 


lpszPort 出力するポート名 


 
戻り値  lpdmOutputがNULLならば､ プリンタドライバの初期化データを設定するのに必要なバッファの


サイズを返します。プリンタドライバが構造体にプライベートなデータを付加しているときは､ 


このバッファは CPDEVMODE構造体よりも大きくなります。 


関数がダイアログ ボックスを表示したときは､ ユーザーが選択したボタンに応じて､ IDOK、また


は IDCANCELを返します。関数が正常に終了しなかったときは､ 0未満の値を返します。 
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13-7.印刷ライブラリ構造体一覧 
 
13-7-1.CPDOCINFO 


CPDOCINFO構造体は、CpStartDoc関数が使用する入力ファイル名と出力ファイル名を格納します。 


typedef struct { 


 int  cbSize; 


TCHAR  DocName[MAX_DOCNAME+1]; 


TCHAR  Output[MAX_OUTPUT+1]; 


} CPDOCINFO; 


 
メンバ 
cbSize 構造体のサイズをバイト単位で指定します。 
lpszDocName 文書の名前を指定します。(MAX_DOCNAME=32) 
lpszOutput 使用されません。空文字列を指定してください。(MAX_ OUTPUT =32) 
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13-7-2.CPDEVMODE 
CPDEVMODE構造体は、プリンタデバイスの初期化と環境データに関する情報を格納します。 


typedef struct { 


 WORD  dmDriverVersion; 


 WORD  dmSize; 


 WORD  dmDriverExtra; 


 WORD  dmOrientation; 


 WORD  dmPaperSize; 


 WORD  dmPaperLength; 


 WORD  dmPaperWidth; 


 WORD  dmCopies; 


 WORD  dmPrintQuality; 


WORD  dmColor; 


 WORD  dmBitsPerPel; 


 WORD  dmLogmmPixelsX; 


 WORD  dmLogmmPixelsY; 


 WORD  dmCollate; 


 WORD  dmDitherType; 


  } CPDEVMODE; 
メンバ 
dmDriverVersion プリンタドライバの開発者により割り当てられる、プリンタドライバのバージ


ョン番号を指定します。 
dmSize CPDEVMODE構造体のサイズをバイト単位で指定します。プライベートなド


ライバデータのサイズは含まれません。 
dmDriverExtra この構造体の直後に続く、プライベートなドライバデータ(拡張情報


CPEXTDVM)のバイト数を指定します。 
dmOrientation 用紙方向を指定します。下記のいずれかを指定します。 
  縦：CPDMORIENT_PORTRAIT(1) 
  横：CPDMORIENT_LANDSCAPE(2) 
dmPaperSize 印刷用紙サイズ(CPDMPAPER_FREE)を指定します。これにより用紙の長さと


幅を dmPaperLengthと dmPaperWidthに設定します。 
dmPaperLength 用紙の長さを 0.1mm単位で指定します。 
dmPaperWidth 用紙の幅を 0.1mm単位で指定します。 
dmCopies 印刷する部数を指定します。 
dmPrintQuality プリンタの解像度を 1mm当たりのドット数で指定します。 
dmColor カラー／モノクロを指定します。下記のいずれかを指定します。 
  モノクロ：CPDMCOLOR_MONOCHROME(1) 
  カラー ：CPDMCOLOR_COLOR(2) 
dmBitsPerPel 色解像度をピクセル当たりのビット数で指定します。 
dmLogmmPixelsX 横方向の 1mm当たりのドット数を指定します。 
dmLogmmPixelsY 縦方向の 1mm当たりのドット数を指定します。 
dmCollate 部単位印刷の指定をします。(有効(1)／無効(0)) 
dmDitherType ディザリングの種類を指定します。下記のいずれかを指定します。 
  なし(完全 2値)： CPDMDITHER_NON 
  パターン   ： CPDMDITHER_ PATTERN 
  誤差拡散   ： CPDMDITHER_ ERRORDIFFUSION 
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� 用紙サイズと用紙方向との関係 


用紙サイズの指定(幅／長さ)は物理サイズの指定になります。用紙方向による論理用紙サイズは以下の通


りになります。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


   


用紙サイズ 用紙方向 縦 用紙方向 横 


幅 


長


さ 


横サイズ 


縦


サ


イ


ズ 


横サイズ 
縦


サ


イ


ズ 
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13-7-3.CPEXTDVM(拡張情報) 
CPDEVMODE の直後に続くプライベートなドライバデータは、各プリンタドライバ毎に内容が異なり


ます。 


 


 


 


 


 


 
 


� CPEXTDVM(内蔵プリンタ設定項目) 
内蔵プリンタ専用の設定項目の構造体です。 


  typedef struct { 


 WORD  stSize; 


 WORD  PrintSpeed; 


 WORD  PrintDensity; 


 WORD  PaperKind; 


 WORD  bPreHeat; 
 WORD  bAutoLoading; 


 WORD  AutoLoading; 


 WORD  bErrorContinuation;  


 WORD  bMarkerDetection; 


  } CPEXTDVM 
メンバ 
stSize CPEXTDVM構造体のサイズをバイト単位で指定します。 
PrintSpeed 印字速度の指定をします。以下の 3種類を指定できます。 
  高速印字 PRINTSPEED_FAST 
  低速印字(高品位) PRINTSPEED_LATE 
  グラフィック印字 PRINTSPEED_GRAPHIC 
PrintDensity 印字濃度の指定をします。9段階で指定できます。 


Level 1：DENSITY_LV1 ～ Level 9：DENSITY_LV9 
PaperKind 用紙種類の指定をします。以下に示す 5種類を指定できます。 
  １P(高感度) PKIND_F200U9W6 
  １P(標準) PKIND_HS360 
  １P(長期保存) PKIND_AFP235 
  ラベル PKIND_HG56S 
  ２P  PKIND_TLC00 
bPreHeat プリヒートの指定をします。(有効(1)／無効(0)) 
bAutoLoading オートローディングの指定をします。(有効(1)／無効(0)) 
AutoLoading オートローディングでのペーパーフィード量を mm単位で指定します。 
  最大値 MAX_AUTOLOADING(96) 
  最長値 MIN_AUTOLOADING(10) 
bErrorContinuation エラー時継続印字の指定をします。(有効(1)／無効(0)) 
bMarkerDetection マーカ検出の指定をします。(有効(1)／無効(0))  


有効時は、ページ毎に印刷前にマーカ検出を行います 


共通情報 


拡張情報 


(CPEXTDVM) 


CPDEVMODE 


共通構造体 


各プリンタドライバごとに


内容が異なります。 


CpDocumentProperties 関数でサ


イズを返します。 
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13-7-4.CPCDEVMODE 
CPDEVMODEと CPEXTDVMをメンバに持つ構造体です。CPEXTDVM内の設定値を変更したい場合


等に使用します。 


  typedef struct { 


 CPDEVMODE dm; 


 CPEXTDVM dlg; 


  } CPCDEVMODE; 


 
メンバ 
dm 標準デバイスモード情報(13-7-2参照) 
dlg 拡張デバイスモード情報(13-7-3参照) 


 
※13-12 プログラミングガイドのコメントを参考にして下さい。 
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13-8.プリンタ名と出力ポート名について 
プリンタ名と対応する出力ポート名を以下に示します。 


 


 


 


 
13-9.用紙サイズについて 
プリンタの指定可能用紙サイズを以下に示します。 


※このサイズはデバイスコンテキストに作成される描画イメージのサイズを指します。 


 


 


 


 
13-10.ランゲージモニタについて 
スプーラからの制御により、プリンタポートとの送受信を行います。また、データ出力時の状態監視、


エラー制御も行います。 


 


13-10-1.インターフェースについて 
印刷が開始されると、タスクトレイにプリンタアイコンが出力され、アイコンをダブルクリックすると


印刷中を表すダイアログボックスが出力されます。印刷が終了すると、ダイアログボックスが出力され


ていれば、ダイアログボックスは閉じ、アイコンが出力されていれば、アイコンは削除されます。また、


印刷中ダイアログボックスは以下の動作が実行可能です。 


 
印刷中にエラーが発生すると、エラーを表すダイアログボックスが出力されます。エラーダイアログが


出力された際は、以下の動作の実行を選択します。 


 


13-10-2各種エラーについて 
エラー表示 エラー内容 対処方法 


用紙がありません 用紙切れ 用紙なし 用紙をセットする 


プラテンがオープンしています プラテンが開いている プラテンを閉じる 


VDETP が発生しました ローバッテリー状態 バッテリーを充電、交換する 


サスペンドが発生しました サスペンド(印字中断)状態 エラー時継続印字を有効にして印刷する 


ヘッド温度エラー ヘッド温度上昇 ヘッド温度が下がるまで印字しない 


マーカー検出エラー マーカーが検出できない ・ 印刷を中止し、マーカー検出を無効に


して再度印刷する 


・ マーカー用紙で再度印刷する 
80mm へ変更できません 用紙サイズ変更エラー 印刷を中止し、用紙幅の設定を 48.0mm に


設定し、58mm 用紙で印刷する 


 プリンタ名 出力ポート名 
内蔵プリンタ BuiltIn DT9700 BuiltIn 


 幅[0.1mm] 長さ[0.1mm] 
内蔵プリンタ 480 or 720 20 ～ 9999 


キャンセルボタン押下 印刷を中断します。 


継続ボタン押下 引き続き印刷を実行します。 
中止ボタン 印刷を中断します。 
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13-11.プリンタへの直接印刷について 
CpUnicodeOutの直接プリンタ印刷サポート時、または CpExtEscapeでプリンタへ直接印刷を行う場


合の印刷結果は、以下のようになります。 


 


13-11-1.ライン制御プリンタの場合 (DT9700 BuiltIn) 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
 


ABCDE 


② プリンタのデバイスコンテキストに対して描画 
ABCDE ① CpUnicodeOutでテキストを描画 


① CpUnicodeOutの内容を描画 


② デバイスコンテキストのデータを描画 


印刷結果 


アプリケーションの処理 


プリンタの処理 


ライン単位で印刷するため、CpUnicodeOutで直接プリンタへ


送信されると送信された時点で印刷データが作成されます。し


たがって、その後のデータと重ねることができません。 
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13-12.プログラミングガイド 
13-12-1.サンプルプログラム 
サンプルプログラムを用いて、ライブラリ関数の使用方法を解説します。 


本サンプルプログラムではライブラリの関数を使用して，GDI関数である”LineTo”により描画されたイ


メージを 1ページ目に印刷し、用紙サイズを変更して、文字列を２ページ目に印刷します。 


使用されるライブラリの関数を以下に示します。 


・ CpOpenPrinter 


・ CpDocumentProperties 


・ CpCreateDC 


・ CpStartDoc 


・ CpStartPage 
・ LineTo (デバイスコンテキスト用描画関数) 


・ CpEndPage 


・ CpResetDC 


・ CpStartPage 


・ CpUnicodeOut 


・ CpExtEscape 


・ CpEndPage 


・ CpEndDoc 


・ CpDeleteDC 


・ CpClosePrinter 
 
実際のプログラムコードを以下に示します。 


※ ヘッダファイル(Cp780Lib.h)がインクルードされており、ライブラリ(Cp780Lib.lib)がリンクさ


れているものとします。 
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TCHAR szUni[] = _T("UnicodeOut テスト"); 


char szESC_E[] = "\x1b""E"; 


 
void Sample(HWND hWnd)  // hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル 


{ 
 HANDLE hPrinter; 


HDC hDC, hDCOld;  


 LPCPDEVMODE pInCDM = NULL; // プリンタデータ入力値 


 LPCPDEVMODE pCDM = NULL; // プリンタデータ領域 


 CPDOCINFO doc; 


 int fMode = CPDM_OUT_BUFFER; // プリンタデータ出力要求 


 int size; 


  


 /***** CpOpenPrinter：指定プリンタをオープンしてハンドルを取得します *****/  


 // プリンタ名：BuiltIn(内蔵プリンタ)  出力ポート名：DT9700 BuiltIn(内蔵プリンタ) 


if (CpOpenPrinter(_T("BuiltIn"), _T("DT9700 BuiltIn"), &hPrinter) != TRUE) 


 return; 


  


 /***** CpDocumentProperties：プリンタデータを取得します *****/ 


// プリンタデータ保存用領域として必要なサイズを取得 


size = CpDocumentProperties(hWnd, hPrinter, pCDM, pInCDM, fMode); 


if (size < 0) { 


 CpClosePrinter(hPrinter); 


 return; 


} 


 // 取得された必要サイズ分の領域を確保 


pCDM = (LPCPDEVMODE)malloc(size); 


// CPDEVMODE のデフォルト情報を取得 


 if (CpDocumentProperties(hWnd, hPrinter, pCDM, pInCDM, fMode) < 0) { 


 CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


 return; 


} 


  


 /***** 描画サイズ(長さ)を変更 *****/ 


 // 描画サイズ(長さ)を 200(20[mm])に変更 


 pCDM->dmPaperLength = 200; 


  


 // CpDocumentProperties の引数 fMode の CPDM_IN_PROMPT プリンタプロパティによる値 


 //の変更以外にも上記コードのように値を直接指定することも可能です。 


  


 /***** プリンタ毎の拡張情報を変更したい場合 *****/ 


 // プリンタ拡張情報定義のヘッダファイル(CpExtDvm.h)のインクルードが必要です。 


 // 内蔵プリンタの【印字速度】を「高速印字」に変更する場合 


 // ((LPCPCDEVMODE)pCDM)->dlg.PrintSpeed = PRINTSPEED_FAST; 


  


 /***** CpCreateDC：描画用のデバイスコンテキストハンドルを取得します *****/ 


 hDC = CpCreateDC(hPrinter, pCDM); 


if (hDC == NULL) { 


 CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


 return; 


} 


 /***** CpSartDoc：印刷ドキュメントの開始設定を行います *****/ 


 // CPDOCINFO 設定 


 doc.cbSize = sizeof(CPDOCINFO); 


 wcscpy((LPWSTR)doc.DocName, (LPWSTR)_T("ドキュメント名")); 


 wcscpy((LPWSTR)doc.Output, (LPWSTR)_T("")); 


  


if (CpStartDoc(hPrinter, hDC, &doc) == CP_ERROR) { 


 CpDeleteDC(hPrinter, hDC); 


 CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


 return; 


} 


  


 /***** CpStartPage：ページの開始設定を行います *****/ 


 if (CpStartPage(hPrinter, hDC) == CP_ERROR) { 
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  CpEndDoc(hPrinter, hDC); 


  CpDeleteDC(hPrinter, hDC); 


  CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


 return; 


} 


  


/***** イメージ描画：デバイスコンテキストハンドルに右のイメージを描画しています *****/ 


LineTo(hDC, 100, 100);           // 


LineTo(hDC, 100, 0);             // 


LineTo(hDC, 0, 0);               // 


  


/***** CpEndPage：ページの終了設定を行います *****/ 


 if (CpEndPage(hPrinter, hDC) == CP_ERROR) { 


  CpEndDoc(hPrinter, hDC); 


  CpDeleteDC(hPrinter, hDC); 


  CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


  return; 


} 


  


 /***** CpResetDC：用紙サイズを変更します *****/ 


 hDCOld = hDC; 


 pCDM->dmPaperLength = 100;  // 描画サイズ(長さ)を 200 から 100(10[mm])に変更  


 hDC = CpResetDC(hPrinter, hDC, pCDM); 


 if (hDC == NULL) { 


  CpEndDoc(hPrinter, hDCOld); 


  CpDeleteDC(hPrinter, hDCOld); 


  CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


  return; 


} 


 /***** CpStartPage：ページの開始設定を行います *****/ 


 if (CpStartPage(hPrinter, hDC) == CP_ERROR) { 


  CpEndDoc(hPrinter, hDC); 


  CpDeleteDC(hPrinter, hDC); 


  CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


  return; 


} 


  


 /***** CpUnicodeOut：文字列を送ります *****/ 


 if (CpUnicodeOut(hPrinter, hDC, szUni, lstrlen(szUni)) == CP_ERROR) { 


  CpEndPage(hPrinter, hDC); 


  CpEndDoc(hPrinter, hDC); 


  CpDeleteDC(hPrinter, hDC); 


  CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


  return; 


} 


  


 /***** CpExtEscape：[ESC]E (未印字データの吐き出し) コマンドを送ります *****/ 


if (CpExtEscape(hPrinter, hDC, CPPASSTHROGH, (int)sizeof(szESC_E),  


(LPCSTR)szESC_E, 0, NULL) == CP_ERROR) { 


  CpEndPage(hPrinter, hDC); 


  CpEndDoc(hPrinter, hDC); 


  CpDeleteDC(hPrinter, hDC); 


  CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


  return; 


} 


  


/***** CpEndPage：ページの終了設定を行います *****/ 


 if (CpEndPage(hPrinter, hDC) == CP_ERROR) { 


  CpEndDoc(hPrinter, hDC); 


  CpDeleteDC(hPrinter, hDC); 


  CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 
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  return; 


} 


  


 /***** CpEndDoc：ドキュメントの終了設定を行います *****/ 


// CpEndDoc 実行により、印刷がスタートします。 


if (CpEndDoc(hPrinter, hDC) == CP_ERROR) { 


  CpDeleteDC(hPrinter, hDC); 


  CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


  return; 


} 


  


/***** CpDeleteDC：デバイスコンテキストを削除します *****/ 


 if (CpDeleteDC(hPrinter, hDC) != TRUE) { 


  CpClosePrinter(hPrinter); 


free(pCDM); 


  return; 


} 


  


/***** CpClosePrinter：指定されたプリンタを閉じます *****/ 


 if (CpClosePrinter(hPrinter) != TRUE) { 


free(pCDM); 


return; 


 } 


  


 // プリンタデータ保存領域を解放 


if(pCDM) 


free(pCDM); 


} 
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13-12-2.GDI関数確認一覧 
Windows CE.Net 4.1で CpCreateDCで作成された DCに対して描画等を行い、確認条件下において正常


に動作する関数の一覧を示します。印刷システムにおいては、下表の GDI関数を使用して下さい。 


 


AddFontResource ExtTextOut OffsetRgn 
BitBlt FillRect PatBlt 
CombineRgn FillRgn Polygon 
CreateBitmap GetBkColor Polyline 
CreateCompatibleBitmap GetBkMode PtInRegion 
CreateCompatibleDC GetCharWidth32 Rectangle 
CreateDC GetClipBox RectInRegion 
CreateDIBPatternBrushPt GetClipRgn RectVisible 
CreateDIBSection GetCurrentObject RestoreDC 
CreateFontIndirect GetCurrentPositionEx RoundRect 
CreatePatternBrush GetDeviceCaps SaveDC 
CreatePen GetDIBColorTable SelectClipRgn 
CreatePenIndirect GetNearestColor SelectObject 
CreateRectRgn GetObject SetBitmapBits 
CreateRectRgnIndirect GetObjectType SetBkColor 
CreateSolidBrush GetPixel SetBkMode 
DeleteDC GetRegionData SetBrushOrgEx 
DeleteObject GetRgnBox SetDIBColorTable 
DrawEdge GetStockObject SetDIBitsToDevice 
DrawFocusRect GetSysColorBrush SetPixel 
DrawText GetTextAlign SetRectRgn 
Ellipse GetTextColor SetROP2 
EnableEUDC GetTextExtentExPoint SetTextAlign 
EnumFontFamilies GetTextFace SetTextColor 
EnumFonts GetTextMetrics SetViewportOrgEx 
EqualRgn IntersectClipRect StretchBlt 
ExcludeClipRect LineTo StretchDIBits 
ExtCreateRerion MaskBlt TranslateCharsetInfo 
ExtEscape MoveToEx TransparentImage 
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§１4．通信拡張機能 
 
 


14-1.概要 
8pin、拡張14pinおよび赤外線通信において、以下の２つの機能を追加しました。 


 


１． 通信ポートOPEN中の電源OFF 
通信ポートをオープンしたとき、通常では電源キーを押しても本体の電源はオフしません。 
この機能を有効にすると、オープン中でも電源をオフすることが出来ます。 


 
２． 外部デバイス電源供給 


シリアル通信ポートは、通常では接続先のデバイスが電源を持っているので本体から電力を供給することはありません。 


この機能を有効にすると、接続先のデバイスに電力を供給するとが出来ます。 


 


14-2.通信ポートの対応 


それぞれの拡張機能が使用できる通信ポートは以下の通りです。 


 


 


 


 


 
 


14-3.提供ファイル 
■電源キーオフ 


COMActivePwrDef.h ヘッダファイル 
■外部電源供給 


Serialdef.h  ヘッダファイル 
 


14-4.使用方法 
開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル「COMActivePwrDef.h」または「Serialdef.h」をインクルードしてください。 
 


8pin 拡張14pin 赤外線 
機能 


シリアル シリアル Raw-IR ASK IrDA 


通信ポートオープン中の電源OFF ○ ○ ○ ○ × 


外部電源供給 ○ ○ － － － 







    CASIO CONFIDENTIAL                             
 


 
 


2


 


14-5.注意事項 
・ これらの機能はMicrosoft標準関数であるDeviceIoControl関数を使用します。 
そのため、CreateFile関数で使用する通信ポートをオープンしてから使用してください。 
 


・ これらの関数はユーザアプリケーションへの拡張機能として提供します。 
本体に標準搭載されている通信アプリケーション（ActiveSync、FLCEなど）は、これらの機能に対応していません。 
 


・ [ポートオープン中の電源オフについて] 
 この機能は複数のポートを使用（オープン）している場合でも利用できますが、電源オフを有効にするには 
全てのポートでこの機能を許可設定にしなければなりません。 
 各使用状況における、本機能の有効／無効を以下に示します。 
 


 電源キーによるオフ 
１つの通信ポートを使用し、電源オフを許可設定にしている ○ 
複数の通信ポートを使用し、全てのポートで電源オフを許可設定にしている ○ 
複数の通信ポートを使用し、一部のポートで電源オフを許可設定にしている × 


 
なお、ポートオープン中のAPO（オートパワーオフ）機能は、この関数に影響されません（デフォルト：有効）。 


 
・ [外部電源供給について] 


 この機能を用いて、接続先に電源供給をしているときに本体の電源がオフされると、接続先への電源供給は停止します。 
再び本体の電源をオンにすると、電源供給を再開します。 
なお、拡張14pinシリアルにおいては、この機能を使用する際に同時にWake On機能も有効にする必要があります。 


 
 







    CASIO CONFIDENTIAL                             
 


 
 


3


14-6-1通信ポートOPEN中の電源OFF 


 


機能 


電源OFFの禁止／許可を通信ドライバ（ポート）ごとに切り替え可能にします。 


 


書式 


BOOL DeviceIoControl( 


HANDLE hDevice, 


DWORD dwIoControlCode,  


LPVOID lpInBuffer,  


DWORD nInBufferSize,  


LPVOID lpOutBuffer,  


DWORD nOutBufferSize,  


LPDWORD lpBytesReturned,  


LPOVERLAPPED lpOverlapped 


); 


 


パラメータ 


hDevice   ： ［ｉｎ］デバイスのハンドル 


dwIoControlCode  ： ［ｉｎ］ポートオープン中の電源オフ 


IOCTL_COM_ENABLE_POWEROFF  オープン中の電源OFFを許可します。 


IOCTL_COM_DISABLE_POWEROFF  オープン中の電源OFFを禁止します。 


IOCTL_COM_GET_POWEROFF_SETTING 現在の電源OFF設定を取得します。 


ｌpInBuffer  ： ［ｉｎ］使用しません(NULLを指定してください) 


nInBufferSize ： ［ｉｎ］使用しません(0を指定してください) 


lpOutBuffer ： ［ｉｎ］（設定時）使用しません(NULLを指定してください) 


（取得時）電源OFF設定を格納するDWORDのポインタを指定します。 


             ［ｏｕｔ］（取得時）指定されたDWORDに現在の電源OFF設定が設定されます。 


１：電源OFF禁止 ：オープン中に電源OFFを禁止（初期値） 


０：電源OFF許可 ：オープン中に電源OFFを許可 


nOutBufferSize ： ［ｉｎ］DWORDのｻｲｽﾞを指定します。 


lpBytesReturned  ： ［ｉｎ］（設定時）使用しません(NULLを指定してください) 


（取得時）DWORDのポインタを指定します。 


［ｏｕｔ］（取得時）正常終了の場合、指定されたDWORDに lpOutBuffer のｻｲｽﾞが設定されます。 


lpOverlapped ： ［ｉｎ］使用しません(NULLを指定してください) 
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14-6-2外部電源供給 


 


機能 


シリアルポートに接続している、外部デバイスに対する電源供給を操作します。 


 


書式 


BOOL DeviceIoControl( 


HANDLE hDevice,  


DWORD dwIoControlCode,  


LPVOID lpInBuffer,  


DWORD nInBufferSize,  


LPVOID lpOutBuffer,  


DWORD nOutBufferSize,  


LPDWORD lpBytesReturned,  


LPOVERLAPPED lpOverlapped 


); 


 


パラメータ 


 


hDevice  ： ［ｉｎ］デバイスのハンドル 


dwIoControlCode ： ［ｉｎ］外部デバイスへの電源供給 


IOCTL_SERIAL_SET_POWER_SUPPLY 電源供給の制御を行います。 


IOCTL_SERIAL_GET_POWER_SUPPLY 電源供給の状態を取得します。 


ｌpInBuffer  ： ［ｉｎ］（設定時）以下の電源供給指定が格納されているDWORDのポインタを指定します。 


１ ：外部電源の供給を開始します。サスペンド中の電源供給は行いません。 


   レジューム時、再び供給を開始します。 


２ ：外部電源の供給を開始します。サスペンド中も電源供給します。 


（拡張14pinのみ。） 


０ ：外部電源の供給を停止します。 


（取得時）使用しません(0を指定してください) 


nInBufferSize ： ［ｉｎ］DWORDのｻｲｽﾞを指定します。 


lpOutBuffer ： ［ｉｎ］（設定時）使用しません(NULLを指定してください) 


（取得時）電源供給の状態を格納するDWORDのポインタを指定します。 


［ｏｕｔ］（取得時）指定されたDWORDに現在の電源供給状態が設定されます。 


１ ：外部電源の供給を開始します。サスペンド中の電源供給は行いません。 


   レジューム時、再び供給を開始します。 


２ ：外部電源の供給を開始します。サスペンド中も電源供給します。（拡張14pinのみ） 


０ ：外部電源の供給を停止します。 


nOutBufferSize ： ［ｉｎ］使用しません(0を指定してください) 


lpBytesReturned ： ［ｉｎ］（設定時）使用しません(NULLを指定してください) 


（取得時）DWORDのポインタを指定します。 


［ｏｕｔ］（取得時）正常終了の場合、指定されたDWORDに lpOutBuffer のｻｲｽﾞが設定されます。 


lpOverlapped ： ［ｉｎ］使用しません(NULLを指定してください) 
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§１．概要 
本仕様書は、新ハンディターミナル DT-9700のカシオライブラリ機能に関して述べたものです。 


以下のライブラリは全て DT-9700 のみで動作可能です。ハードウェア固有の機能を使用していますので、


WindowsCE.NET汎用ではありません。 


 


■Export SDK 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔから提供されています開発環境で DT-9700のアプリケーションが開発できるようにするための SDK


です。本SDKを開発環境がインストールしてあるＰＣにインストールすることによってDT-9700用のアプリケーシ


ョンが開発できるようになります。 


 


■システムライブラリ 
バックライト制御／電源制御等、予め本体に搭載している機能に対する拡張及び補助機能をライブラリで提供し


ます。 


 


■プリンタライブラリ 
プリンタライブラリは、本体に内蔵していますプリンタを制御するためのもので、プリンタの使用、設


定等を行う関数を提供します。また、サンプルとして、各種印字を行うアプリケーションを提供します。 


 


■BCD演算ライブラリ 
10 進演算を支援するためのライブラリです。国内モデル専用です。 


 


■Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ライブラリ 
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈライブラリは、本体に内蔵していますＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールを利用して通信を行わせるためのライブ


ラリです。本ライブラリを使用することによってアプリケーションからＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を利用することができます。 


 


 


■SOBR ライブラリ 
オプションに設定されている８Pin シリアルで本体と接続する DT-9650BCR、DT-9656BCR各スキャナをアプリケー


ションから制御するためのライブラリです。 


 


 


 


■開発環境 
 


 
・Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ eMbededded Visual C++ 4.0 ＋ ＳＰ１ or SP2 
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§2．Export SDK 
 


2-1.機能 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔから提供されています開発環境で DT-9700のアプリケーションが開発できるようにするための SDK


です。 


 


2-2.動作環境 
■機種    下記機能を有する PC 


■OS    Windows2000(SP2以降)または、WindowsXP Professional 


■CPU     PentiumⅡ 266MHz 以上 


■RAM     128MB 以上 


■空き Disk  1.7GB 以上 


 


2-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 ＋ SP1 or SP2 


 


 


2-4.提供ファイル 
■DT-9700_SDK.msi  SDK インストールアプリケーション 


 


2-5.使用方法 
1. SDK インストールアプリケーションを開発環境をインストールした PC上で実行します。 


先に開発環境をインストールしておく必要があります。 


2.以下 eMbedded C++ Version4.0での操作について説明します。 


3. 1.の「SDKのインストール」を行うと、プラットフォームに DT-9700が追加されます。 


4. ビルドメニュー/アクティブプラットフォームの設定で DT-9700を選択します。 


5. ＣＰＵの選択は、ArmV4I にしてビルドしてください。 


6. 他のCEバージョンで開発したアプリケーションを移植するには、基本的に本SDKでのリビルドが必要です。


またその他の操作については、Pocket PC のアプリケーションを開発する作業と同様な作業で本 SDK を使


用したアプリケーションを開発する事ができます。 
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2-6. DT-9700 に搭載されるWindowsCE.NET 4.1 Microsoft提供モジュール一覧 
Core OS Modules PX780J


Beta .NET Compact Framework △ 


C++ 例外処理 ○ 


完全な C ランタイム ○ 


ランタイム型情報 ○ 


標準の IO (STDIO) ○ 


C ライブラリ 
およびランタイム 


標準の IO ASCII (STDIOA) ○ 


Microsoft Foundation Classes (MFC) ○ 


Pocket Outlook オブジェクト モデル (POOM) API × 


Windows CE .NET 用の標準 SDK ○ 


  ○ 


XML HTTP ○ 


XML SAX ○ 


  ○ 


XML コア サービスおよび 
ドキュメント オブジェクト モデル 
 (DOM) 


XML クエリ言語 (XQL) 
XML スタイルシート言語変換 (XSLT) ○ 


XML 
MSXML 3.0 
 (1 つ選択) 


XML 最小パーサー × 


アクティブ テンプレート ライブラリ (ATL) ○ 


OBEX クライアント ○ 


  ○ 


OBEX 受信トレイ ○ 


オブジェクト交換プロトコル 


 (OBEX) OBEX サーバー 


OBEX ファイル ブラウザ ○ 


  ○ 
COM 


COM 記憶域 ○ 


  × 


COM 記憶域 × 


コンポーネント サービス 
 (COM および DCOM) 


コンポーネント 


 オブジェクト 
 モデル 
 (1 つ選択) DCOM 


DCOM リモート アクセス × 


クライアント ○ 
シンプル オブジェクト アクセス プロトコル (SOAP) ツールキット 


サーバー × 


デバイス管理クライアント × 
デバイス管理 


簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP) × 


  ○ 
メッセージ キュー (MSMQ) 


SOAP リライアブル メッセージ プロトコル (SRMP) ○ 


A
pp
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軽量ディレクトリ アクセス プロトコル (LDAP) クライアント ○ 


  ○ 


Pocket Outlook データベースの同期 × 


ファイル同期 ○ 
ActiveSync 


受信トレイの同期 ○ 


FLASH アップデート サンプル アプリケーション × 


Windows Messenger × 


フリーセル × 
ゲーム 


ソリティア × 


ターミナル エミュレータ ○ 


Microsoft Excel Viewer × 


Microsoft Image Viewer × 


Microsoft PDF Viewer × 


Microsoft PowerPoint Viewer × 


ファイル ビューア 


Microsoft Word Viewer × 


ヘルプ ○ 


リモート デスクトップ接続 リモート デスクトップ プロトコル (RDP) ○ 


ワードパッド   × 


A
pp
lic
at
io
n
s 
-
 E
n
d 
U
se
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受信トレイ   ○ 


  × 


USB ヒューマン インプット デバイス (HID) クラス ドライバ × 


USB プリンタ クラス ドライバ × 


C
o
re
 O
S
 S
e
rv
ic
e
s USB ホスト サポート 


USB リモート NDIS クラス ドライバ × 
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 USB 記憶域クラス ドライバ × 


  ○ 
FormatMessage API 


FormatMessage API - システム エラー メッセージ ○ カーネル機能 


ファイバ API ○ 


シリアル ポート サポート × 


LMemDebug メモリ デバッグ フック × 


キーボードおよびタッチ ドライバ デバッグ サンプル アプリケーション × 


Toolhelp API ○ 
デバッグ ツール 


リモート ディスプレイ アプリケーション × 


パラレル ポート サポート × 


電源管理 (完全) × 
電源管理 


電源管理 (最小) ○ 


ディスプレイ サポート ○ 


FTP サーバー ○ 


RAS サーバー/PPTP サーバー (受信) ○ 


Telnet サーバー ○ 


  ○ 


Web サーバー管理 ISAPI × 


  × 


JScript 5.5 × 
アクティブ サーバー ページ (ASP) 
 サポート 


VBScript 5.5 × 


Web サーバー 
 (HTTPD) 


デバイス管理 ISAPI 拡張 × 


サーバー 


コア サーバー サポート ○ 


ワイヤード (有線) ローカル エリア ネットワーク (802.3、802.5) ○ 
ネットワーキング - ローカル エリア ネットワーク (LAN) 


ワイヤレス LAN (802.11) - 自動構成および 802.1x ○ 


ネットワーキング - パーソナル エリア ネットワーク (PAN) IrDA ○ 


  ○ Telephony API 
 (TAPI 2.0) Unimodem サポート ○ 


イーサネット上ポイント ツー ポイント プロトコル (PPPoE) ○ 


  ○ ダイヤル アップ ネットワーク 
 (RAS/PPP) 自動ダイヤル ○ 


ネットワーキング - 広域ネットワーク (WAN) 


仮想プライベートネットワーク (PPTP) ○ 


NDIS 5.1 ○ 


  ○ 
TCP/IP 


IP ヘルパ API ○ 


TCP/IPv6 サポート ○ 


Windows ネットワーキング API/リダイレクタ (SMB/CIFS) ○ 


Winsock サポート ○ 


  ○ 
インターネット接続の共有 (ICS) 


サンプル UPnP IGD スキーマ実装 × 


ネットワーク ブリッジ機能 ○ 


ネットワーク ユーティリティ (IpConfig、Ping、Route) ○ 


コントロール ポイント API × 


デバイス ホスト API × 
ユニバーサル プラグ アンド プレイ 
 (UPnP) 


デバイス ホスト API (最小のサブセット) × 


リアルタイム通信 (RTC) クライアント API × 


C
o
m
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ネットワーキング機能 


拡張可能証明プロトコル ○ 


    


RAM および ROM ファイル システム ○ 
ファイル システム - 内部 (1 つ選択) 


ROM のみファイル システム × 


ビット ベース ○ 
ファイルおよびデータベースの複製 (1 つ選択) 


変更番号 × 


Hive ベースのレジストリ × 
レジストリ記憶域 (1 つ選択) 


RAM ベースのレジストリ ○ 


  ○ 


CD/UDFS ファイル システム × F
ile
 S
ys
te
m
s 
an
d 
D
at
a 
S
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記憶域マネージャ 


FAT ファイル システム ○ 


 


2-3 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


Arial (サブセット 1_30) × 


Arial Black × 


Arial Bold × 


Arial Bold Italic × 


Arial 


Arial Italic × 


Comic Sans MS × 
Comic Sans MS 


Comic Sans MS Bold × 


Courier New (Subset 1_30) × 


Courier New Bold × 


Courier New Bold Italic × 
Courier New 


Courier New Italic × 


Georgia × 


Georgia Bold × 


Georgia Bold Italic × 
Georgia 


Georgia Italic × 


Impact × 


Kino × 


MSLogo × 


Tahoma (Subset 1_07) × 
Tahoma 


Tahoma Bold × 


Times New Roman (Subset 1_30) × 


Times New Roman Bold × 


Times New Roman Bold Italic × 
Times New Roman 


Times New Roman Italic × 


Trebuchet MS × 


Trebuchet MS Bold × 


Trebuchet MS Bold Italic × 
Trebuchet MS 


Trebuchet MS Italic × 


Verdana × 


Verdana Bold × 


Verdana Bold Italic × 
Verdana 


Verdana Italic × 


Webdings × 


Wingding × 


F
o
n
ts
 


Symbol × 


ナショナル言語サポート (NLS) ○ 
ロケール サービス 


英語 (米国) ナショナル言語サポートのみ × 


Agfa AC3 フォント圧縮 ○ 


ドイツ語 インプット メソッド Transcriber 手書き文字認識アプリケーション × 


フランス語 インプット メソッド Transcriber 手書き文字認識アプリケーション × 


英語 (全世界) インプット メソッド 手書き認識エンジン (HWX) × 


インプット メソッド Transcriber 手書き文字認識アプリケーション × 
英語 (米国) 


スペル チェック (英語) × 


GB18030 データ変換 × 


Windows CE 用 MSPY2 × 


Pocket IME × 


1.1 MB - 最小データベース × 


1.3 MB - コンパクト データベース × 


インプット メソッド エディタ 
Windows CE 用 
 MSPY2 データベース 
 (1 つ選択) 


1.7 MB - 標準データベース × 


SC_Song × 


SimSun および NSimSun × 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_50) × 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_60) × 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_70) × 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_80) × 


簡体字中国語 


フォント SimSun および NSimSun 
 (1 つ選択) 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_90) × 


In
te
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at
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n
al
 


ロ
ケ
ー
ル
特
定
サ
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ト
 


韓国語 Agfa AC3 フォント圧縮 × 
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韓国語ソフト キーボード サンプル × 
インプット メソッド 


手書き認識エンジン (HWX) およびサンプル UI × 


インプット メソッド エディタ IME 97 × 


Gulim (GL_CE) × 


Gulim および GulimChe (サブセット 1_30) × 


Gulim および GulimChe (サブセット 1_40) × 


Gulim および GulimChe (サブセット 1_50) × 


フォント Gulim および GulimChe 
 (1 つ選択) 


Gulim および GulimChe (サブセット 1_60) × 


かなソフト キーボード ○ 


インプット メソッド セレクタ サンプル アプリケーション ○ 


ローマ字/英語のソフト キーボード × 


画数検索 × 


  ○ 
手書き認識エンジン (HWX) 


Multibox HWX サンプル UI ○ 


インプット メソッド 


部首検索 × 


  × 


小型辞書 × IME 98 IME 98 
 データベース オプション 標準辞書 × 


  ○ 


人名地名辞書 ○ 
Pocket IME 
 (追加のデータベースを選択) 


追加辞書 ○ 


インプット メソッド エディタ 


テスト IME × 


ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic ○ 


ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 1_50) × 


ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 1_60) × 


ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 1_80) × 


ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 1_90) × 


ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 1_70) × 


ＭＳ ゴシックおよび ＭＳ Ｐゴシック (サブセット 30) × 


日本語 


フォント 
ＭＳ ゴシック 
 (1 つ選択) 


ＭＳ ゴシックおよび ＭＳ Ｐゴシック (サブセット 30_1_19) × 


インプット メソッド 手書き認識エンジン (HWX) およびサンプル UI × 


インプット メソッド エディタ Pocket IME × 


MingLiU および PMingLiU × 


MingLiU および PMingLiU (サブセット 2_70) × 


MingLiU および PMingLiU (サブセット 2_80) × 


MingLiU および PMingLiU 
 (1 つ選択) 


MingLiU および PMingLiU (サブセット 2_90) × 


繁体字中国語 


フォント 


MS Ming × 


複数言語ユーザー インターフェイス (MUI) × 


Pocket Internet Explorer HTML ビュー (WEBVIEW) ○ 


Internet Explorer HTML/DHTML API ○ 


  ○ 


固定幅レイアウト ○ 


垂直のスクロール バーおよびイベントを使用不可能にする × 
Internet Explorer TV スタイル ナビゲーション 


方向タブ × 


Internet Explorer ブラウザ コントロール ホスト ○ 


Internet Explorer 複数の言語 API ○ 


URL モニカ サービス ○ 


Windows CE 用 
 Internet Explorer 5.5 
 コンポーネント 


Windows Internet サービス ○ 


サンプル IE 5.5 Internet オプション コントロール パネル ○ 


JScript 5.5 ○ 
スクリプト 


VBScript 5.5 ○ 


Pocket Internet Explorer × 


  ○ 


Internet Explorer 5.5 サンプル ブラウザ ○ 


In
te
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t 
C
lie
n
t 
S
e
rv
ic
e
s 


ブラウザ アプリケーション 
 (1 つ選択) Windows CE 用 Internet Explorer 5.5 - 標準コンポーネント 


TV スタイルのナビゲーション コンポーネント × 


Digital Rights Management (DRM) × 


ia
 


T
e
c
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n
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マ
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メ


デ
ィ
ア


 コ
ン
ポ
ー
ネ


ン
ト
 Digital Rights Management 


DRM ライセンス取得 OCX × 
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 ポータブル デバイス用の DRM × 


Direct3D × 
Direct3D 


リファレンス ラスタライザ × 


DirectDraw × 


DirectMusic × 


ACM ラッパ フィルタ × 


DirectShow コア ○ 


DMO ラッパ フィルタ ○ 


DirectSound オーディオ レンダラ × 


G.711 オーディオ Codec × 


GSM 6.10 オーディオ Codec × 


IMA ADPCM オーディオ Codec × 


MP3 Codec ○ 


MPEG-1 レイヤ 1 および 2 オーディオ Codec ○ 


MS ADPCM オーディオ Codec × 


Waveform オーディオ レンダラ × 


オーディオ Codec およびレンダラ 


WMA Codec ○ 


Cinepak ビデオ Codec × 


DirectShow ビデオ レンダラ ○ 


MPEG-1 ビデオ Codec ○ 


MS RLE ビデオ Codec × 


QuickTime V2 ビデオ Codec × 


ビデオ Codecs およびレンダラ 


WMV/MPEG-4 ビデオ Codec ○ 


AVI フィルタ ○ 


MIDI フィルタ × 


MPEG-1 パーサ/スプリッタ ○ 


DirectShow 


メディア フォーマット 


Wave/AIFF/au/snd ファイル パーサー ○ 


DVD-ビデオ × 


Windows Media Player OCX ○ 
Windows Media Player 


Windows Media Player アプリケーション ○ 


  ○ 


ASX v1 および M3U ファイル サポート ○ 


ASX v2 ファイル サポート ○ 


ASX v3 ファイル サポート ○ 


HTTP 上の Windows Media ストリーミング ○ 


MMS 上の Windows Media ストリーミング ○ 


NSC ファイル サポート ○ 


Windows Media マルチキャストおよびマルチ ビット レート ○ 


Windows Media テクノロジ 
Windows 
 Media 
 テクノロジ 


ローカル記憶域からの Windows Media ストリーミング ○ 


DirectSound × 


Waveform オーディオ ○ 


  ○ 


GSM 6.10 Codec ○ 


オーディオ 


オーディオ圧縮マネージャ 


MSFilter Codec ○ 


WMA および MP3 ストリーミング ○ 


WMA および MP3 ローカル再生 ○ 基本マルチメディア 


WMV および MPEG-4 ストリーミング ○ 


  ○ 


スマート カード暗号化プロバイダ × 


証明書 (CryptoAPI 2.0) ○ 
高度な暗号プロバイダのある暗号化サービス (CryptoAPI 1.0) 


低度な暗号化プロバイダ (40 ビット) ○ 


  ○ 


Kerberos ○ 


NTLM ○ 
認証サービス (SSPI) 


Schannel (SSL/TLS) ○ 


Taskman サンプル シェル × 


S
e
c
u
ri
ty
 


シェル グラフィック シェル 


 (1 つ選択) 
Windows シン クライアント シェル × 
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 標準のシェル ○ 


コマンド プロセッサ ○ 
コマンド シェル 


コンソール ウィンドウ ○ 


横 (480x240 およびそれ以上) × 
コントロール パネルの方向 (1 つ選択) 


縦 (240x320 およびそれ以上) ○ 


オーバーラップ メニュー ○ 


カスタマイズ可能な UI Windows XP のようなサンプル スキン × 


Null スピーチ認識エンジン × 


Null テキスト ツー スピーチ エンジン × スピーチ インターフェイス 


スピーチ API (SAPI) × 


小さなスクリーン用 SIP ○ 
ソフトウェア ベースのインプット パネル 
 (SIP) (1 つまたはそれ以上を選択) 大きなスクリーン用 SIP × ソフトウェア インプット パネル 


ソフトウェア ベースのインプット パネル ドライバ ○ 


タッチ ディスプレイ (スタイラス) ○ 


ネットワーク ユーザー インターフェイス ○ 


マウス × 


ユーザー インターフェイス 


ユーザー補助 × 


        


        


        


Platform Manager PX798J


ActiveSync トランスポート × 


Platform Builder 用カーネル独立トランスポート層 × トランスポート 


TCP/IP トランスポート × 


 
 


ベース エンジン           × 


        


        


Device Drivers   PX798J


    × 


    × 


AV/C VCR サブユニット ドライバ   × 


AV/C VCR 仮想サブユニット ドライバ   × 


AV/C ストリーミング フィルタ ドライバ   × 


オーディオ ビデオ コントロール (AV/C) プロトコル 


AV/C 仮想サブユニット コア   × 


    × 
シリアル バス プロトコル 2 (SBP-2) 


SBP-2 記憶域ドライバ   × 


テスト ツール - 診断ドライバ   × 


テスト ツール - 診断仮想ドライバ   × 


テスト ツール - サンプル アプリケーション   × 


非 AV/C ウェブ カメラ ドライバ   × 


IEEE 1394 


非 AV/C ウェブ カメラ仮想ドライバ   × 


PCI バス   × 


PCMCIA (i82365 互換)   × PCMCIA  


(PC カード) PCMCIA (TI1250)   × 


HD465 OHCI   × 


OHCI   × USB ホスト USB ホスト コントローラ 


UHCI   × 


Netchip NET2890 USB 機能 (RNDIS インターフェイス)   × 
USB 関数 


Netchip NET2890 USB 機能 (シリアル インターフェイス)   × 


Windows CE Test Kit   × 


8042 英語のキーボード/マウス   × 


8042 韓国語のキーボード/マウス   × 


8042 日本語 1 のキーボード/マウス (NEC レイアウト)   × 


8042 日本語 2 のキーボード/マウス (IBM レイアウト)   × 


インプット 


 デバイス 
キーボード/マウス 


NOP (Stub) 英語のキーボード/マウス   × 
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NOP (Stub) 韓国語のキーボード/マウス   × 


NOP (Stub) 日本語 1 のキーボード/マウス (NEC レイアウト)   × 


NOP (Stub) 日本語 2 のキーボード/マウス (IBM レイアウト)   × 


Ensoniq ES1371   × 


Ensoniq ES1371 (Unified)   × 


Geode/MediaGX Waveform オーディオ デバイス   × 


Geode/MediaGX オーディオ (Unified)   × 


オーディオ 


TVIA 5000 Waveform オーディオ デバイス   × 


Com16550   ○ 


Com16550 (第 3 のインスタンス)     


Com16550 第 2 のインスタンス)     シリアル 


Com_Card   ○ 


    × 


Bull Systems SmarTLP3 - シリアル スマートカード リーダ   × 


SCM Microsystems SCR120 - PCMCIA スマート カード リーダー   × 
スマート カード 


SCM Microsystems SCR300 - USB スマート カード リーダー   × 


ATI (Victoria カード)   × 


Geode/MediaGX   × 


Geode/MediaGX (回転サポート)   × 


MediaQ MQ200   × 


NULL (Stub)   × 


Permedia3   × 


TVIA 5000   × 


VGA Linear (Flat) Framebuffer   × 


VGA Linear (Flat) Framebuffer (回転サポート)   × 


ディスプレイ 


複数のモニタ サポート   × 


ユニバーサルの読み込み可能な 


ドライバのある Bluetooth 
  × 


統合された UART のみの 


ドライバのある Bluetooth 
  × Bluetooth 


統合された USB のみの 


ドライバのある Bluetooth 
  × 


パーソナル エリア 


ネットワーク (PAN) 


デバイス 


シリアル赤外線 (SIR) デバイス シリアル赤外線 (SIR)   ○ 


Cisco 802.11b PC カード   ○ 


Intel DEC21x4   × 


National Semiconductor DP83815 (MacPhyter)   × 


NE2000 PC カード   ○ 


NE2000 互換   ○ 


NE2000 互換 (ISA カード)   × 


RealTek RTL8139   × 


rNDIS 互換のイーサネット アダプタ   × 


SMS SMSC100FD   × 


Turbo 16/4 Token-Ring PC カード 2   × 


USB リモート NDIS クラス ドライバ   × 


ローカル エリア ネ


ットワーク (LAN) デ


バイス 


Xircom CE2 PC カード   ○ 


Asyncmac NDIS ドライバ   ○ 


ネットワーキング 


広域ネットワーク 


(WAN) デバイス 将来の WAN ドライバ   × 


HD465 パラレル   × 
パラレル 


パラレル   × 


    ○ 
プリンタ デバイス 


PCL プリンタ ドライバ   ○ 
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    ○ 


ATAPI PCI/IDE 記憶域ブロック ドライバ   × 


Intel(R) 継続記憶域マネージャ (PSM)   × 


M-Systems TrueFFS (DiskOnChip および PC カード)   × 


コンパクト フラッシュ/PC カード記憶域 (ATADISK)   ○ 


記憶域デバイス 


保護されたデジタル/マルチメディア カード (SD/MMC)   × 
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2-7.仮想キーコード表 
     


入力モード   動作 仮想キーコード（日本語 OS）※カッコ内は 16 進数値 仮想キーコード（英語 OS）※カッコ内は 16 進数値 


文字入力モード １ Function モード切替 VK_F22(85) ←同じ 


  あ 
IME 未入力 


 Function モード切替 


IME 未入力 


 VK_F22(85) 
  


    
IME 入力中 


 漢字変換、次候補 


IME 入力中 


 VK_CONVERT(1C) 
  


  ア 
IME 未入力 


 Function モード切替 


IME 未入力 


 VK_F22(85) 
  


    
IME 入力中 


 漢字変換、次候補 


IME 入力中 


 VK_CONVERT(1C) 
  


  Ａ Function モード切替 VK_F22(85) ←同じ 


  ａ Function モード切替 VK_F22(85) ←同じ 


Function モード Ｆ Function モード解除     


文字入力モード １ エスケープ動作 VK_ESCAPE(1B) ←同じ 


  あ エスケープ動作 VK_ESCAPE(1B)   


  ア エスケープ動作 VK_ESCAPE(1B)   


  Ａ エスケープ動作 VK_ESCAPE(1B) ←同じ 


  ａ エスケープ動作 VK_ESCAPE(1B) ←同じ 


Function モード Ｆ Function モード解除     


文字入力モード １ バックスペース動作 VK_BACK(08) ←同じ 


  あ バックスペース動作 VK_BACK(08)   


  ア バックスペース動作 VK_BACK(08)   


  Ａ バックスペース動作 VK_BACK(08) ←同じ 


    ａ バックスペース動作 VK_BACK(08) ←同じ 


  Function モード Ｆ Function モード解除     


ＥＮＴ 文字入力モード １ エンター動作 VK_RETURN(0D) ←同じ 


    あ エンター動作 VK_RETURN(0D)   


    ア エンター動作 VK_RETURN(0D)   


    Ａ エンター動作 VK_RETURN(0D) ←同じ 


    ａ エンター動作 VK_RETURN(0D) ←同じ 


  Function モード Ｆ Function モード解除     


． 文字入力モード １ . VK_PERIOD(BE) ←同じ 


    あ ゛ VK_KANA(15),VK_BACKQUOTE(C0)   


      ゜ VK_KANA(15),VK_LBRACKET(DB)   


    ア ゛ VK_KANA(15),VK_BACKQUOTE(C0)   


     ゜ VK_KANA(15),VK_LBRACKET(DB)   


    Ａ @ VK_BACKQUOTE(C0) VK_SHIFT(10)+VK_2(32) 


      . VK_PERIOD(BE) ←同じ 


      , VK_COMMA(BC) ←同じ 


      " VK_SHIFT(10)+VK_2(32) VK_SHIFT(10)+VK_APOSTROPHE(DE) 


      ' VK_SHIFT(10)+VK_7(37) VK_APOSTROPHE(DE) 


      ` VK_SHIFT(10)+VK_BACKQUOTE(C0) VK_BACKQUOTE(C0) 


      : VK_APOSTROPHE(DE) VK_SHIFT(10)+VK_SEMICOLON(BA) 


      ; VK_SEMICOLON(BA) ←同じ 


      ̃ VK_SHIFT(10)+VK_0(30) VK_SHIFT(10)+VK_BACKQUOTE(C0) 


      ¦ VK_SHIFT(10)+VK_BACKSLASH(DC) ←同じ 


    ａ @ VK_BACKQUOTE(C0) VK_SHIFT(10)+VK_2(32) 


     . VK_PERIOD(BE) ←同じ 


     , VK_COMMA(BC) ←同じ 


     " VK_SHIFT(10)+VK_2(32) VK_SHIFT(10)+VK_APOSTROPHE(DE) 


     ' VK_SHIFT(10)+VK_7(37) VK_APOSTROPHE(DE) 


     ` VK_SHIFT(10)+VK_BACKQUOTE(C0) VK_BACKQUOTE(C0) 


     : VK_APOSTROPHE(DE) VK_SHIFT(10)+VK_SEMICOLON(BA) 


     ; VK_SEMICOLON(BA) ←同じ 


     ̃ VK_SHIFT(10)+VK_0(30) VK_SHIFT(10)+VK_BACKQUOTE(C0) 


     ¦ VK_SHIFT(10)+VK_BACKSLASH(DC) ←同じ 


  Function モード Ｆ Function モード解除     


－ 文字入力モード １ - VK_HYPHEN(BD) ←同じ 


    あ ー VK_HYPHEN(BD)   


    ア ー VK_HYPHEN(BD)   


    Ａ - VK_HYPHEN(BD) ←同じ 


    ａ - VK_HYPHEN(BD) ←同じ 


  Function モード Ｆ 入力モード切替 VK_F23(86) ←同じ 


＞ 文字入力モード １ カーソル移動（右） VK_RIGHT(27) ←同じ 


    あ 
IME 未入力 


 カーソル移動（右） 


IME 未入力 


 VK_RIGHT(27) 
  


      
IME 入力中、漢字変換中 


 カーソル移動（右）、文節伸張 


IME 入力中、漢字変換中 


 VK_SHIFT(10)+VK_RIGHT(27) 
  


    ア 
IME 未入力 


 カーソル移動（右） 


IME 未入力 


 VK_RIGHT(27) 
  


      
IME 入力中、漢字変換中 


 カーソル移動（右）、文節伸張 


IME 入力中、漢字変換中 


 VK_SHIFT(10)+VK_RIGHT(27) 
  


    Ａ カーソル移動（右） VK_RIGHT(27) ←同じ 


    ａ カーソル移動（右） VK_RIGHT(27) ←同じ 


  Function モード Ｆ プリンタフィード（送） VK_F20(83) ←同じ 


＜ 文字入力モード １ カーソル移動（左） VK_LEFT(25) ←同じ 


    あ 
IME 未入力 


 カーソル移動（左） 


IME 未入力 


 VK_LEFT(25) 
  


      IME 入力中、漢字変換中 IME 入力中、漢字変換中   


■制御キー 


キー 


Ｆｎ 


  


  


  


  


  


  


  


Ｃ 


  


  


  


  


  


ＢＳ 
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 カーソル移動（左）、文節短縮  VK_SHIFT(10)+VK_LEFT(25) 


    ア 
IME 未入力 


 カーソル移動（左） 


IME 未入力 


 VK_LEFT(25) 
  


      
IME 入力中、漢字変換中 


 カーソル移動（左）、文節短縮 


IME 入力中、漢字変換中 


 VK_SHIFT(10)+VK_LEFT(25) 
  


    Ａ カーソル移動（左） VK_LEFT(25) ←同じ 


    ａ カーソル移動（左） VK_LEFT(25) ←同じ 


  Function モード Ｆ Function モード解除     


      


      


■プログラムキー     


キー 入力モード   動作 仮想キーコード（日本語 OS）※カッコ内は 16 進数値 仮想キーコード（英語 OS）※カッコ内は 16 進数値 


Ｌ 文字入力モード １ アプリケーションで制御 VK_F24(87) ←同じ 


    あ アプリケーションで制御 VK_F24(87)   


    ア アプリケーションで制御 VK_F24(87)   


    Ａ アプリケーションで制御 VK_F24(87) ←同じ 


    ａ アプリケーションで制御 VK_F24(87) ←同じ 


  Function モード Ｆ アプリケーションで制御 VK_F24(87) ←同じ 


Ｒ 文字入力モード １ アプリケーションで制御 VK_F21(84) ←同じ 


    あ アプリケーションで制御 VK_F21(84)   


    ア アプリケーションで制御 VK_F21(84)   


    Ａ アプリケーションで制御 VK_F21(84) ←同じ 


    ａ アプリケーションで制御 VK_F21(84) ←同じ 


  Function モード Ｆ アプリケーションで制御 VK_F21(84) ←同じ 


      


      


■テンキー（電卓型キー配列、携帯型キー配列共通）   


キー 入力モード   動作 仮想キーコード（日本語 OS）※カッコ内は 16 進数値 仮想キーコード（英語 OS）※カッコ内は 16 進数値 


０００／００ 文字入力モード １ 000/00 VK_0(30),VK_0(30),VK_0(30) VK_0(30),VK_0(30) 


    あ わ VK_KANA(15),WCH_WA(30)   


      を VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_WA(30)   


      ん VK_KANA(15),WCH_NN(59)   


      ー VK_HYPHEN(BD)   


      。 VK_PERIOD(BE)   


      、 VK_COMMA(BC)   


      「 VK_LBRACKET(DB)   


      」 VK_RBRACKET(DD)   


      ～ VK_SHIFT(10)+VK_0(30)   


      ？ VK_SHIFT(10)+VK_SLASH(BF)   


      ￥ VK_BACKSLASH(DC)   


      空白 VK_SHIFT(10)+VK_CONTROL(11)+VK_SPACE(20)   


    ア ワ VK_KANA(15),WCH_WA(30)   


      ヲ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_WA(30)   


      ン VK_KANA(15),WCH_NN(59)   


      ー VK_HYPHEN(BD)   


      。 VK_PERIOD(BE)   


      、 VK_COMMA(BC)   


      「 VK_LBRACKET(DB)   


      」 VK_RBRACKET(DD)   


      ～ VK_SHIFT(10)+VK_0(30)   


      ？ VK_SHIFT(10)+VK_SLASH(BF)   


      ￥ VK_BACKSLASH(DC)   


      空白 VK_SHIFT(10)+VK_CONTROL(11)+VK_SPACE(20)   


    Ａ - VK_HYPHEN(BD) ←同じ 


      _ VK_SHIFT(10)+VK_EXTEND_BSLASH(E2) VK_SHIFT(10)+VK_HYPHEN(BD) 


      / VK_SLASH(BF) ←同じ 


      ^ VK_EQUAL(BB) VK_SHIFT(10)+VK_6(36) 


      ¥（英語 OSはバックスラッシュ） VK_BACKSLASH(DC) ←同じ 


      & VK_SHIFT(10)+VK_6(36) VK_SHIFT(10)+VK_7(37) 


      = VK_SHIFT(10)+VK_HYPHEN(BD) VK_EQUAL(BB) 


      + VK_SHIFT(10)+VK_SEMICOLON(BA) VK_SHIFT(10)+VK_EQUAL(BB) 


      $ VK_SHIFT(10)+VK_4(34) ←同じ 


      % VK_SHIFT(10)+VK_5(35) ←同じ 


      # VK_SHIFT(10)+VK_3(33) ←同じ 


      * VK_SHIFT(10)+VK_APOSTROPHE(DE) VK_SHIFT(10)+VK_8(38) 


      空白 VK_SPACE(20) ←同じ 


    ａ - VK_HYPHEN(BD) ←同じ 


      _ VK_SHIFT(10)+VK_EXTEND_BSLASH(E2) VK_SHIFT(10)+VK_HYPHEN(BD) 


      / VK_SLASH(BF) ←同じ 


      ^ VK_EQUAL(BB) VK_SHIFT(10)+VK_6(36) 


      ¥（英語 OSはバックスラッシュ） VK_BACKSLASH(DC) ←同じ 


      & VK_SHIFT(10)+VK_6(36) VK_SHIFT(10)+VK_7(37) 


      = VK_SHIFT(10)+VK_HYPHEN(BD) VK_EQUAL(BB) 


      + VK_SHIFT(10)+VK_SEMICOLON(BA) VK_SHIFT(10)+VK_EQUAL(BB) 


      $ VK_SHIFT(10)+VK_4(34) ←同じ 


      % VK_SHIFT(10)+VK_5(35) ←同じ 


      # VK_SHIFT(10)+VK_3(33) ←同じ 


      * VK_SHIFT(10)+VK_APOSTROPHE(DE) VK_SHIFT(10)+VK_8(38) 


      空白 VK_SPACE(20) ←同じ 


  Function モード Ｆ Function モード解除     


０ 文字入力モード １ 0 VK_0(30) ←同じ 


    あ ０ VK_0(30)   
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      １ VK_1(31)   


      ２ VK_2(32)   


      ３ VK_3(33)   


      ４ VK_4(34)   


      ５ VK_5(35)   


      ６ VK_6(36)   


      ７ VK_7(37)   


      ８ VK_8(38)   


      ９ VK_9(39)   


    ア ０ VK_0(30)   


      １ VK_1(31)   


      ２ VK_2(32)   


      ３ VK_3(33)   


      ４ VK_4(34)   


      ５ VK_5(35)   


      ６ VK_6(36)   


      ７ VK_7(37)   


      ８ VK_8(38)   


      ９ VK_9(39)   


    Ａ 0 VK_0(30) ←同じ 


      1 VK_1(31) ←同じ 


      2 VK_2(32) ←同じ 


      3 VK_3(33) ←同じ 


      4 VK_4(34) ←同じ 


      5 VK_5(35) ←同じ 


      6 VK_6(36) ←同じ 


      7 VK_7(37) ←同じ 


      8 VK_8(38) ←同じ 


      9 VK_9(39) ←同じ 


    ａ 0 VK_0(30) ←同じ 


      1 VK_1(31) ←同じ 


      2 VK_2(32) ←同じ 


      3 VK_3(33) ←同じ 


      4 VK_4(34) ←同じ 


      5 VK_5(35) ←同じ 


      6 VK_6(36) ←同じ 


      7 VK_7(37) ←同じ 


      8 VK_8(38) ←同じ 


      9 VK_9(39) ←同じ 


  Function モード Ｆ 入力パネルの表示／非表示     


４ 文字入力モード １ 4 VK_4(34) ←同じ 


    あ た VK_KANA(15),WCH_TA(51)   


      ち VK_KANA(15),WCH_TI(41)   


      つ VK_KANA(15),WCH_TU(5A)   


      て VK_KANA(15),WCH_TE(57)   


      と VK_KANA(15),WCH_TO(53)   


      っ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_TU(5A)   


    ア タ VK_KANA(15),WCH_TA(51)   


      チ VK_KANA(15),WCH_TI(41)   


      ツ VK_KANA(15),WCH_TU(5A)   


      テ VK_KANA(15),WCH_TE(57)   


      ト VK_KANA(15),WCH_TO(53)   


      ッ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_TU(5A)   


    Ａ G VK_SHIFT(10)+VK_G(47) ←同じ 


      H VK_SHIFT(10)+VK_H(48) ←同じ 


      I VK_SHIFT(10)+VK_I(49) ←同じ 


    ａ g VK_G(47) ←同じ 


      h VK_H(48) ←同じ 


      i VK_I(49) ←同じ 


  Function モード Ｆ キャリブレーション起動 VK_CONTROL(11)+VK_MENU(12)+VK_HYPHEN(BD) ←同じ 


５ 文字入力モード １ 5 VK_5(35) ←同じ 


    あ な VK_KANA(15),WCH_NA(55)   


      に VK_KANA(15),WCH_NI(49)   


      ぬ VK_KANA(15),WCH_NU(31)   


      ね VK_KANA(15),WCH_NE(BC)   


      の VK_KANA(15),WCH_NO(4B)   


    ア ナ VK_KANA(15),WCH_NA(55)   


      ニ VK_KANA(15),WCH_NI(49)   


      ヌ VK_KANA(15),WCH_NU(31)   


      ネ VK_KANA(15),WCH_NE(BC)   


      ノ VK_KANA(15),WCH_NO(4B)   


    Ａ J VK_SHIFT(10)+VK_J(4A) ←同じ 


      K VK_SHIFT(10)+VK_K(4B) ←同じ 


      L VK_SHIFT(10)+VK_L(4C) ←同じ 


    ａ j VK_J(4A) ←同じ 


      k VK_K(4B) ←同じ 


      l VK_L(4C) ←同じ 


  Function モード Ｆ バックライトを暗くする     


６ 文字入力モード １ 6 VK_6(36) ←同じ 


    あ は VK_KANA(15),WCH_HA(46)   


      ひ VK_KANA(15),WCH_HI(56)   


      ふ VK_KANA(15),WCH_HU(32)   
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      へ VK_KANA(15),WCH_HE(BB)   


      ほ VK_KANA(15),WCH_HO(BD)   


    ア ハ VK_KANA(15),WCH_HA(46)   


      ヒ VK_KANA(15),WCH_HI(56)   


      フ VK_KANA(15),WCH_HU(32)   


      ヘ VK_KANA(15),WCH_HE(BB)   


      ホ VK_KANA(15),WCH_HO(BD)   


    Ａ M VK_SHIFT(10)+VK_M(4D) ←同じ 


      N VK_SHIFT(10)+VK_N(4E) ←同じ 


      O VK_SHIFT(10)+VK_O(4F) ←同じ 


    ａ m VK_M(4D) ←同じ 


      n VK_N(4E) ←同じ 


      o VK_O(4F) ←同じ 


  Function モード Ｆ バックライトを明るくする     


      


      


■テンキー（電卓型キー配列）     


キー 入力モード   動作 仮想キーコード（日本語 OS）※カッコ内は 16 進数値 仮想キーコード（英語 OS）※カッコ内は 16 進数値 


１ 文字入力モード １ 1 VK_1(31) ←同じ 


    あ ま VK_KANA(15),WCH_MA(4A)   


      み VK_KANA(15),WCH_MI(4E)   


      む VK_KANA(15),WCH_MU(DD)   


      め VK_KANA(15),WCH_ME(BF)   


      も VK_KANA(15),WCH_MO(4D)   


    ア マ VK_KANA(15),WCH_MA(4A)   


      ミ VK_KANA(15),WCH_MI(4E)   


      ム VK_KANA(15),WCH_MU(DD)   


      メ VK_KANA(15),WCH_ME(BF)   


      モ VK_KANA(15),WCH_MO(4D)   


    Ａ P VK_SHIFT(10)+VK_P(50) ←同じ 


      Q VK_SHIFT(10)+VK_Q(51) ←同じ 


      R VK_SHIFT(10)+VK_R(52) ←同じ 


      S VK_SHIFT(10)+VK_S(53) ←同じ 


    ａ p VK_P(50) ←同じ 


      q VK_Q(51) ←同じ 


      r VK_R(52) ←同じ 


      s VK_S(53) ←同じ 


  Function モード Ｆ バックライトの ON／OFF     


２ 文字入力モード １ 2 VK_2(32) ←同じ 


    あ や VK_KANA(15),WCH_YA(37)   


      ゆ VK_KANA(15),WCH_YU(38)   


      よ VK_KANA(15),WCH_YO(39)   


      ゃ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YA(37)   


      ゅ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YU(38)   


      ょ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YO(39)   


    ア ヤ VK_KANA(15),WCH_YA(37)   


      ユ VK_KANA(15),WCH_YU(38)   


      ヨ VK_KANA(15),WCH_YO(39)   


      ャ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YA(37)   


      ュ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YU(38)   


      ョ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YO(39)   


    Ａ T VK_SHIFT(10)+VK_T(54) ←同じ 


      U VK_SHIFT(10)+VK_U(55) ←同じ 


      V VK_SHIFT(10)+VK_V(56) ←同じ 


    ａ t VK_T(54) ←同じ 


      u VK_U(55) ←同じ 


      v VK_V(56) ←同じ 


  Function モード Ｆ コントラストを濃く（暗く）する     


３ 文字入力モード １ 3 VK_3(33) ←同じ 


    あ ら VK_KANA(15),WCH_RA(4F)   


      り VK_KANA(15),WCH_RI(4C)   


      る VK_KANA(15),WCH_RU(BE)   


      れ VK_KANA(15),WCH_RE(BA)   


      ろ VK_KANA(15),WCH_RO(E2)   


    ア ラ VK_KANA(15),WCH_RA(4F)   


      リ VK_KANA(15),WCH_RI(4C)   


      ル VK_KANA(15),WCH_RU(BE)   


      レ VK_KANA(15),WCH_RE(BA)   


      ロ VK_KANA(15),WCH_RO(E2)   


    Ａ W VK_SHIFT(10)+VK_W(57) ←同じ 


      X VK_SHIFT(10)+VK_X(58) ←同じ 


      Y VK_SHIFT(10)+VK_Y(59) ←同じ 


      Z VK_SHIFT(10)+VK_Z(5A) ←同じ 


    ａ w VK_W(57) ←同じ 


      x VK_X(58) ←同じ 


      y VK_Y(59) ←同じ 


      z VK_Z(5A) ←同じ 


  Function モード Ｆ コントラストを淡く（明るく）する     


７ 文字入力モード １ 7 VK_7(37) ←同じ 


    あ あ VK_KANA(15),WCH_A(33)   


      い VK_KANA(15),WCH_I(45)   


      う VK_KANA(15),WCH_U(34)   
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      え VK_KANA(15),WCH_E(35)   


      お VK_KANA(15),WCH_O(36)   


      ぁ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_A(33)   


      ぃ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_I(45)   


      ぅ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_U(34)   


      ぇ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_E(35)   


      ぉ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_O(36)   


    ア ア VK_KANA(15),WCH_A(33)   


      イ VK_KANA(15),WCH_I(45)   


      ウ VK_KANA(15),WCH_U(34)   


      エ VK_KANA(15),WCH_E(35)   


      オ VK_KANA(15),WCH_O(36)   


      ァ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_A(33)   


      ィ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_I(45)   


      ゥ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_U(34)   


      ェ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_E(35)   


      ォ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_O(36)   


    Ａ ? VK_SHIFT(10)+VK_SLASH(BF) ←同じ 


      ! VK_SHIFT(10)+VK_1(31) ←同じ 


      ( VK_SHIFT(10)+VK_8(38) VK_SHIFT(10)+VK_9(39) 


      ) VK_SHIFT(10)+VK_9(39) VK_SHIFT(10)+VK_0(30) 


      < VK_SHIFT(10)+VK_COMMA(BC) ←同じ 


      > VK_SHIFT(10)+VK_PERIOD(BE) ←同じ 


      [ VK_LBRACKET(DB) ←同じ 


      ] VK_RBRACKET(DD) ←同じ 


      { VK_SHIFT(10)+VK_LBRACKET(DB) ←同じ 


      } VK_SHIFT(10)+VK_RBRACKET(DD) ←同じ 


    ａ ? VK_SHIFT(10)+VK_SLASH(BF) ←同じ 


      ! VK_SHIFT(10)+VK_1(31) ←同じ 


      ( VK_SHIFT(10)+VK_8(38) VK_SHIFT(10)+VK_9(39) 


      ) VK_SHIFT(10)+VK_9(39) VK_SHIFT(10)+VK_0(30) 


      < VK_SHIFT(10)+VK_COMMA(BC) ←同じ 


      > VK_SHIFT(10)+VK_PERIOD(BE) ←同じ 


      [ VK_LBRACKET(DB) ←同じ 


      ] VK_RBRACKET(DD) ←同じ 


      { VK_SHIFT(10)+VK_LBRACKET(DB) ←同じ 


      } VK_SHIFT(10)+VK_RBRACKET(DD) ←同じ 


  Function モード Ｆ アプリケーション起動     


８ 文字入力モード １ 8 VK_8(38) ←同じ 


    あ か VK_KANA(15),WCH_KA(54)   


      き VK_KANA(15),WCH_KI(47)   


      く VK_KANA(15),WCH_KU(48)   


      け VK_KANA(15),WCH_KE(DE)   


      こ VK_KANA(15),WCH_KO(42)   


    ア カ VK_KANA(15),WCH_KA(54)   


      キ VK_KANA(15),WCH_KI(47)   


      ク VK_KANA(15),WCH_KU(48)   


      ケ VK_KANA(15),WCH_KE(DE)   


      コ VK_KANA(15),WCH_KO(42)   


    Ａ A VK_SHIFT(10)+VK_A(41) ←同じ 


      B VK_SHIFT(10)+VK_B(42) ←同じ 


      C VK_SHIFT(10)+VK_C(43) ←同じ 


    ａ a VK_A(41) ←同じ 


      b VK_B(42) ←同じ 


      c VK_C(43) ←同じ 


  Function モード Ｆ アプリケーション起動     


９ 文字入力モード １ 9 VK_8(38) ←同じ 


    あ さ VK_KANA(15),WCH_SA(58)   


      し VK_KANA(15),WCH_SI(44)   


      す VK_KANA(15),WCH_SU(52)   


      せ VK_KANA(15),WCH_SE(50)   


      そ VK_KANA(15),WCH_SO(43)   


    ア サ VK_KANA(15),WCH_SA(58)   


      シ VK_KANA(15),WCH_SI(44)   


      ス VK_KANA(15),WCH_SU(52)   


      セ VK_KANA(15),WCH_SE(50)   


      ソ VK_KANA(15),WCH_SO(43)   


    Ａ D VK_SHIFT(10)+VK_D(44) ←同じ 


      E VK_SHIFT(10)+VK_E(45) ←同じ 


      F VK_SHIFT(10)+VK_F(46) ←同じ 


    ａ d VK_D(44) ←同じ 


      e VK_E(45) ←同じ 


      f VK_F(46) ←同じ 


  Function モード Ｆ アプリケーション起動     


      


      


■テンキー（携帯型キー配列）     


キー 入力モード   動作 仮想キーコード（日本語 OS）※カッコ内は 16 進数値 仮想キーコード（英語 OS）※カッコ内は 16 進数値 


１ 文字入力モード １ 1 VK_1(31) ←同じ 


    あ あ VK_KANA(15),WCH_A(33)   


      い VK_KANA(15),WCH_I(45)   


      う VK_KANA(15),WCH_U(34)   
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      え VK_KANA(15),WCH_E(35)   


      お VK_KANA(15),WCH_O(36)   


      ぁ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_A(33)   


      ぃ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_I(45)   


      ぅ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_U(34)   


      ぇ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_E(35)   


      ぉ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_O(36)   


    ア ア VK_KANA(15),WCH_A(33)   


      イ VK_KANA(15),WCH_I(45)   


      ウ VK_KANA(15),WCH_U(34)   


      エ VK_KANA(15),WCH_E(35)   


      オ VK_KANA(15),WCH_O(36)   


      ァ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_A(33)   


      ィ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_I(45)   


      ゥ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_U(34)   


      ェ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_E(35)   


      ォ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_O(36)   


    Ａ ? VK_SHIFT(10)+VK_SLASH(BF) ←同じ 


      ! VK_SHIFT(10)+VK_1(31) ←同じ 


      ( VK_SHIFT(10)+VK_8(38) VK_SHIFT(10)+VK_9(39) 


      ) VK_SHIFT(10)+VK_9(39) VK_SHIFT(10)+VK_0(30) 


      < VK_SHIFT(10)+VK_COMMA(BC) ←同じ 


      > VK_SHIFT(10)+VK_PERIOD(BE) ←同じ 


      [ VK_LBRACKET(DB) ←同じ 


      ] VK_RBRACKET(DD) ←同じ 


      { VK_SHIFT(10)+VK_LBRACKET(DB) ←同じ 


      } VK_SHIFT(10)+VK_RBRACKET(DD) ←同じ 


    ａ ? VK_SHIFT(10)+VK_SLASH(BF) ←同じ 


      ! VK_SHIFT(10)+VK_1(31) ←同じ 


      ( VK_SHIFT(10)+VK_8(38) VK_SHIFT(10)+VK_9(39) 


      ) VK_SHIFT(10)+VK_9(39) VK_SHIFT(10)+VK_0(30) 


      < VK_SHIFT(10)+VK_COMMA(BC) ←同じ 


      > VK_SHIFT(10)+VK_PERIOD(BE) ←同じ 


      [ VK_LBRACKET(DB) ←同じ 


      ] VK_RBRACKET(DD) ←同じ 


      { VK_SHIFT(10)+VK_LBRACKET(DB) ←同じ 


      } VK_SHIFT(10)+VK_RBRACKET(DD) ←同じ 


  Function モード Ｆ バックライトの ON／OFF     


２ 文字入力モード １ 2 VK_2(32) ←同じ 


    あ か VK_KANA(15),WCH_KA(54)   


      き VK_KANA(15),WCH_KI(47)   


      く VK_KANA(15),WCH_KU(48)   


      け VK_KANA(15),WCH_KE(DE)   


      こ VK_KANA(15),WCH_KO(42)   


    ア カ VK_KANA(15),WCH_KA(54)   


      キ VK_KANA(15),WCH_KI(47)   


      ク VK_KANA(15),WCH_KU(48)   


      ケ VK_KANA(15),WCH_KE(DE)   


      コ VK_KANA(15),WCH_KO(42)   


    Ａ A VK_SHIFT(10)+VK_A(41) ←同じ 


      B VK_SHIFT(10)+VK_B(42) ←同じ 


      C VK_SHIFT(10)+VK_C(43) ←同じ 


    ａ a VK_A(41) ←同じ 


      b VK_B(42) ←同じ 


      c VK_C(43) ←同じ 


  Function モード Ｆ コントラストを濃く（暗く）する     


３ 文字入力モード １ 3 VK_3(33) ←同じ 


    あ さ VK_KANA(15),WCH_SA(58)   


      し VK_KANA(15),WCH_SI(44)   


      す VK_KANA(15),WCH_SU(52)   


      せ VK_KANA(15),WCH_SE(50)   


      そ VK_KANA(15),WCH_SO(43)   


    ア サ VK_KANA(15),WCH_SA(58)   


      シ VK_KANA(15),WCH_SI(44)   


      ス VK_KANA(15),WCH_SU(52)   


      セ VK_KANA(15),WCH_SE(50)   


      ソ VK_KANA(15),WCH_SO(43)   


    Ａ D VK_SHIFT(10)+VK_D(44) ←同じ 


      E VK_SHIFT(10)+VK_E(45) ←同じ 


      F VK_SHIFT(10)+VK_F(46) ←同じ 


    ａ d VK_D(44) ←同じ 


      e VK_E(45) ←同じ 


      f VK_F(46) ←同じ 


  Function モード Ｆ コントラストを淡く（明るく）する     


７ 文字入力モード １ 7 VK_7(37) ←同じ 


    あ ま VK_KANA(15),WCH_MA(4A)   


      み VK_KANA(15),WCH_MI(4E)   


      む VK_KANA(15),WCH_MU(DD)   


      め VK_KANA(15),WCH_ME(BF)   


      も VK_KANA(15),WCH_MO(4D)   


    ア マ VK_KANA(15),WCH_MA(4A)   


      ミ VK_KANA(15),WCH_MI(4E)   
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      ム VK_KANA(15),WCH_MU(DD)   


      メ VK_KANA(15),WCH_ME(BF)   


      モ VK_KANA(15),WCH_MO(4D)   


    Ａ P VK_SHIFT(10)+VK_P(50) ←同じ 


      Q VK_SHIFT(10)+VK_Q(51) ←同じ 


      R VK_SHIFT(10)+VK_R(52) ←同じ 


      S VK_SHIFT(10)+VK_S(53) ←同じ 


    ａ p VK_P(50) ←同じ 


      q VK_Q(51) ←同じ 


      r VK_R(52) ←同じ 


      s VK_S(53) ←同じ 


  Function モード Ｆ アプリケーション起動     


８ 文字入力モード １ 8 VK_8(38) ←同じ 


    あ や VK_KANA(15),WCH_YA(37)   


      ゆ VK_KANA(15),WCH_YU(38)   


      よ VK_KANA(15),WCH_YO(39)   


      ゃ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YA(37)   


      ゅ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YU(38)   


      ょ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YO(39)   


    ア ヤ VK_KANA(15),WCH_YA(37)   


      ユ VK_KANA(15),WCH_YU(38)   


      ヨ VK_KANA(15),WCH_YO(39)   


      ャ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YA(37)   


      ュ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YU(38)   


      ョ VK_KANA(15),VK_SHIFT(10)+WCH_YO(39)   


    Ａ T VK_SHIFT(10)+VK_T(54) ←同じ 


      U VK_SHIFT(10)+VK_U(55) ←同じ 


      V VK_SHIFT(10)+VK_V(56) ←同じ 


    ａ t VK_T(54) ←同じ 


      u VK_U(55) ←同じ 


      v VK_V(56) ←同じ 


  Function モード Ｆ アプリケーション起動     


９ 文字入力モード １ 9 VK_9(39) ←同じ 


    あ ら VK_KANA(15),WCH_RA(4F)   


      り VK_KANA(15),WCH_RI(4C)   


      る VK_KANA(15),WCH_RU(BE)   


      れ VK_KANA(15),WCH_RE(BA)   


      ろ VK_KANA(15),WCH_RO(E2)   


    ア ラ VK_KANA(15),WCH_RA(4F)   


      リ VK_KANA(15),WCH_RI(4C)   


      ル VK_KANA(15),WCH_RU(BE)   


      レ VK_KANA(15),WCH_RE(BA)   


      ロ VK_KANA(15),WCH_RO(E2)   


    Ａ W VK_SHIFT(10)+VK_W(57) ←同じ 


      X VK_SHIFT(10)+VK_X(58) ←同じ 


      Y VK_SHIFT(10)+VK_Y(59) ←同じ 


      Z VK_SHIFT(10)+VK_Z(5A) ←同じ 


    ａ w VK_W(57) ←同じ 


      x VK_X(58) ←同じ 


      y VK_Y(59) ←同じ 


      z VK_Z(5A) ←同じ 


  Function モード Ｆ アプリケーション起動     
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§3．システムライブラリ 
 


3-1.機能 
システムライブラリは、キー制御／電源制御等、本機のシステム動作に対する機能補助／拡張を実現するもの


です。 


 


3-2.動作環境 
■機種 DT-9700 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 


 


3-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1 or SP2 


■Microsoft Visual Studio .NET 2003 


 


 


3-4.提供ファイル 
■Clbsys.lib インポートライブラリ   


■Clbsys.h ヘッダファイル   


 


3-5.使用方法 
・開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル「Clbsys.h」をインクルードし、インポートライブラリ


「Clbsys.lib」を使用するライブラリとして指定してください。 


 


 


 


3-1 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


3-2 


3-6.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup要因による電源 ON許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源 ON後指定時間 OFFを禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源 ON後 OFFを禁止する時間の取得 
05 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 
06 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを禁止する 
07 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを許可する 
08 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disableを取得する 
09 CLBAPODisable APOを禁止する 
10 CLBAPOEnable APOを許可する 
11 CLBAPOGet APOの禁止/許可状態を取得する 
12 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
13 CLBSetIndicator LEDの点灯/消灯 
14 CLBGetIndicator LEDの点灯状態取得 
15 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
16 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源切状態にする 
17 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電源入状態にする 
18 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
19 CLBSetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止 
20 CLBGetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
21 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
22 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
23 CLBSetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止 
24 CLBGetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止の取得 
25 CLBSetCPUMode CPU周波数制御の設定 
26 CLBGetCPUMode CPU周波数制御の取得 
27 CLBSet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像を１８０度回転させる 
28 CLBGet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像の回転状態の取得 
29 CLBGetDeviceIDCode EEPROMに書き込まれている Device IDの取得 
30 CLBGetUserIDCode EEPROMに書き込まれている User IDの取得 
31 CLBPrepareLED LED点灯準備関数 
32 CLBUpdateLED LED点灯関数 
33 CLBSetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定切り替え 
34 CLBGetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定取得 
35 CLBSetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの設定 
36 CLBGetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの取得 
37 CLBDeleteUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの削除 
38 CLBGetDefaultKey 既定ｷｰの取得 
39 CLBSetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の設定、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾊﾞに設定通知 
40 CLBGetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の取得 
41 CLBSetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の設定 
42 CLBGetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の取得 


 


 


3-7.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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CLBSetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態でWakeup要因が発生することにより、本体電源を ONするようになっています。 


本ファンクションにより、この電源 ON動作を制御することができます。 


 


書式 BOOL CLBSetBootableButtons( DWORD dwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwBootableButtons 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ON有効（デフォルト） 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ON無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetBootableButtons( DWORD *pdwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwBootableButtons 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ONは無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


 


 


3-4 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBSetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、指定された時間電源 OFFを禁止するための設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetOffMaskTime( DWORD dwKey , DWORD dwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwKey 電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 DWORD dwCard 常に ”0” を指定して下さい 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、電源 OFFを禁止する時間を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetOffMaskTime( DWORD *pdwKey , DWORD *pdwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 DWORD *pdwCard ”0” を返します 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBPowerOff 
 


機能 本体電源を OFF します。 


 


書式 VOID CLBPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBDisablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを禁止します。 


 その際は電源スイッチを押された時に、WM_POWERBROADCASTの 


PBT_APMSUSPEND を発生します。 


ユーザーアプリでこれを取得してオフ処理後ソフト OFF して下さい。 


 本設定は、電源 ON時に解除されますので、必要に応じて電源 ON後設定してください。 


 電池蓋開けや緊急電源 OFFは、本設定をした後でもすぐに OFF します。 


 


書式 BOOL CLBDisablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBEnablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを許可します。 


 


書式 BOOL CLBEnablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetPowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFの許可／禁止状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE  電源 OFF禁止 


 FALSE 電源 OFF許可 デフォルト値 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBAPODisable 
 


機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらず APO しなくなります。 


 


書式 BOOL CLBAPODisable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBAPOEnable 
 


機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りに APOするようになります。 


 


書式 BOOL CLBAPOEnable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APOは 


有効になりません。APOを有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 


実行する必要があります。 
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CLBAPOGet 
 


機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBAPOGet() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE APO無効 


FALSE APO有効 デフォルト値 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSoftReset 
 


機能 システムをリセットします。 


 


書式 void CLBSoftReset() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータ


が失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してくだ


さい。 
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CLBSetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetIndicator( DWORD dwLedMode, DWORD dwTime, 


DWORD dwOnTime, DWORD dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤を点灯します。 


  CLB_LED_ORANGE LEDのオレンジを点灯します。 


 DWORD dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位) 


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 DWORD dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 DWORD dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 
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CLBGetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯状態を取得します。 


 


書式 DWORD CLBGetIndicator() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_LED_OFF  LEDは消灯状態です。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDは緑を点灯しています。 


 CLB_LED_RED  LEDは赤を点灯しています。 


 CLB_LED_ORANGE LEDはオレンジを点灯しています。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBCheckCharger 
 


機能 本体と IOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 


 


書式 int CLBCheckCharger( DWORD time_out ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD time_out 接続状態監視時間 


   0：接続状態を取得するのみ。 


   1～3600000：接続状態監視時間(msec) 


   INFINITE：監視時間無限大（タイムアウト無し） 


 


戻り値 0 接続検出 


 1 タイムアウト発生 


 -1 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBCardDetectDisable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をディセーブルしてカード電源を切状態にします。 


 


書式 BOOL CLBCardDetectDisable( DWORD socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBCardDetectEnable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をイネーブルしてカード電源を入状態にします。 


 


書式 BOOL CLBCardDetectEnable( DWORD socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBCardDetectGet 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子の状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBCardDetectGet( DWORD socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE カードデテクト端子ｲﾈｰﾌﾞﾙ状態 


 FALSE カードデテクト端子ディセｰﾌﾞﾙ状態 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetFnButtons( BOOL bFnButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL bFnButtons 


  TRUE Fnキー有効 (デフォルト) 


  FALSE Fnキー無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetFnButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE Fnキー有効 


 FALSE Fnキー無効 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetInputChangeButtons( DWORD dwInputChangeButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwInputChangeButtons 


  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 


  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


3-23 


  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定  切替不可 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 


 


書式 DWORD CLBGetInputChangeButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 


 CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


 


 


3-24 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBSetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止設定を行います。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetKeyLock( BOOL bKeyLock ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL bKeyLock 


  TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


  FALSE 非ロック状態(デフォルト) 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetKeyLock() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


 FALSE 非ロック状態 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御の設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetCPUMode( DWORD dwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwMode  CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetCPUMode(DWORD *pdwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwMode CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSet180Rotate 
 


機能 表示画像を１８０度回転させます。 


 


書式 BOOL CLBSet１８０Ｒｏｔａｔｅ( BOOL bRotate) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL bRotate 


  TRUE 180度回転（反転） 


  FALSE ０度回転（通常） 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGet180Rotate 
 


機能 表示画像の回転状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 180度回転（反転） 


 FALSE ０度回転（通常） 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetDeviceIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている DeviceIDを読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetDeviceIDCode (TCHAR *pdwDevID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ TCHAR *pdwDevID[32] 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetUserIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている UserIDを読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetUserIDCode (WORD *pdwUserID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WORD *pdwUserID 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBPrepareLED 
 


機能 LEDの点灯準備を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBUpDateLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 BOOL CLBPrepareLED( DWORD dwLedMode, DWORD dwTime, 


DWORD dwOnTime, DWORD dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwLedMode 


CLB_LED_GREEN LEDの緑の点灯準備をします。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤の点灯準備をします。 


 DWORD dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位)  


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 DWORD dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 DWORD dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の点灯準備設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の点灯準備設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 


 


注意事項 


LED点灯中に CLBPrepareLED関数を設定しますと、LEDの設定が変更されてしまいますので、 


CLBPrepareLED関数が実行された場合は強制的に LEDは OFF します。 
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CLBUpdateLED 
 


機能 現在の LED設定値でＬＥＤの点灯を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBPrepareLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 DWORD CLBUpdateLED( DWORD dwLedMode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。 


CLB_LED_GREEN 現在の LED設定値で LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  現在の LED設定値で LEDの赤を点灯します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


使用方法 LEDを点灯させる前に CLBPrepareLED関数を実行し、LED点灯準備設定を行います。 


その後 CLBUpdateＬＥＤ関数を実行し LEDを CLBPrepareLED関数にて設定した条件で 


点灯させます。 


(CLBUpdata関数を実行した場合、CLBPrepareLED関数が実行されてから 130ms以上 


経過していない場合は実行されてから 130ms待ってから LED点灯処理を行います。) 


 


注意事項 CLBPrepareLED関数を行わないで CLBUpdateＬＥＤ関数を実行した場合は、現在の設定値に 


基づいてＬＥＤを点灯させる為、予期せぬＬＥＤ点灯になりますのでご注意下さい。 
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CLBSetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定を行います。 


PX780 の一部のﾓｼﾞｭｰﾙには WakeOn が備わっています。本ファンクションにより、この WakeOn


機能の有効/無効を制御することができます。 


 


書式 BOOL CLBSetWakeOnModules ( DWORD dwWakeOnModules) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwWakeOnModules 


  CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能有効化 


   


上記パラメータの論理積を引数として設定すると、複数ﾓｼﾞｭｰﾙの WakeOn 機能を設定 


  することができます。引数にパラメータを設定しないで本ファンクションを使用すると、そのﾓｼﾞｭｰﾙの 


  WakeOn機能は無効化します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定状態を取得します。 


PX780 の一部のﾓｼﾞｭｰﾙには WakeOn が備わっています。本ファンクションにより、この WakeOn


機能の有効/無効設定状態を取得することができます。 


 


書式 BOOL CLBGetWakeOnModules( DWORD *pdwWakeOnModules ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ *pdwWakeOnModules 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能が有効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを設定します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetUserDefineKey( int KeyId, DWORD UserDefineKeyBuf[16] ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ int KeyId 


  CLB_KEY_ID_000 000キー 


  CLB_KEY_ID_00  00キー（英語 OS用）（000キーと同じ値） 


  CLB_KEY_ID_0  0キー 


  CLB_KEY_ID_1  1キー 


  CLB_KEY_ID_2  2キー 


  CLB_KEY_ID_3  3キー 


  CLB_KEY_ID_4  4キー 


  CLB_KEY_ID_5  5キー 


  CLB_KEY_ID_6  6キー 


  CLB_KEY_ID_7  7キー 


  CLB_KEY_ID_8  8キー 


  CLB_KEY_ID_9  9キー 


  CLB_KEY_ID_PERIOD ピリオド（・）キー 


  CLB_KEY_ID_HYPHEN ハイフン（－）キー 


  CLB_KEY_ID_C  取消キー 


  CLB_KEY_ID_BS  後退キー 


  CLB_KEY_ID_ENT 入力キー 


  CLB_KEY_ID_LEFT 左（＜）キー 


  CLB_KEY_ID_RIGHT 右（＞）キー 


  CLB_KEY_ID_LTR 左プログラムキー 


  CLB_KEY_ID_RTR 右プログラムキー 


 DWORD UserDefineKeyBuf[16] 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては下記の備考を参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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備考 


［仮想キーコード＋オプションフラグ］ 


VF_PAGE と VF_NO_FIX_PAGEの組み合わせを除き、次の値の任意の組み合わせを指定します。 
VF_NO_KEY_UP 


未指定 指定 
定義名 
説明 


キーダウン時 キーアップ時 キーダウン時 キーアップ時 
指定なし 
仮想キーコードのみ指定。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない   


VF_PAGE 
めくりキー動作を指定します。 
最初のキーに指定します。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_NO_FIX_PAGE 
めくりキーを確定しません。 
最初のキーに指定します。 
VF_PAGE と同時に指定した場合は


VF_NO_FIX_PAGEは無視されます。 
通常はプログラムキーのような文字を出


力しない特殊なキーに指定します。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_KANA 
VK_KANAを送ります。 
かな文字を出力する場合に指定します。 


VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 


何もしない VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 


VF_SHIFT 
VK_SHIFT と仮想キーコードを組み合
わせます。 
（SHIFTキー同時押し） 


VK_SHIFTをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_SHIFTをアップ 


何もしない VK_SHIFTをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_SHIFTをアップ 


VF_CONTROL 
VK_CONTROL と仮想キーコードを組
み合わせます。 
（CTRLキー同時押し） 


VK_CONTROLをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_CONTROLをアップ 


何もしない VK_CONTROLをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_CONTROLをアップ 


VF_MENU 
VK_MENU と仮想キーコードを組み合
わせます。 
（ALTキー同時押し） 


VK_MENUをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_MENUをアップ 


何もしない VK_MENUをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_MENUをアップ 


VF_NO_KEY_UP 
キーダウン時に仮想キーコードをアップ


しません。キーアップ時に仮想キーコー


ドをアップします。 
通常はキーをリピートする場合に指定し


ます。 


  仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_NOP 
無効キーコード（0x00）を送ります。 
通常は VF_NO_KEY_UP と組み合わ
せ仮想キーコードをリピートさせたくない


が、キーアップ時に仮想キーコードをア


ップしたい場合に指定します。 
プログラムキーのようなアプリケーション


で GetAsyncKeyState 関数を使用しキ
ーダウン、キーアップを監視する場合に


指定します。 


仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 


仮想キーコードをアップ 


VF_NOP_CLICK 
キークリック音を鳴らす無効キーコード


（0x00）を送ります。 
通常は使用しません。 


仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 


仮想キーコードをアップ 


KEYBD_DEVICE_SILENT 
最初のキークリック音、およびリピート時


のキークリック音を鳴らしません。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT 
リピート時のキークリック音を鳴らしませ


ん。 
通常は VF_NO_KEY_UP と組み合わ
せます。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 
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既定キーの仮想キーコード＋オプションフラグは次の値が指定されています。 
KeyId UserDefineKeyBuf[16] 
CLB_KEY_ID_000 
（000キー） 


VK_0, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0 


CLB_KEY_ID_00 
（英語 OSの 00キー） 


VK_0, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_0 
（0キー） 


VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_1 
（1キー） 


VK_1 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_2 
（2キー） 


VK_2 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_3 
（3キー） 


VK_3 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_4 
（4キー） 


VK_4 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_5 
（5キー） 


VK_5 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_6 
（6キー） 


VK_6 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_7 
（7キー） 


VK_7 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_8 
（8キー） 


VK_8 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_9 
（9キー） 


VK_9 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_PERIOD 
（ピリオド（・）キー） 


VK_PERIOD, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_HYPHEN 
（ハイフン（－）キー） 


VK_HYPHEN, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_C 
（取消キー） 


VK_ESCAPE, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_BS 
（後退キー） 


VK_BACK, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_ENT 
（入力キー） 


VK_RETURN, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_LEFT 
（左（＜）キー） 


VK_LEFT | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_RIGHT 
（右（＞）キー） 


VK_RIGHT | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_LTR 
（左プログラムキー） 


VF_NO_FIX_PAGE | VK_F24 | KEYBD_DEVICE_SILENT | VF_NO_KEY_UP | VF_NOP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_RTR 
（右プログラムキー） 


VF_NO_FIX_PAGE | VK_F21 | KEYBD_DEVICE_SILENT | VF_NO_KEY_UP | VF_NOP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


 


［VF_PAGEについて］ 


VF_PAGE | VK_0, VK_1, VK_2, VK_3, VF_KANA | WCH_A, VF_KANA | WCH_I, VF_KANA | WCH_U, VF_KANA | WCH_E, VK_A, 


VK_B, VK_C, VK_D, VK_SHIFT | VK_A, VK_SHIFT | VK_B, VK_SHIFT | VK_C, VK_SHIFT | VK_D 


UserDefineKeyBuf[16]に VF_PAGE を指定し上のようにした場合、めくりキー動作となり、キーを押すごとに


「0→1→2→3→4→ｱ→ｲ→ｳ→ｴ→a→b→c→d→A→B→C→D→繰り返し」と順に出力します。 


最初のキー（VF_PAGE | VK_0 ）の VF_PAGE を削除し、２番目のキー（VK_1 ）以降すべてに


KEYBD_DEVICE_SILENT を組み合わせれば、キークリック音を一度鳴らし、「01234 ｱｲｳｴ abcdABCD」を


一度に出力します。 


 


注意事項 


一通り設定した後、CLBSetUserDefineKeyState( TRUE )を呼ぶことでキーボードドライバに通知し、ユーザ


定義キーを有効にすることができます。 


ユーザ定義キーが有効状態であっても、設定後にリセットするか、CLBSetUserDefineKeyState( TRUE )を


呼ばない限り、有効とはなりません。 
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CLBGetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetUserDefineKey( int KeyId, DWORD UserDefineKeyBuf[16] ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： DWORD UserDefineKeyBuf[16] 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーまたはユーザ定義キーは未定義 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBDeleteUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを削除します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを削除します。 


 削除した場合は既定のキーが使用されます。 


 


書式 BOOL CLBDeleteUserDefineKey( int KeyId ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetDefaultKey 
 


機能 既定キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する既定のキーを取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetDefaultKey( int KeyId, DWORD DefaultKeyBuf[16] ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： DWORD DefaultKeyBuf[16] 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を設定し、キーボードドライバに状態を通知します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetUserDefineKeyState( BOOL State ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL State 


  TRUE 有効にする 


  FALSE 無効にする 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetUserDefineKeyState() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 有効 


 FALSE 無効 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


 


 


3-44 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBSetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を設定します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetResetUserDefineKeyState( BOOL State ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL State 


  TRUE 有効にする 


  FALSE 無効にする 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetResetUserDefineKeyState() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 有効 


 FALSE 無効 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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3-8.レジストリ 
システムライブラリでは、以下のレジストリを使用します。これらの値は提供する API 関数により自動的に更新さ


れますので、ユーザが直接編集する必要はありません。 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\pmc


Wakeup要因による電源ONの設定をします。


キー名 型 値 説明


0 左トリガキーによるWake-upを許可LeftTrgKeyWakeupDi


sable 


DWORD


1 左トリガキーによるWake-upを禁止


0 右トリガキーによるWake-upを許可RightTrgKeyWakeupD


isable


DWORD


1 右トリガキーによるWake-upを禁止


0 IoBox 載せによる Wake-up を許可 IoBoxWakeupDisable 


 


DWORD 


1 IoBox 載せによる Wake-up を禁止 


 


LocalMachine\Drivers\BuiltIn\pmc 


電源 ON 後指定時間 OFF を禁止する時間を設定します。 


キー名 型 値 説明 


PowerOffKeyReadyTi


me 


DWORD 非設定（初期値） 電源 ON 後一定時間 OFF キーを無効にする時間を秒


単位で設定 


 


LocalMachine\Drivers\BuiltIn\pmc 


電源ボタンでの OFF の禁止／許可を設定します。。 


キー名 型 値 説明 


0 電源キー有効 PowerOffKeyDisable DWORD 


1 電源キー無効 


 


LocalMachine\Drivers\BuiltIn\pmc 


ﾓｼﾞｭｰﾙの WakeOn 機能を設定します。 


キー名 型 値 説明 


0 Bluetooth の WakeOn 機能が有効 BluetoothWakeupDis


able 


DWORD 


1 Bluetooth の WakeOn 機能が無効 


0 MCR の WakeOn 機能が有効 MCRWakeupDisable DWORD 


1 MCR の WakeOn 機能が無効 


0 Serial14Pin の WakeOn 機能が有効 Serial14PinWakeupD


isable 


DWORD 


1 Serial14Pin の WakeOn 機能が無効 
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§4．プリンタライブラリ 


4-1.機能 
プリンタライブラリは、アプリケーションからプリンタに印刷するために使用します。 


 


4-2.動作環境 
■機種 PX-9700 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


4-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1 


■Microsoft Visual Studio .NET 2003 


 


4-4.提供ファイル 
■PRNLIB.lib インポートライブラリ 


■PRNLIB.h ヘッダファイル 


 


4-5.使用方法 
開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル「PRNLIB.h」をインクルードし、インポートラ


イブラリ「PRNLIB.lib」を使用するライブラリとして指定してください。 


 


4-5-1.プリンタへ印刷する場合 
1. PRNOpen()関数を実行し、プリンタを使用可能にします。 


2. 下記の印刷用関数を使用して、プリンタへ印刷します。 


・ PRNTextOut関数(テキスト印刷) 


・ PRNImageOut関数(ビットイメージ印刷) 


・ PRNBMPOut関数(ビットマップ印刷) 


・ PRNBarcodeOut関数(バーコード印刷) 


・ PRNPrintScreen関数(画面印刷) 


・ PRNPrintWindow(ウィンドウ印刷) 


3. PRNClose()関数を実行し、プリンタを使用不可にします。 


 


4-5-2.プリンタの設定を変更する場合 
1. PRNOpen() 関数を実行し、プリンタを使用可能にします。 


2. 下記の設定関数を使用して、プリンタの設定を変更します。 


・ PRNSetPaperWidth関数(用紙幅指定) 


・ PRNSetPrinterProperty関数(各種設定関数) 


3. PRNClose()関数を実行し、プリンタを使用不可にします。 


※ 用紙幅を 58mmに設定し印刷した後は、用紙幅を 80mmへ変更することはできません。 
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4-5-3.印刷用紙のマーカを検出する場合 
1. PRNOpen()関数を実行し、プリンタを使用可能にします。 


2. PRNCheckMarker()を使用し、用紙のマーカ検出を実行します。 


3. PRNClose()関数を実行し、プリンタを使用不可にします。 


 
4-5-4.注意事項 
フィードキーによるフィード中は、アプリケーションからのプリンタ制御はできません。また、アプリケ


ーションがプリンタ制御している間は、フィードキーによるフィードはできません。 
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4-6.ライブラリ一覧 
 


関数名 概要 備考 
PRNOpen プリンタを使用するための初期化を行い、プリンタの電源


を入れます。 
 


PRNClose プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。  
PRNInitializePrinter プリンタの設定を初期化します。  


PRNPrintScreen フルスクリーン画面を印刷します。  


PRNPrintWindow クライアントウィンドウを印刷します。  


PRNTextOut テキストデータを印刷します。 
(ESCコマンドの送信する事も可能です) 


 


PRNImageOut ビットイメージを印刷します。  


PRNBarcodeOut 指定されたバーコードを印刷します。  


PRNBMPOut 指定された Bitmapを印刷します。ただし、白黒 2色の
Bitmapのみ印刷可能です。 


 


PRNCheckMarker マーカ位置まで紙送りします。  


PRNGetStatus 現在のプリンタの状態を取得します。  


PRNGetLastError 最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。  


PRNSetPaperWidth 使用する用紙の用紙幅を指定します。  


PRNGetPaperWidth 用紙幅の設定状態を取得します。  


PRNSetPrinterProperty プリンタの各種設定を行います。  


PRNGetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


 
 
 
4-7.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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PRNOpen 
 
機能 プリンタの電源を投入し、プリンタを使用可能にします。 


 
書式 DWORD PRNOpen(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 
PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_ALREADY_OPEN アプリケーションの二重オープンか、正常にプリンタをオープンできません。 
PRN_DRIVER_NOTEXIST 他のアプリケーションで既に使用されているか、プリンタドライバが非常駐


状態のためプリンタが使用できません。 
PRN_FEEDKEY_ERROR フィードキーでフィード中のため、プリンタが使用できません。 


 
注意 
※ プリンタライブラリを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してプリンタの電源投入を行って


ください。 
※ フィードキーによるフィード中は、アプリケーションからのプリンタ制御はできません。また、アプリ


ケーションがプリンタ制御している間は、フィードキーによるフィードはできません。 
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PRNClose 
 
機能 プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。 


 
書式 DWORD PRNClose(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
注意 
※ 印刷中に本関数が使用されると既に送信されている印刷データの印刷終了後に終了しますが、エラーが


発生した場合は印刷を中止します。本関数を実行する前は、必ず ESCコマンドの「未印字吐き出し」を
実行してください。 
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PRNInitializePrinter 
 
機能 レジストリに保存されないプリンタの設定を初期化します。 


 
書式 DWORD PRNInitializePrinter(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 


 
注意 


正常終了しなかった場合は、初期化されません。 
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PRNPrintScreen 
 
機能 フルスクリーン画面を印刷します。 


 
書式 DWORD PRNPrintScreen(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNPrintWindow 
 
機能 指定されたウィンドウを印刷します。 


 
書式 DWORD PRNPrintWindow(HWND hWindow) 


 
パラメータ 
ｈWindow 印刷するウィンドウのハンドルを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
注意  指定されたウィンドウのうち、画面に表示されている部分のみ印刷することが可能です。 
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PRNTextOut 
 
機能 テキストデータを印刷します。また、ESCコマンドを送信する場合も本関数を使用します。 


 
書式 DWORD PRNTextOut(DWORD dwLength, TCHAR *szTextData) 


 
パラメータ 


dwLength テキストデータのデータ長を指定します。(0～65535) 
0を指定すると、szTextDataの先頭から 0x0000までを印刷(送信)します。 


szTextData テキストデータ(ESCコマンドも含む)が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
注意 


※ PRNTextOutで入力する文字コードに関しては、「プログラミング上の注意点」を参照して下さい。 
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PRNImageOut 
 
機能 ビットイメージデータを印刷します。 


 
書式 DWORD PRNImageOut(DWORD dwWidth, DWORD dwHeight, DWORD dwFeedLength,  


BYTE *pbyImageData) 


 
パラメータ 


dwWidth ビットイメージデータの横方向バイト数を指定します。 
(58mm用紙：1～48 80mm用紙：1～72) 


dwHeight ビットイメージデータの縦方向ドットライン数を指定します。(1～65535) 
dwFeedLength ラインフィードする長さを指定します。(0～96) 
pbyImageData イメージデータが格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


b0 b7 b7 b0 


nバイト 


イメージデータ例 


n+1バイト 
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PRNBarcodeOut 
 
機能 指定されたバーコードを印刷します。 


 
書式 DWORD PRNBarcodeOut(DWORD dwCode, DWORD dwHeight, DWORD dwCheckDigit, 


DWORD dwFont, DWORD dwLeftMargin, DWORD dwDirection,  
DWORD dwLength, TCHAR *szBarcodeData ) 


パラメータ 
dwCode 印刷するバーコードの種類を指定します。 


0：JAN 
1：NW7 
2：CODE39 
3：ITF 
4：UPC-E 
5：CODE128 


dwHeight 印刷するバーコードの高さを指定します。(1～63mm) 
dwCheckDigit チェックデジットの有無を指定します。 


0：チェックデジット無し 
1：チェックデジット有り 


dwFont バーコードの下に印刷するデータの有無や文字の種類を指定します。 
0：付加文字無し 
1：標準文字（ANK 8 X 16ドット） 
2：縮小文字（ANK 6 X ７ドット） 
3：OCR-BⅠ 


dwLeftMargin バーコードの左側に空けるスペースをミリ単位で指定します。 
(0～69mm。センタリングする場合は 0xFFFFを指定) 


dwDirection バーコードを印刷する方向を指定します。 
0：縦方向 
1：横方向 


dwLength バーコードのデータ長を指定します。 
szBarcodeData バーコードデータ(Unicode)が格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


  
注意 


※ バーコード印刷は、バーコードの読み取りに影響のない印刷をするために必ず印字速度をグラフィック


モードに設定して下さい。 
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PRNBMPOut 
 
機能 指定された Bitmapを印刷します。 


 
書式 DWORD PRNBMPOut(TCHAR *szFilename) 


 
パラメータ 


szFilename 印刷するビットマップファイルのフルパス名が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルが開けません。 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
注意 


※ 白黒 2色の Bitmapのみ印刷可能です。 
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PRNCheckMarker 
 
機能 マーカ位置まで紙送りします。 


 
書式 DWORD PRNCheckMarker(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNGetStatus 
 
機能  現在のプリンタのエラー状態を取得します。 


また、本関数を実行すると PRNGetLastErrorで取得するエラーへ反映されます。 
 
書式 DWORD PRNGetStatus(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNGetLastError 
 
機能  最後に実行した関数の実行状態を取得します。 


 
 
書式 DWORD PRNGetLastError(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_NOTCHANGE 用紙幅を変更できません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルを開けません 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNSetPaperWidth 
 
機能  使用する用紙の用紙幅を指定します。 
 
書式 DWORD PRNSetPaperWidth(DWORD dwWidth) 


 
パラメータ 


dwWidth 印刷に使用する用紙の幅を指定します。 
0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_NOTCHANGE 80mm幅へ変更できません。 


 
注意 


※ 58mm用紙で印刷後、80mm 用紙に変更して印刷すると印刷がかすれる可能性があります。このため、


用紙幅 58mmを設定し印刷した後は、80ｍｍへ変更することはできません。 


※ 用紙幅を変更した場合、本関数の呼び出し前に送信され、まだ印字されていないデータは消去されます。


また、左右マージンの設定は 0 にリセットされます。本関数を実行する前には、未印字吐出しコマンド


を実行して印刷データを全て印刷して下さい。 


※ 正常終了しなかった場合は、用紙幅の設定が反映されません。 
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PRNGetPaperWidth 
 
機能  現在設定されている用紙幅を取得します。 
 
書式 DWORD PRNGetPaperWidth(DWORD *dwWidth) 


 
パラメータ 


現在の用紙幅設定を格納するエリアへのポインタ *dwWidth 


取得結果 0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 


 
注意 


正常終了しなかった場合は、用紙幅は取得できません。 
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PRNSetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定を変更します。 
 
書式    DWORD PRNSetPrinterProperty(DWORD dwPaperType,DWORD dwDepth,DWORD dwSpeed, 


DWORD dwAutoloading, DWORD dwAutolodingLength, 
DWORD dwPreheat, DWORD dwPrintContinuation) 


 
パラメータ 


用紙の種類を設定します dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


印字濃度を設定します dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
印字速度を設定します dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


オートローディングの有効無効を設定します dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を設定します。 dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
プリヒートの有効無効を設定します dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
エラー時継続印字の有効無効を設定します dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 


 
注意 


正常終了しなかった場合は、各種の設定が反映されません。 
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PRNGetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定状態を取得します。 
 
書式 DWORD PRNSetPrinterProperty(DWORD *dwPaperType,DWORD *dwDepth,DWORD *dwSpeed, 


DWORD *dwAutoloading, DWORD *dwAutolodingLength, 
DWORD *dwPreheat, DWORD *dwPrintContinuation) 


 
パラメータ 


現在の用紙種類設定を格納するエリアへのポインタ *dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


現在の印字濃度設定を格納するエリアへのポインタ *dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
現在の印字速度設定を格納するエリアへのポインタ *dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


現在のオートローディング設定を格納するエリアへのポインタ *dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を格納するエリアへのポインタ *dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
現在のプリヒート設定を格納するエリアへのポインタ *dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
現在のエラー時継続印字設定を格納するエリアへのポインタ *dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 


 
注意 


正常終了しなかった場合は、各種の設定値は取得できません。 
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4-8.プログラミング上の注意点 
� 文字コードの入力について 


本プリンタには、下記のフォントを搭載しています。 
種類 サイズ 概要 
ANK 6x7 / 6x12 / 8x16 / 12x24 拡張グラフィック文字コード 


カタカナ文字コード 
漢字 12x12 / 16x16 / 24x24 JIS第 1水準／JIS第 2水準 
OCR-B   


 
本プリンタで ANK/OCRフォントの文字を印字する場合、文字コードの入力方法として下記の 2種類が


あります。下記の指定は、ESCコマンドの「入力文字コード選択」で変更可能です。 


• Unicode指定 


• ANK指定 


※ 漢字は、Unicode指定時は「Unicode」、ANK指定時は「Shift-JIS」で入力して下さい。 


※ Unicode指定／ANK指定に関わらず、ANK/OCRフォントを印字する場合は ESCコマンドの「漢


字変換指定」で漢字変換を無効にし、漢字を印字する場合は有効にして下さい。 


ANK／OCRフォントと Unicodeの対応は、次ページ以降の「フォントと文字コードの対応表①～④」


を参照して下さい。 


A) Unicode指定 


印字する文字(ANK／OCR)を Unicode で入力する場合、ESC コマンドの「入力文字コード選択」


で Unicode指定を選択します。 


例 PRNTextOut(4, TEXT(“ABC”)); 


 
※ 「ä」は、Unicodeで「00E4」や「04D3」に割り当てられています。この場合、TEXT(“ä”)で äが


「04D3」に変換されると正しく印字されません。このように、フォントに複数の文字コードが割り


当てられている場合は下記の方法で正しく印字できます 


� 「フォントと文字コードの対応表」の Unicodeを直接入力する 


� ANK指定で文字コード(0x0020～0x00FF)を入力する 


B) ANK指定 


印字する文字(ANK／OCR)を 1バイトコード(0x0020～0x00FF)で入力する場合、ESCコマンドの


「入力文字コード選択」で ANK指定を選択します。 


例 「ä」「漢字」を印刷する場合 


TCHAR szBuff1[10], szBuff2[10]; 


    szBuff1[0] = 0x84; 


szBuff1[1] = 0x0D; 
szBuff2[0] = 0x8ABF; // 漢の Shift-JISコード ※1TCHARに Shift-JISコードを入力 


szBuff2[1] = 0x8E9A; // 字の Shift-JISコード ※1TCHARに Shift-JISコードを入力 


szBuff2[2] = 0x0D; 


PRNTextOut(2, szBuff1); 


PRNTextOut(3, szBuff2); 
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� フォントテーブル 


ANK/OCR-Bのフォントテーブルを記載します。 


ANK：文字コード表(拡張グラフィック) 上段：フォント 下段：Unicode 
 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 


              0 0020 0030 0040 0050 0060 0070 00C7 00C9 00E1 2591 2514 2568 03B1 2261 
              1 0021 0031 0041 0051 0061 0071 00FC 00E6 00ED 2592 2534 2564 00DF 00B1 
              2 0022 0032 0042 0052 0062 0072 00E9 00C6 00F3 2593 252C 2565 0393 2265 
              3 0023 0033 0043 0053 0063 0073 00E2 00F4 00FA 2502 251C 2559 03C0 2264 
              4 0024 0034 0044 0054 0064 0074 00E4 00F6 00F1 2524 2500 2558 03A3 2320 
              5 0025 0035 0045 0055 0065 0075 00E0 00F2 00D1 2561 253C 2552 03C3 2321 
              6 0026 0036 0046 0056 0066 0076 00E5 00FB 00AA 2562 255E 2553 00B5 00F7 
              7 0027 0037 0047 0057 0067 0077 00E7 00F9 00BA 2556 255F 256B 03C4 2248 
              8 0028 0038 0048 0058 0068 0078 00EA 00FF 00BF 2555 255A 256A 03A6 00B0 
              9 0029 0039 0049 0059 0069 0079 00EB 00D6 2310 2563 2554 2518 0398 2219 
              A 002A 003A 004A 005A 006A 007A 00E8 00DC 00AC 2551 2569 250C 03A9 00AD 
              B 002B 003B 004B 005B 006B 007B 00EF 00A2 00BD 2557 2566 2588 03B4 221A 
              C 002C 003C 004C ※ 006C 007C 00EE 00A3 00BC 255D 2560 2584 221E 207F 
              D 002D 003D 004D 005D 006D 007D 00EC ※ 00A1 255C 2550 258C 00F8 00B2 
              E 002E 003E 004E 005E 006E 007E 00C4 20A7 00AB 255B 256C 2590 03B5 FFED 
              F 002F 003F 004F 005F 006F 007F 00C5 0192 00BB 2510 2567 2580 2229 20AC 


 
      
※ 00A7 00A8 00D8 00A4  


フォントと文字コードの対応表① 


 


※  と  の Unicodeは、日本語版と英語版では下記のように異なります。 
 日本語版 英語版 
 005C 00A5 
 E041 005C 


 
表の見方 


 2 3 
  0 


0020 0030 
 


ANKコード：0x0030 (参考：国際文字セット) 
文字フォント 


Unicode   ：0x0030 
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ANK：文字コード表(カタカナ)  上段：フォント 下段：Unicode 


 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 
              0 0020 0030 0040 0050 0060 0070 E000 E010 E040 FF70 FF80 FF90 E020 E030 
              1 0021 0031 0041 0051 0061 0071 E001 E011 FF61 FF71 FF81 FF91 E021 E031 
              2 0022 0032 0042 0052 0062 0072 E002 E012 FF62 FF72 FF82 FF92 E022 E032 
              3 0023 0033 0043 0053 0063 0073 E003 E013 FF63 FF73 FF83 FF93 E023 E033 
              4 0024 0034 0044 0054 0064 0074 E004 E014 FF64 FF74 FF84 FF94 E024 E034  
              5 0025 0035 0045 0055 0065 0075 E005 E015 FF65 FF75 FF85 FF95 E025 E035 
              6 0026 0036 0046 0056 0066 0076 E006 E016 FF66 FF76 FF86 FF96 E026 E036 
              7 0027 0037 0047 0057 0067 0077 E007 E017 FF67 FF77 FF87 FF97 E027 E037 
              8 0028 0038 0048 0058 0068 0078 E008 E018 FF68 FF78 FF88 FF98 E028 E038 
              9 0029 0039 0049 0059 0069 0079 E009 E019 FF69 FF79 FF89 FF99 E029 E039 
              A 002A 003A 004A 005A 006A 007A E00A E01A FF6A FF7A FF8A FF9A E02A E03A 
              B 002B 003B 004B 005B 006B 007B E00B E01B FF6B FF7B FF8B FF9B E02B E03B 
              C 002C 003C 004C ※ 006C 007C E00C E01C FF6C FF7C FF8C FF9C E02C E03C 
              D 002D 003D 004D 005D 006D 007D E00D E01D FF6D FF7D FF8D FF9D E02D E03D 
              E 002E 003E 004E 005E 006E 007E E00E E01E FF6E FF7E FF8E FF9E E02E E03E 
              F 002F 003F 004F 005F 006F 007F E00F E01F FF6F FF7F FF8F FF9F E02F E03F 


 
      
※ 00A7 00A8 00D8 00A4  


フォントと文字コードの対応表② 


 


※  と  の Unicodeは、日本語版と英語版では下記のように異なります。 
 日本語版 英語版 
 005C 00A5 
 E041 005C 


 
表の見方 


 2 3 
  0 


0020 0030 
 


 


ANKコード：0x0030 (参考：国際文字セット) 
文字フォント 


Unicode   ：0x0030 
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OCR-BサイズⅠ 上段：フォント 下段：Unicode 表の見方 


 
 


 


 2 3 


  
0 


0020 0030 


ANKコード：0x0030 
文字フォント 
Unicode：0x0030 


 


 2 3 4 5 6 7 8 


       0 
0020 0030 0040 0050 0060 0070 E050 


      
 1 


0021 0031 0041 0051 0061 0071  


      
 2 


0022 0032 0042 0052 0062 0072  


      
 3 


0023 0033 0043 0053 0063 0073  


      
 4 


0024 0034 0044 0054 0064 0074  


      
 5 


0025 0035 0045 0055 0065 0075  


      
 6 


0026 0036 0046 0056 0066 0076  


      
 7 


0027 0037 0047 0057 0067 0077  


      
 8 


0028 0038 0048 0058 0068 0078  


      
 9 


0029 0039 0049 0059 0069 0079  


      
 A 


002A 003A 004A 005A 006A 007A  


      
 B 


002B 003B 004B 005B 006B 007B  


      
 C 


002C 003C 004C ※ 006C 007C  


      
 D 


002D 003D 004D 005D 006D 007D  


      
 E 


002E 003E 004E 005E 006E 00A4  


      
 F 


002F 003F 004F 005F 006F 00A3   


※  の Unicodeは、日本語版と英語版では
下記のように異なります。 


 日本語版 英語版 
 005C 00A5 


  


フォントと文字コードの対応表③ 
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OCR-BサイズⅣ 上段：フォント 下段：Unicode 表の見方 


 2 3 4 5 6 7 8 


      
 0 


0020 0030 0040 0050 0060 0070  


      
 1 


0021 0031 0041 0051 0061 0071  


      
 2 


0022 0032 0042 0052 0062 0072  


      
 3 


0023 0033 0043 0053 0063 0073  


      
 4 


0024 0034 0044 0054 0064 0074  


      
 5 


0025 0035 0045 0055 0065 0075  


      
 6 


0026 0036 0046 0056 0066 0076  


      
 7 


0027 0037 0047 0057 0067 0077  


      
 8 


0028 0038 0048 0058 0068 0078  


      
 9 


0029 0039 0049 0059 0069 0079  


      
 A 


002A 003A 004A 005A 006A 007A  


      
 B 


002B 003B 004B 005B 006B 007B  


      
 C 


002C 003C 004C ※ 006C 007C  


      
 D 


002D 003D 004D 005D 006D 007D  


      
 E 


002E 003E 004E 005E 006E 00A4  


      
 F 


002F 003F 004F 005F 006F 00A3   


 
 


 


 2 3 


  
0 


0020 0030 


ANKコード：0x0030 
文字フォント 
Unicode：0x0030 


 


※  の Unicodeは、日本語版と英語版では
下記のように異なります。 


 日本語版 英語版 
 005C 00A5 


  


フォントと文字コードの対応表④ 
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� 国際文字セット (入力コードが ANK指定時に有効) 


文字コードが同じでも、国によってフォントが異なるものがあります。そのため、ANKコードの一部を


置き換えて各国に対応します。下表は国際文字選択機能によって置き換えられる文字と国の関係を表し


ています。横軸の数字は次のように国を意味します。 
0. アメリカ 1. フランス 2. ドイツ 3. イギリス 
4. デンマーク 5. スウェーデン 6. イタリア 7. スペイン 
8. 日本       
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� 印刷プログラムの作成について 


本機のプリンタは、印字データをバッファにスプールしながら印字を行っています。したがって、バッ


ファにたまった印字データを吐出すために、帳票の最後で「未印字吐出し：ESC F」(印字継続コマンド)


コマンドを送信します。このコマンドを送信しないと、印字中に発生したエラーを取りこぼす場合があ


ります。帳票の最後で必ずこのコマンドを送信して下さい。 


 


 


 


 


 


 


 


エラー時非継続／継続の場合のサンプルプログラムを示します。 


 


 
最後のデータを送信した後に、未印字吐出し


を送信します。 


帳票 
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(a) エラー時非継続の場合 
#define  ESC  0x001B 


TCHAR FlushData[2] = {ESC,L’E’}; 


void PrintText() 
{ 


if (PRNOpen() != PRN_NORMAL) { 
        printf(“Open error”); 


    return; 
} 
if ((PRNTextOut(length, address_1) != PRN_NORMAL) { 


        error_check(); 
        return; 


} 
     (中略) 


if ((PRNTextOutt(length,address_n) != PRN_NORMAL) { 
        error_check(); 


    return 
} 
if ((PRNTextOut(2, FlushData) != PRN_NORMAL) {  


        error_check(); 
    return; 
} 
PRNClose(); 


} 
void PrintImage() 
{ 
    if (PRNOpen() != PRN_NORMAL) { 
        printf(“Open error”); 
        return; 


} 
 
if ((PRNImageOut(width,height,feed,address) != PRN_NORMAL) { 


        error_check(); 
        return; 


} 
if ((PRNTextOut(2, FlushData) != PRN_NORMAL) { 


        error_check(); 
        return; 


} 
PRNClose(); 


} 
#define CAN 0x0018 
TCHAR CancelData = CAN; 
void error_check() 
{ 
    DWORD error_status; 
 


   error_status = PRNGetLastError();   /*エラーステータスリード*/ 
    
   (詳細エラーチェック＆エラーメッセージ表示) 
   
    PRNTextOut(1, &CancelData); 
} 


※ 未印字データをクリアする場合は、キャンセルコマンド(0x18)を先頭にして PRNTextOutで送信し


て下さい。 


 


イメージデータ印字 


エラー処理 


テキストデータ印字 


未印字吐き出しコマンド 


プリンタオープン 


未印字吐き出し 


プリンタクローズ 


プリンタオープン 


未印字吐き出し 


プリンタクローズ 
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(b) エラー時継続の場合 
#define  ESC  0x001B 


TCHAR FlushData[2] = {ESC,L’E’}; 


void PrintText() 
{ 
    if (PRNOpen() != PRN_NORMAL) { 


    printf(“Open error”); 
    return; 
} 
if ((PRNTextOut(length, address_1) != PRN_NORMAL) { 


        if (error_check() != TRUE) { 
            return; 


} 
} 


     (中略) 
if ((PRNTextOutt(length,address_n) != PRN_NORMAL) { 


        if (error_check() != TRUE) { 
    return; 
} 


} 
if ((PRNTextOut(2, FlushData) != PRN_NORMAL) { 


        if (error_check() != TRUE) { 
            return; 
        } 


} 
    PRNClose(); 
} 
void PrintImage() 
{ 
    if (PRNOpen() != PRN_NORMAL) { 


    printf(“Open error”); 
    return; 
} 
if ((PRNImageOut(width,height,feed,address) != PRN_NORMAL) { 
    if (error_check() != TRUE) { 


    return; 
} 


} 
if ((PRNTextOut(2, FlushData) != PRN_NORMAL) { 
    if (error_check() != TRUE) { 


    return; 
} 


} 
PRNClose(); 


} 
#define CAN 0x0018 
TCHAR CancelData = CAN; 
BOOL error_check() 
{ 
    DWORD error_status; 
 
    while (1) { 


        error_status = PRNGetLastError();   /*エラーステータスリード*/ 
         
       （詳細エラーチェック＆エラーメッセージ表示） 
         
        if (印刷を継続する場合) { 
            if (PRNTextOut(2, FlushData) == PRN_NORMAL) { 
                return TRUE; 
            } 
        } 
        else if (印刷を中止する場合) { 
            PRNTextOut(1, &CancelData); 
            return FALSE; 
        } 
    } 
} 


※ 未印字データをクリアする場合は、キャンセルコマンド(0x18)を先頭にして PRNTextOutで送信し


て下さい。 


イメージデータ印字 


エラー処理 


テキストデータ印字 


未印字吐き出しコマンド 


プリンタオープン 


プリンタオープン 


プリンタクローズ 


未印字吐き出し 


未印字吐き出し 


プリンタクローズ 
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� その他について 


• プラテンを開閉した後に印字を行うと、印字前に十数ドット分フィードします。紙交換後等は、こ


の動作を考慮して印刷データ設計を行ってください。 


• 印字停止後はプリンタモータの励磁が切れるため、プリンタギヤ間にバックラッシュ(隙間)が発生


します。印字停止後に印字を再開する場合、このバックラッシュを解消するために 12ドット程フ


ィードさせてから印字を行ってください。 
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§５．ＢＣＤ演算ライブラリ 
 


５-1.機能 
ＢＣＤ演算ライブラリは、加減乗除等の各種演算機能を提供します。 


 


■演算精度 


ＢＣＤ演算の演算精度は 2種類あり、桁数、数値範囲は次の値になります。 


精度 内部桁数 有効桁数 数値範囲 


単精度 13 桁 10 桁 ±(1*10-99～9.999999999999*1099)と 0 


倍精度 25 桁 22 桁 ±(1*10-99～9.999999999999999999999999*1099)と 0  


※BCD 関数で使用する精度は bcd_accuracy 関数を呼ぶ事で変更出来ます。（デフォルト：倍精度） 


 


■データ形式 


ＢＣＤ演算を行う為の数値データ形式は、構造体としてヘッダファイル dtbcd.h に定義されています。 


 


 #define BCD_PLUS       1           /*  正の数値  */ 


 #define BCD_MINUS     -1           /*  負の数値  */ 


 


 /* ＢＣＤ演算データ  */ 


 typedef struct { 


   char  exp  ; /* 指数 -99～99  */ 


   char  sign :4  ; /* 符号  1:正  -1:負 */ 


   unsigned char integer:4 ; /* 仮数の整数部  BCD 1 桁 */ 


   unsigned char kasu[12] ; /* 仮数の小数部  */ 


                 /* 倍精度(12 バイト)BCD 24 桁 */ 


        /* 単精度(6 バイト) BCD 12 桁 */ 


     } BCD_DATA ; 


 


  ・単制度の場合は仮数の小数部 kasu の内 6バイトのみ使用されます。 


  ・倍精度データを単精度で使用する場合は下位 6バイト分のデータが無効になります。 


  ・単精度データを倍精度で使用する場合は下位 6バイト分のデータが有効になります。 


 


 例． ＢＣＤ＿ＤＡＴＡ：１４Ｂｙｔｅ       


 －１２３．４５６ ＝ － １ ． ２３４５６×Ｅ＋２ 


   ２   ｅｘｐ：指数（8ビット：-99～99） 


 －１   ｓｉｇｎ：符号（4ビット：1,-1） 


   １   ｉｎｔｅｇｅｒ：仮数の整数部（4ビット：1～9）  


  ２   ３   ｋａｓｕ：仮数の小数部（12 バイト） 


  ４   ５  


  ６   ０  


  ０   ０  


  ０   ０  


  ０   ０  


  ０   ０  


  ０   ０  


  ０   ０  


  ０   ０  


  ０   ０  


  ０   ０  


   定義例：BCD_DATA = bcd_data =｛2,BCD_MINUS,1,0x23,0x46,0x60｝； 
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■丸め処理 


ＢＣＤ演算ライブラリでは、有効桁外で演算結果の丸めが行われます。（丸めの方法は従来機種と同様


です。）また、四則演算では、丸め処理を行わない関数が別に用意されています。 


 


単精度 演算結果の 11 桁目～13 桁目が 


  000 ～ 007   の時： 切り捨て 
  *92 ～ *99 （*：0～8） の時： 12 桁目＋１，13 桁目 ← 0 
  990 ～ 999   の時： 12 桁目＋１，13 桁目 ← 0  


倍精度 演算結果の 23 桁目～25 桁目が 


  000 ～ 007   の時： 切り捨て 
  *92 ～ *99 （*：0～8） の時： 24 桁目＋１，25 桁目 ← 0 
  990 ～ 999   の時： 24 桁目＋１，25 桁目 ← 0 


 


■エラー処理 


ＢＣＤ演算ライブラリではエラーが発生すると、発生した演算関数からエラー処理関数「bcd_matherr」 


を呼び出した後に正常終了します。この時の演算結果は不定なものとなります。 


 


エラー処理関数 bcd_matherr は、引数として渡された情報（bcd_exception 構造体）を基にエラーメッ


セージのダイアログを表示して、外部変数 bcd_errno にエラー番号をセットします。（bcd_exception


構造体は dtbcd.h にて定義されています） 


ＢＣＤ演算ライブラリ関数は、bcd_errno にエラー番号がセットされていると処理を行いません。次に


演算を行う場合は、bcd_errno を 0（正常状態）にクリアしなければなりません。 


 


ユーザが bcd_matherr を作成しビルドすることにより、ユーザが任意のエラー処理を行うことができま


す。ユーザが作成する bcd_matherr では、BCD 演算関数の bcd_bcdtoa，bcd_atobcd を使用することがで


きますが、bcd_errno にステータスをセットする前に呼び出すようにしなければなりません。 


先にエラーステータスをセットしておくと変換は行われません。また bcd_bcdtoa，bcd_atobcd は


bcd_matherr からコールされることを考慮して、これらの関数でエラーが発生すると bcd_matherr をコ


ールする前に bcd_errno にエラーステータスをセットします。 


 


※エラーには以下のものがあります。 


 BCD_PARAERR ＝ 丸め 
 BCD_OVERFLOW ＝ 算術演算等 
 BCD_MATHERR ＝ 0 での割り算，log 
 BCD_STRERR(BCD 変換)＝ 指数が 99 より大きい 
 BCD_VALUEERR(文字列変換)＝ 数値以外，指数が 99 より大きい，整数部での restring エラー 


 


5-2 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


 


５-2.動作環境 
■機種 DT-9700 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


５-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1 or SP2 


■Microsoft Visual Studio .NET 2003 


 


 


5-4.提供ファイル 
■LDTBCD.lib インポートライブラリ  


■LDTERR.lib インポートライブラリ   


■LDTBCD.dll ダイナミックリンクライブラリ  


■DTBCD.h ヘッダファイル  


 


5-5.使用方法 
・開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル「DTBCD.h」をインクルードし、インポートライブラリ


「LDTBCD.lib」を使用するライブラリとして指定してください。 


・ダイナミックリンクライブラリ「LDTBCD.dll」を本体のWindowsフォルダにコピーして下さい。 


 


5-6.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 
01 bcd_mov 数値の代入 
02 bcd_atobcd 文字列を数値に変換 
03 bcd_bcdtoa 数値を文字列に変換 
04 bcd_abs 数値の絶対値 
05 bcd_modfint 数値の整数部 
06 bcd_modflow 数値の小数部 
07 bcd_sign 数値の符号 
08 bcd_round 数値の切上げ/切下げ/四捨五入 
09 bcd_add/bcd_add2 数値の加算 
10 bcd_sub/bcd_sub2 数値の減算 
11 bcd_mul/bcd_mul2 数値の乗算 
12 bcd_div/bcd_div2 数値の除算 
13 bcd_pow べき乗 
14 bcd_log10 常用対数 
15 bcd_accuracy 演算精度の設定 
16 bcd_matherr ｴﾗｰ処理 


 


5-7.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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bcd_mov 
 


機能 数値「src」の内容を「dst」に代入します。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_mov( BCD_DATA *src , BCD_DATA *dst ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ src 数値 


 dst 演算結果 


 


戻り値 dstを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_atobcd 
 


機能 stringで与えられた文字列を数値に変換して resultに返します。 


指定可能な文字列として、10 進の数字／符号としての’+’’－’／先頭のスペース／小数点を表す’.’が


許されます。 


 文字列は、’¥0’または許されない文字の前までが変換されます。 


指数を示す文字列はサポートされていませんので、後ゼロあるいは小数点以下のゼロで表記すること


になります。 


 


書式 void bcd_atobcd( char *string , BCD_DATA *result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ string 文字列 


 result 変換数値 


 


戻り値 無し 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_bcdtoa 
 


機能 valueで与えられた数値を文字列に変換して restringに返します。 


文字列は、10 進の数字で少数点以下がある場合は’.’が入り、負の数値の場合は先頭に’－‘が入りま


す。 


Restring に格納する文字列は strsize-1 文字までであり、変換された文字列が strsize 以上ある場


合は超える部分が整数部ならエラーとし、少数部ならば strsize-1までを格納し正常終了します。 


 少数部末尾の 0は文字に変換されません。 


 


書式 void bcd_bcdtoa( BCD_DATA *value , char *restring , int *strsize ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 restring 変換文字列 


 strsize restringサイズ 


 


戻り値 無し 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_abs 
 


機能 与えられた数値の絶対値を求めます。 


 指定する数値と絶対値は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_abs( BCD_DATA *value , BCD_DATA *absolute ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 absolute 絶対値 


 


戻り値 absoluteを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_modfint 
 


機能 数値 valueの整数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_modfint( BCD_DATA *value , BCD_DATA *result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_modflow 
 


機能 数値 valueの小数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_modflow( BCD_DATA *value , BCD_DATA *result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_sign 
 


機能 数値 valueの符号を返します。 


 


書式 int bcd_sign( BCD_DATA *value ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 


戻り値 符号を返します。 


 -1 *value < 0 


  0 *value = 0 


  1 *value > 0 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_round 
 


機能 数値 valueを指定桁以降で切り上げ／切り下げ／四捨五入し、*valueに返します。 


 桁が正の値または 0ならば整数部の桁を、負の値ならば少数部の桁を表します。 


 指定桁が数値の桁範囲より小さい場合は値を変えずに正常終了し、大きい場合は処理を行います。 


 処理モードが切り上げの場合、指定された桁より下の値が全て 0なら切り上げは行われません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_round( BCD_DATA *value , int keta , int mode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 keta 桁（10keta） 


 mode 処理モード 


  R_UP  切り上げ 


  R_DOWN 切り下げ 


  R_4DOWN5UP 四捨五入 


 


戻り値 valueを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_add/bcd_add2 
 


機能 valueX と valueYの加算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_addは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_add2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_add( BCD_DATA *valueX , BCD_DATA *valueY , BCD_DATA  


*result ) 


 BCD_DATA *bcd_add2( BCD_DATA *valueX , BCD_DATA *valueY , BCD_DATA  


*result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_sub/bcd_sub2 
 


機能 valueXから valueYを減算して、結果を resultに返します。 


 bcd_subは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_sub2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_sub( BCD_DATA *valueX , BCD_DATA *valueY , BCD_DATA  


*result ) 


 BCD_DATA *bcd_sub2( BCD_DATA *valueX , BCD_DATA *valueY , BCD_DATA  


*result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_mul/bcd_mul2 
 


機能 valueXに valueYを乗算して、結果を resultに返します。 


 bcd_mulは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_mul2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_mul( BCD_DATA *valueX , BCD_DATA *valueY , BCD_DATA  


*result ) 


 BCD_DATA *bcd_mul2( BCD_DATA *valueX , BCD_DATA *valueY , BCD_DATA  


*result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_div/bcd_div2 
 


機能 valueX と valueYの除算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_divは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_div2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_div( BCD_DATA *valueX , BCD_DATA *valueY , BCD_DATA  


*result ) 


 BCD_DATA *bcd_div2( BCD_DATA *valueX , BCD_DATA *valueY , BCD_DATA  


*result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_pow 
 


機能 べき乗（*ｖａｌｕｅＸ）(ｖａｌｕｅＹ)を求めて、結果を resultに返します。 


 演算結果がアンダーフローした場合は、結果は０になります。 


 演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_pow( BCD_DATA *valueX , BCD_DATA *valueY , BCD_DATA  


*result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_log10 
 


機能 常用対数演算ｌｏｇ10（*ｖａｌｕe）を行い、結果を resultに返します。 


 数値ｖａｌｕｅの範囲は *value > 0 であり、演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 BCD_DATA *bcd_log10( BCD_DATA *value , BCD_DATA *result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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bcd_accuracy 
 


機能 演算精度の設定を行います。 


 


書式 void bcd_accuracy( int mode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ mode 精度 BCD_SINGLE ：単精度 


   BCD_DOUBLE ：倍精度 


 


戻り値 無し。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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5-19 


bcd_matherr 
 


機能 ＢＣＤ演算ライブラリの関数で発生したエラーの処理を行います。 


BCD 演算ライブラリの関数は、エラーを検知すると bcd_matherr をコールします。ユーザが独自


のエラー処理を行う場合は、bcd_matherrを定義してリンクを行います。 


 


書式 int bcd_matherr( struct bcd_exception *except ) 


 


 引数の構造体 
 struct bcd_exception{ 
   int  type;  /* エラーの種類  */ 
   char  *name  /* エラー発生関数名 */ 
   BCD_DATA  *arg1,arg2 /* 関数の第 1引数/第 2引数 */ 
    }; 
 


   エラーの種類 


   BCD_NOERROR  0x00 正常 


   BCD_PARAERR  0x01 パラメータエラー 


   BCD_OVERFLOW 0x0D 計算結果が許される範囲を超えた 


   BCD_MATHERR  0x0E 数学的エラー 


   BCD_DOMAIN  0x10 引数が定義域以外 


   BCD_STRERR  0x20 不正な数値文字列 


   BCD_VALUEERR  0x21 不正な数値データ 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ except 数値演算エラー情報 


 


戻り値 エラー処理が正常に終了すると、０以外の値を返します。 


 ｂcd_matherrでエラーが発生すると、０を返します。 


ｂcd_matherrでエラーが発生した場合でも、数値演算エラー情報で示されたエラー種別をセットして


終了します。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <dtbcd.h> 
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§6．Bluetooth ライブラリ 
 


6-1.機能 
Bluetooth ライブラリは、ハンディターミナル本体に内蔵している Bluetooth モジュールを利用して、他の


Bluetooth機器との接続および通信を行うためのライブラリです。通常は本体内蔵のBluetooth接続ツールを


使用して Bluetooth 機器との接続を行いますが、本ライブラリを使用することにより、ユーザアプリケーションか


ら直接 Bluetooth 機器との接続および通信を行うことができます。なお、Bluetooth ライブラリと Bluetooth


接続ツールを同時に使用することはできません。 


サポートする通信プロファイルは以下の通りです。いずれのプロファイルにおいても、仮想COMポートを使用


して通信を行います。 


 


シリアルプロファイル（マスター） COM5: 
シリアルプロファイル（スレーブ） COM8: 
ダイヤルアッププロファイル BTP1: 
LANプロファイル BTP2: 


 


6-2.動作環境 
■機種 DT-9700 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


6-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1 or SP2 


■Microsoft Visual Studio .NET 2003 


 


6-4.提供ファイル 
■インポートライブラリ BTLib.lib 


■ダイナミックリンクライブラリ BTLib.dll 


■ヘッダファイル  BTLib.h 


 


6-5.使用方法 
開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル(BTLib.h)をインクルードし、インポートライブラリ


( BTLib.lib)を使用するライブラリとして指定してください。 


ダイナミックリンクライブラリ(BTLib.dll)を本体のWindowsフォルダにコピーしてください。 


 Bluetooth接続ツールが起動している場合、Bluetoothライブラリを使用したユーザアプリケーションを起動す


る前に、Bluetooth設定ツールを終了させてください。 


DT-9700 で Bluetooth 通信を行う場合の手順を次項に示します。 
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6-5-1.Bluetooth の通信動作モードについて 
Bluetooth機器間で通信を行う場合、Bluetooth通信機器はピコネットと呼ばれるワイヤレスネットワークを構


成し、その中で各 Bluetooth機器はマスタまたはスレーブのいずれかのモードで動作します。 


 


・通信先の Bluetooth機器が Bluetoothモデム・携帯電話・アクセスポイント・プリンタ等の場合 


DT-9700本体をマスタモード、他の通信機器をスレーブモードで使用します 


・通信先の Bluetooth機器が PC・他の DT-9700の場合 


一方の Bluetooth機器をマスタモード、もう一方をスレーブモードで使用します 


 


6-5-2.DT-9700本体をマスタモードにして通信する場合 
DT-9700 本体をマスタモードにして通信する場合の概要を示します。具体的な通信方法については、4-8 を


参照してください。 


 


(1) 通信する Bluetooth 機器のデバイス情報の登録 


・Bluetooth 機器の Inquiry（問い合わせ）を実行 


・Inquiry で発見された Bluetooth 機器の情報を取得 


・取得した Bluetooth 機器情報をレジストリに登録 


・必要に応じて、デフォルトで通信する Bluetooth 機器を設定 


(2) 通信する Bluetooth 機器の選択および通信の実行 


・レジストリから Bluetooth 機器情報を取得 


・通信する Bluetooth 機器を選択 


デフォルトに指定した Bluetooth 機器と通信する場合、上記操作は不要 


・選択した Bluetooth 機器との接続および通信を実行 


 


6-5-3.DT-9700 本体をスレーブモードにして通信する場合 
DT-9700 本体をスレーブモードにして通信する場合の概要を示します。具体的な通信方法については、4-8


を参照してください。 


 


(1) DT-9700 のデバイス情報の登録 


・通信先の Bluetooth 機器で、DT-9700 の Inquiry（問い合わせ）を実行 


・DT-9700 の Bluetooth デバイス情報を通信先の Bluetooth 機器に登録 


(2) Bluetooth 通信の実行 


・通信先の Bluetooth 機器で、通信する Bluetooth 機器として DT-9700 を指定 


・通信先の Bluetooth 機器で、DT-9700 との接続を実行 


・通信先の Bluetooth 機器との通信を実行 
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6-6.ライブラリ一覧 
 Bluetooth接続を行うためのライブラリ関数と、仮想 COMポートで使用可能なシリアル関数(Windows API)


の一覧を以下に示します。 


 


6-6-1.ライブラリ関数一覧 
 


NO. Function Description 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 


03 BTLib_GetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 


04 BTLib_SetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 


05 BTLib_Inquiry Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行します。 
06 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 


07 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 


08 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


09 BTLib_SetPassKey DT-9700本体のPassKeyを設定します。 


10 BTLib_TrustDevice 指定したBluetooth機器に対してデバイスの信頼を行います。 


11 BTLib_GetWakeOnStatus DT-9700本体のBluetooth WakeOn設定を取得します。 


12 BTLib_SetWakeOnStatus DT-9700本体のBluetooth WakeOn機能を設定します。 


Registry Access Functions 
13 BTLib_RegisterLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 
14 BTLib_RegisterDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


15 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


16 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


17 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 
18 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 
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6-6-2.仮想シリアル通信 API 


 
NO. 関数名 機能 
Serial Communication Functions (Windows API) 


1 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 


2 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 


3 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 


4 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 


5 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 


6 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 


7 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 


8 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 


9 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 


10 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 


11 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 


12 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 


13 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 


14 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 


15 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 


16 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 
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6-7.関数リファレンス 
 


6-7-1.ライブラリで使用する構造体の定義 
ライブラリ関数で使用する構造体の定義を示します。 


 


(1) BTST_LOCALINFO構造体 


DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報を格納する構造体です。 


struct _btlocalinfo { 


TCHAR  LocalName[82];  Bluetooth機器名 


  TCHAR  LocalAddress[18];  Bluetooth機器アドレス 


  LONG  LocalDeviceMode;  Bluetoothデバイスモード 


  LONG  LocalMajorClass  Bluetooth メジャーデバイスクラス 


  LONG  LocalMinorClass  Bluetoothマイナーデバイスクラス 


  LONG  LocalServiceClass  Bluetooth メジャーサービスクラス 


  BOOL  Authentication;  Bluetooth認証設定フラグ 


  BOOL  Encryption;  暗号設定フラグ 


} BTST_LOCALINFO; 


 


BTST_LOCALINFO構造体を使用する関数は以下の通りです。 


BTLib_GetLocalInfo 


BTLib_SetLocalInfo 


 


(2) BTST_DEVICEINFO構造体 


通信する Bluetoothデバイスの情報を格納する構造体です。 


struct _btdeviceinfo { 


 LONG  DeviceErrorFlag;  エラーフラグ 


 TCHAR  DeviceName[82];  Bluetooth機器名 


 TCHAR  DeviceAddress[18]; Bluetooth機器アドレス 


 LONG  MajorDeviceClass;  Bluetooth メジャーデバイスクラス 


 LONG  MinorDeviceClass; Bluetoothマイナーデバイスクラス 


 LONG  ServiceClass;  Bluetooth メジャーサービスクラス 


 DWORD  ProfileNumber;  使用可能なプロファイルの数 


 WORD  ProfileUUID[16];  使用可能なプロファイルの種類 


} BTST_DEVICEINFO; 


 


BTST_DEVICEINFO構造体を使用する関数は以下の通りです。 


BTLib_GetDeviceInfo 
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BTLib_GetDeviceInfo 


BTLib_SelectDevice 


BTLib_TrustDevice 


BTLib_RegisterDeviceInfo 


BTLib_SearchDeviceInfo 


BTLib_DeleteDeviceInfo 


BTLib_GetDefaultDeviceInfo 


BTLib_SetDefaultDevice 


 


6-7-2.ライブラリで使用する定数パラメータの定義 
ライブラリ関数で使用する定数パラメータを次に示します。 


 
(1) デバイスモードの定義 


デバイスモードは、DT-9700本体のBluetoothが他のBluetoothデバイスに対してアクセス許可するかど


うかを決めるパラメータです。以下のパラメータが使用できます。 


 


BTMODE_NO_SCANS 他のBluetoothデバイスからのInquiryおよび接続を許可しない 


BTMODE_INQUIRY_ENABLED 他のBluetoothデバイスからのInquiryのみ許可する 


BTMODE_PAGE_ENABLED 他のBluetoothデバイスからの接続のみ許可する 


BTMODE_BOTH_ENABLED 他の Bluetoothデバイスからの Inquiryおよび接続を許可する 


 


デバイスモードパラメータは、BTST_LOCALINFO構造体のLocalModeメンバを使用して、パラメータの


取得および設定を行います。デフォルトの設定は、BTMODE_BOTH_ENABLEDです。 
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(2) デバイスクラスの定義 


デバイスクラスは、Bluetooth 機器がどのような属性を持っているかを示すパラメータです。デバイスクラス


のパラメータは、メジャーサービスクラス、メジャーデバイスクラス、マイナーデバイスクラスの 3 種類があり、こ


れらのパラメータの論理和（OR）を取ることにより、パラメータとして機能します。 


 


(ⅰ)メジャーサービスクラス 


 メジャーサービスクラスは、Bluetooth デバイスのサービス属性を示すパラメータです。以下のパラメ


ータが使用可能です。各パラメータの論理和（OR）を取ることにより、複数のメジャークラスサービスを設


定することが可能です。 


BTCOD_LIMITED_DISCOVERABLE  


BTCOD_RESERVED_1    


BTCOD_RESERVED_2    


BTCOD_POSITIONING    


BTCOD_NETWORKING    


BTCOD_RENDERING    


BTCOD_CAPTURING    


BTCOD_OBJECT_TRANSFER   


BTCOD_AUDIO     


BTCOD_TELEPHONY    


BTCOD_INFORMATION    


 


(ⅱ)メジャーデバイスクラス 


 メジャーデバイスクラスは、Bluetoothデバイスの大まかな機器属性を示すパラメータです。以下のパ


ラメータのうち、どれか 1種類が使用可能です。 


BTCOD_MAJOR_MISC    


BTCOD_MAJOR_COMPUTER   


BTCOD_MAJOR_PHONE    


BTCOD_MAJOR_LAN_ACCESS_POINT  


BTCOD_MAJOR_AUDIO    


BTCOD_MAJOR_PERIPHERAL   


BTCOD_MAJOR_IMAGING   


BTCOD_MAJOR_UNCLASSIFIED   
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(ⅲ)マイナーデバイスクラス 


マイナーデバイスクラスは、Bluetooth デバイスの詳細な機器属性を示すパラメータです。各メジャー


デバイスクラスごとに、使用可能なマイナーデバイスクラスが決められております。 


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_LAN_ACCESS_POINTを除く全てのメジャーデバイスクラ 


スと組み合わせて使用します。 


BTCOD_MINOR_UNCLASSIFIED   


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_COMPUTERデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_COMPUTER_DESKTOP   


BTCOD_COMPUTER_SERVER   


BTCOD_COMPUTER_LAPTOP   


BTCOD_COMPUTER_HANDHELD   


BTCOD_COMPUTER_PALM   


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_PHONEデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_PHONE_CELLULAR   


BTCOD_PHONE_CORDLESS   


BTCOD_PHONE_SMART    


BTCOD_PHONE_MODEM    


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_LAN_ACCESS_POINT デバイスクラスと組み合わせて使


用します。 


BTCOD_LAP_FULLY_AVAILABLE   


BTCOD_LAP_USAGE_1    


BTCOD_LAP_USAGE_2    


BTCOD_LAP_USAGE_3    


BTCOD_LAP_USAGE_4    


BTCOD_LAP_USAGE_5    


BTCOD_LAP_USAGE_6    


BTCOD_LAP_NOT_AVAILABLE   
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以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_AUDIOデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_AUDIO_HEADSET_PROFILE  


BTCOD_AUDIO_HANDS_FREE   


BTCOD_AUDIO_RESERVED1   


BTCOD_AUDIO_MICROPHONE   


BTCOD_AUDIO_LOUDSPEAKER   


BTCOD_AUDIO_HEADPHONES   


BTCOD_AUDIO_PORTABLE_AUDIO  


BTCOD_AUDIO_CAR_AUDIO   


BTCOD_AUDIO_SET_TOP_BOX   


BTCOD_AUDIO_HI_FI_DEVICE   


BTCOD_AUDIO_VCR    


BTCOD_AUDIO_VIDEO_CAMERA   


BTCOD_AUDIO_CAMCORDER   


BTCOD_AUDIO_VIDEO_MONITOR   


BTCOD_AUDIO_DISPLAY_LOUDSPEAKER  


BTCOD_AUDIO_VIDEO_CONFERENCING  


BTCOD_AUDIO_RESERVED   


BTCOD_AUDIO_GAMING_TOY   


  


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_PERIPHERALデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_PP_KEYBOARD    


BTCOD_PP_POINTING_DEVICE   


BTCOD_PP_COMBO_DEVICE   


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_PERIPHERAL デバイスクラスのマイナーデバイスクラスと


組み合わせて使用します。 


BTCOD_PP_UNCATEGORIZED   


BTCOD_PP_JOYSTICK    


BTCOD_PP_GAMEPAD    


BTCOD_PP_REMOTE_CONTROL   


BTCOD_PP_SENSING_DEVICE   
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以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_IMAGINGデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_IMAGING_RESERVED1   


BTCOD_IMAGING_RESERVED2   


BTCOD_IMAGING_DISPLAY   


BTCOD_IMAGING_CAMERA   


BTCOD_IMAGING_SCANNER   


BTCOD_IMAGING_PRINTER   


 


(ⅳ)デバイスクラスパラメータの取得・設定方法 


DT-9700本体のデバイスクラスを取得する場合は、BTLib_GetLocalInfo関数を実行した後、引数の


BTST_LOCALINFO構造体の LocalMajorClass, LocalMinorClass, LocalServiceClassの各メン


バを参照します。他の Bluetooth デバイスのデバイスクラスを取得する場合は、BTLib_GetDeviceInfo


関数を実行した後、引数のBTST_DEVICEINFO構造体のMajorDeviceClass, MinorDeviceClass, 


ServiceClassの各メンバを参照します。 


DT-9700本体のデバイスクラスを設定する場合は、BTST_LOCALINFO構造体の LocalClass メン


バにデバイスクラスパラメータを設定後、BTLib_SetLocalInfo関数を実行します。 


 


※デバイスクラスパラメータの詳細につきましては、Bluetooth Assinged Numbersを参照してください。 


http://www.bluetooth.org/assigned-numbers.htm 
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(3) サービス UUIDの定義 


サービスUUIDは、通信先のBluetoothデバイスで使用可能なサービスを取得する際に使用されるパラメ


ータです。以下のパラメータが使用できます。 


BTUUID_SDP_PROTOCOL 


BTUUID_RFCOMM_PROTOCOL 


BTUUID_TCS_PROTOCOL 


BTUUID_CTP_PROTOCOL 


BTUUID_L2CAP_PROTOCOL 


BTUUID_IP_PROTOCOL 


BTUUID_UDP_PROTOCOL 


BTUUID_TCP_PROTOCOL 


BTUUID_TCS_AT_PROTOCOL 


BTUUID_OBEX_PROTOCOL 


BTUUID_FTP_PROTOCOL 


BTUUID_HTTP_PROTOCOL 


BTUUID_WSP_PROTOCOL 


BTUUID_BNEP_PROTOCOL 


BTUUID_UPNP_PROTOCOL 


BTUUID_HIDP_PROTOCOL 


BTUUID_SERVICE_DISCOVERY_SERVER  


BTUUID_BROWSE_GROUP_DESCRIPTOR  


BTUUID_PUBLIC_BROWSE_ROOT   


BTUUID_PUBLIC_BROWSE_GROUP 


BTUUID_SERIAL_PORT    


BTUUID_LAN_ACCESS_USING_PPP  


BTUUID_DIALUP_NETWORKING   


BTUUID_IR_MC_SYNC    


BTUUID_OBEX_OBJECT_PUSH   


BTUUID_OBEX_FILE_TRANSFER   


BTUUID_IR_MC_SYNC_COMMAND  


BTUUID_HEADSET    


BTUUID_CORDLESS_TELEPHONY  


BTUUID_INTERCOM    


BTUUID_FAX     


BTUUID_HEADSET_AUDIO_GATEWAY  


BTUUID_WAP     


BTUUID_WAP_CLIENT  
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BTUUID_PANU   


BTUUID_NAP   


BTUUID_GN   


BTUUID_DIRECT_PRINTING  


BTUUID_REFERENCE_PRINTING  


BTUUID_IMAGING  


BTUUID_IMAGING_RESPONDER    


BTUUID_IMAGING_AUTOMATIC_ARCHIVE  


BTUUID_IMAGING_REFERENCE_OBJECTS  


BTUUID_HANDSFREE     


BTUUID_HANDSFREE_AUDIO_GATEWAY  


BTUUID_DIRECT_PRINTING_REFERENCE_OBJECTS 


BTUUID_REFLECTED_UI     


BTUUID_BASIC_PRINTING    


BTUUID_PRINTING_STATUS    


BTUUID_HUMAN_INTERFACE_DEVICE_SERVICE  


BTUUID_HARDCOPY_CABLE_REPLACEMENT  


BTUUID_CHR_PRINT     


BTUUID_HCR_SCAN     


BTUUID_COMMON_ISDN_ACCESS   


BTUUID_VIDEO_CONFERENCING_GW   


BTUUID_PNP_INFORMATION    


BTUUID_GENERIC_NETWORKING   


BTUUID_GENERIC_FILE_TRANSFER   


BTUUID_GENERIC_AUDIO    


BTUUID_GENERIC_TELEPHONY    


BTUUID_CTP      


  


サービスクラスは、BTLib_GetServiceInfo 関数を実行したとき、BTST_DEVICEINFO 構造体の


ProfileUUID メンバに値が格納されます。 
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6-7-3.エラーフラグ 
エラーフラグの種類について説明します。エラーフラグは、エラーカテゴリフラグとエラーステータスフラグの組


み合わせとして、ライブラリ関数から戻ります。 


 


 (1) エラーカテゴリフラグ 


   エラーカテゴリフラグは、エラーが発生したカテゴリを示すためのフラグです。 


BTERR_CAT_NO_CATEGORY  


BTERR_CAT_UART   


BTERR_CAT_OSIF   


BTERR_CAT_L2HCI   


BTERR_CAT_RFCOMM   


BTERR_CAT_SDK   


BTERR_CAT_LYM   


BTERR_CAT_IPC_RPC     


BTERR_CAT_OBEX   


BTERR_CAT_BLUETOOTH  


BTERR_CAT_WSADAPTER  


BTERR_CAT_WINSOCK_2X  


BTERR_CAT_BNEP   


BTERR_CAT_WINDOWS_SYSTEM  


BTERR_CAT_WINDOWS_REGISTRY 


 


 (2) エラーステータスフラグ 


   エラーステータスフラグは、エラーの状態を示すためのフラグです。 


 BTERR_SUCCESS 


 BTERR_INVALID_PARAMETER_1  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_2  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_3  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_4  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_5  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_6  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_7  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_8  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_9  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_10 


 BTERR_INVALID_PARAMETER_11_OR_MORE 


 BTERR_FAILED     
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 BTERR_PENDING    


 BTERR_NO_MEMORY    


 BTERR_INVALID_PARAMETER   


 BTERR_OPERATION_FAILED   


 BTERR_INVALID_HANDLE   


 BTERR_CONNECTION_CLOSED   


 BTERR_BUFFER_TOO_SMALL    


 BTERR_END_OF_LIST    


 BTERR_ALREADY_EXISTS   


 BTERR_NOT_FOUND    


 BTERR_OVERFLOW    


 BTERR_TIMEOUT    


 BTERR_NOT_IMPLEMENTED   


 BTERR_NO_RESOURCES    


 BTERR_INVALID_CONNECTION   


 BTERR_UNINITIALIZED    


 BTERR_UNLOADING    


 BTERR_NO_SERVER    


 BTERR_INVALID_STATE    


 BTERR_HW_ERROR    


 BTERR_DOES_NOT_EXIST   


 BTERR_CONNECTION_FAILED   


 BTERR_CONNECTION_LOST   


 BTERR_EARLY_RETURN    


 BTERR_CANCELLED_BY_USER   


 BTERR_UNAUTHORIZED    


 BTERR_INVALID_CHANNEL   


 BTERR_CONFLICT    


 BTERR_COULD_NOT_WRITE_TO_FILE  


 BTERR_SHARE_DOES_NOT_EXIST  


 BTERR_SCATTERNET    


 BTERR_PACKET_DROPPED   


 BTERR_MALFORMED_PACKET   


 BTERR_REDUNDANT    


 BTERR_COULD_NOT_OPEN_FILE   


 BTERR_TCPIP_NOT_AVAILABLE   


 BTERR_INVALID_CRITICAL_SECTION  
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 BTERR_BIND     


 BTERR_OPENING_SOCKET    


 BTERR_MAXIMUM_RECURSION   


 BTERR_NO_MATCH    


 BTERR_PROTOCOL_UNAVAILABLE  


 BTERR_VERSION    


 BTERR_VALUE_NOT_FOUND   


 BTERR_SET_STRING_VALUE   


 BTERR_SET_UINT_VALUE   


 BTERR_SET_BIN_VALUE    


 BTERR_UNK_VALUE_TYPE   


 BTERR_MALFORMED_ADDRESS   


 BTERR_INVALID_PORT    


 BTERR_INVALID_UUID    


 BTERR_SERVICE_DOES_NOT_EXIST  


 BTERR_OBJECT_TYPE_INVALID   


 BTERR_DEFAULT_OBJECT_NOT_SET  


 BTERR_MALFORMED_PROPERTY   


 BTERR_COULD_NOT_READ_FILE   


 BTERR_FILE_NOT_FOUND   


 BTERR_DIRECTORY_NOT_FOUND  


 BTERR_CONNECTED    


 BTERR_MALFORMED_PRINTABLE_STRING 


 BTERR_MAX_FILESIZE_REACH   


 


BTERR_LIB_INIT    


BTERR_APP_EXIST    


 BTERR_DEVICE_LIST    


 BTERR_DEVICE_ADDRESS   


 BTERR_REG_OPEN    


 BTERR_REG_WRITE    


 BTERR_REG_READ    


 BTERR_REG_DELETE    


 BTERR_REG_NO_DATA    


 BTERR_REG_NOT_FOUND   


6-7-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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仮想COMポートで使用するシリアル通信関数については、Windows API関連の資料を参照してください。 


また、仮想 COMポートでシリアル通信関数を使用する際の注意点については、5-9を参照してください。 
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BTLib_Initialize 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイスの使用を開始します。Bluetooth仮想 COMポートも初期化さ


れます。 


他の Bluetooth機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 LONG BTLib_Initialize ( 


void 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  初期化に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 
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BTLib_DeInitialize 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイスの使用を終了します。Bluetooth仮想 COMポートも使用でき


なくなります。 


他の Bluetooth機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 LONG BTLib_DeInitialize ( 


void 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回 BTLib_Initialize 関数を実行


したときにエラーが発生して、DT-9700 本体の Bluetooth デバイスが使用できなくなる可能性があり


ます。 
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BTLib_GetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を取得します。本関数では、BTST_LOCALINFO 構造


体の全てのメンバが取得されます。 


Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて取得可能なパラメータについて


は、4-7-2を参照してください。 


 


書式 LONG BTLib_GetLocalInfo ( 


  BTST_LOCALINFO *LocalInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [out] DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


 


 


6-19 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


BTLib_SetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を設定します。本関数を実行する前に、


BTLib_GetLocalInfo関数を実行して、現在の Bluetoothデバイス情報を取得してください。 


本関数では、BTST_LOCALINFO 構造体のメンバのうち、Bluetooth アドレスを除く全てのデバイ


ス情報が設定されます。Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて設定可


能なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


書式 LONG BTLib_SetLocalInfo ( 


BTST_LOCALINFO *LocalInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [in] 設定する DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetoothデバイス情報のうち、Bluetooth機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth機器ア


ドレスを変更して本関数を実行すると、エラーとなります。 


暗号設定フラグは、Bluetooth 認証フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。Bluetooth 認証フ


ラグが無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 
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BTLib_Inquiry 
 


機能 Bluetooth機器の Inquiry（問い合わせ）を実行します。 


 


書式 LONG BTLib_Inquiry ( 


DWORD *DeviceNumber,  


 DWORD InquiryTime 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceNumber [out] Inquiryで発見された Bluetooth機器の数を格納する変数 


 InquiryTime [in] Inquiryを実行する時間（単位はミリ秒） 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の Inquiry失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行した後、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器のデバイス情報を


取得してください。 


 


 


 


6-21 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


BTLib_GetDeviceInfo 
 


機能 BTLib_Inquiry 関数で発見された Bluetooth 機器のデバイス情報を取得します。BTLib_Inquiry


関数を実行後、必ず本関数を実行して Bluetooth機器情報を取得してください。 


 本関数で取得できるデバイス情報は、以下の通りです。Bluetooth デバイスクラスにおいて取得可能


なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


・Bluetooth機器名 


・Bluetooth機器アドレス 


・Bluetoothデバイスクラス 


 


書式 LONG BTLib_GetDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


 DWORD DeviceNumber 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] Bluetooth機器情報を格納する構造体変数 


 DeviceNumber [in] BTLib_Inquiry関数で取得した Bluetooth機器の数 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


Bluetooth機器名が取得できなかった場合、Bluetooth機器名の変数に Bluetooth機器アドレスを


格納します。 


取得した Bluetooth 機器情報のうち、Bluetooth 機器名以外の情報は書き換えないでください。


Bluetooth機器との接続および通信ができなくなる可能性があります。 


本関数を実行すると、Bluetooth 機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth 機器のサービ


ス情報を取得する場合は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo関数を実行してください。 
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BTLib_GetServiceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のサービス情報を取得します。取得可能なサービスクラスパラメータについ


ては、4-7-2を参照してください。 


本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情


報をあらかじめ取得してください。 


 


書式 LONG BTLib_GetServiceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] Bluetooth機器情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器サービス情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロ


ファイルの種類をチェックする場合に使用してください。 


Bluetooth機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、


使用可能なプロファイルの情報をを取得できない場合があります。 


本関数を実行後、再び BTLib_GetDeviceInfo関数を実行すると、引数に格納された Bluetooth


サービス情報は消去されてしまいます。 
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BTLib_SelectDevice 
 


機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続


する Bluetooth機器を選択してください。 


 


書式 LONG BTLib_SelectDevice ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


 LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 接続する Bluetooth機器の情報 


    デフォルトの Bluetooth機器を指定する場合、NULLを指定する 


 PortName [in] 接続する通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の指定に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice関数で設定したデフォルトの Bluetooth機


器が、接続する Bluetooth機器として指定されます。 
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BTLib_SetPassKey 
 


機能 DT-9700本体の PassKey を設定します。PassKeyは、DT-9700本体で他の Bluetooth機器との


ボンドを実行する場合、および他のBluetooth機器からPassKey要求があったときに使用されます。 


パラメータの設定により、他のBluetooth機器からのPassKey要求を拒否することが可能です。設定


した PassKeyは、BTLib_SetPassKey関数および BTLib_DeInitialize関数を実行するまで有効


です。 


 


書式 LONG BTLib_SetPassKey ( 


 LPTSTR  PassKey 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ PassKey  [in] 設定するパスキー 


    NULL または空文字列(””)を指定した場合、他の Bluetooth機器 


からの PassKey要求を拒否する 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  PassKeyの設定に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 BTLib_TrustDevice関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 


他の Bluetooth機器から DT-9700 へ PassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行し


て PassKeyを設定してください。 
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BTLib_TrustDevice 
 


機能 DT-9700本体から、指定した Bluetooth機器との信頼を行います。 


 


書式 LONG BTLib_TrustDevice ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


 LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デバイスの信頼を実行する Bluetooth機器の情報 


    NULLを指定した場合、デフォルトのBluetooth機器とのデバイスの 


信頼を実行する 


 PortName [in] デフォルトで通信する設定をした通信ポート 


DeviceInfo で NULL を指定した場合のみ、以下の中から一つを指


定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器とのボンドに失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される


PassKeyを設定しておいてください。 


PassKeyを設定していない場合、または BTLib_SetPassKey関数でパラメータにNULLまたは空


文字列(“”)を指定した場合、本関数はエラーを返します。 


通信先の Bluetooth機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKeyで設定した PassKey


を自動的に送信するので、本関数を実行する必要はありません。 
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BTLib_GetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn設定を取得します。 


 


書式 LONG BTLib_GetWakeOnStatus ( 


  DWORD *WakeOnStatus 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [out] DT-9700本体の Bluetooth Wake On設定を取得する変数 


    以下の値のいずれかが取得される 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeON設定が有効 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeON設定が無効 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 
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BTLib_SetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn機能を設定します。 


 


書式 LONG BTLib_SetWakeOnStatus ( 


DWORD WakeOnStatus 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [in] DT-9700本体の Bluetooth WakeOnを設定する変数 


    以下の値のいずれかを設定する 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeOn設定を有効にする 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeOn設定を無効にする 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth WakeOn設定は、DT-9700をサスペンドする前に実行してください 
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BTLib_RegisterLocalInfo 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


登録したデバイス情報は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに再設定されます。 


 


書式 LONG BTLib_RegisterLocalInfo ( 


  void 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に


BTLib_SetLocalInfo関数を実行して、Bluetoothデバイス情報を変更してください。 
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BTLib_RegisterDeviceInfo 
 


機能 Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


 


書式 LONG BTLib_RegisterDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 登録する Bluetooth機器の情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリへの登録失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 登録するBluetooth機器情報のBluetoothアドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前


登録した Bluetooth機器情報は上書きされます。 
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BTLib_SearchDeviceInfo 
 


機能 検索キーを指定して、Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


 検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数のみを取得することも可能です。 


 


書式 LONG BTLib_SearchDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


DWORD *DeviceNumber,  


  LPTSTR SearchKey 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] キーと一致した Bluetooth機器の情報 


    DeviceNumberで指定した数以上の配列を用意する 


NULL を指定した場合、キーと一致した Bluetooth機器の数のみを


返す 


DeviceNumber [in / out] 取得する Bluetooth機器情報の最大値を設定する 


実行後、キーと一致した Bluetooth機器の数が格納される 


 SearchKey [in] Bluetooth機器情報検索キー 


    Bluetoothアドレスまたは Bluetooth機器名を指定する 


NULL を指定した場合、レジストリに登録されている全ての


Bluetooth機器の情報を返す 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの検索失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


DeviceNumberで小さい値を指定すると、キーと一致したBluetooth機器情報が完全には取得でき


ない場合があります。キーと一致すると想定される Bluetoothデバイスの個数よりも大きい値を指定し


てください。 


検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致


する Bluetooth機器情報の数のみを取得してください。その後、Bluetooth機器情報を格納する構


造体の変数を動的に確保し、再度同じ検索キーを使用して Bluetooth 機器情報を取得してく


ださい。 
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BTLib_DeleteDeviceInfo 
 


機能 指定した Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


 


書式 LONG BTLib_DeleteDeviceInfo ( 


  BT_DEVICEINFO *DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 削除する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの削除失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 指定するBluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth 機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth 機器情


報と一致しない場合、エラーとなります。 
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BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器の情報を取得します。 


 


書式 LONG BTLib_GetDefaultDeviceInfo ( 


BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] デフォルトの Bluetooth機器の情報を取得する構造体 


 PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定していない場合、エラーとなります。 
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BTLib_SetDefaultDevice 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定します。 


本関数で設定したデフォルトの Bluetooth機器は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに有


効となります。 


 


書式 LONG BTLib_SetDefaultDevice ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


  LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デフォルトに設定する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


    NULLを指定した場合、デフォルトで通信するデバイスを設定しない 


PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを選択する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の設定失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器


は変更されません。 


関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器情報をレジストリ


に登録しておく必要ががあります。 


関数で使用する Bluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してく


ださい。Bluetooth機器情報がレジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致しない


場合、エラーとなります。 
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6-8.各プロファイルの Bluetooth機器接続手順 
 DT-9700がサポートしているプロファイルを使用して、他の Bluetooth機器との接続および通信を行う手順を


示します。 


 


6-8-1.通信する Bluetooth機器情報の登録 
DT-9700 本体の Bluetooth デバイスをマスタモードで使用する場合には、以下の手順に従って通信する


Bluetooth機器の登録を行ってください。 


 


(1) Bluetoothデバイスの初期化 


BTLib_Initialize 


(2) Bluetoothデバイスの情報設定 


BTLib_GetLocalInfo 


BTLib_SetLocalInfo 


(10) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(9) Bluetooth機器との


通信を実行 


(8) デフォルトで通信する 


Bluetooth機器を指定 


BTLib_SetDefaultDevice 


(7) 通信するBluetooth機器の


情報をレジストリへ登録 


BTLib_RegistDeviceInfo


(6) 通信するBluetooth機器の


サービス情報取得 


BTLib_GetServiceInfo 


(5) 通信するBluetooth機器の


機器情報取得 


BTLib_GetDeviceInfo 


(4) 通信するBluetooth機器の


Inquiry（問い合わせ） 


BTLib_Inquiry 


(3) Bluetoothデバイスの 


情報をレジストリへ登録 


BTLib_RegistLocalInfo 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・手順(6)は省略することが可能です。 


・デフォルトで通信する Bluetooth機器を指定する場合は、手順(8)を実行してください。 


・Bluetooth機器情報の登録終了後直ちに通信を行う場合は、手順(9)を実行してください。 
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6-8-2.シリアルプロファイル使用時の接続方法 
シリアルプロファイルを使用する場合、DT-9700本体の Bluetoothデバイスの動作モードによって、2通りの


接続方法があります。 


 


(1) クライアント（マスタ）モードで接続する場合 


 


(4) Bluetooth Passkeyの設定


  BTLib_SetPassKey 


(3) 通信する Bluetooth機器を選択 


BTLib_SelectDevice 


(2) 通信する Bluetooth機器の 


情報をレジストリから取得 


BTLib_SearchDeviceInfo 


(1) Bluetoothデバイスの初期化 


BTLib_Initialize 


(8) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(7) Bluetooth接続の切断 


（仮想 COMポートのクローズ） 


CloseHandle 


(6) Bluetooth機器との通信を実行 


WriteFile / ReadFile等 


(5) Bluetooth機器との接続 


  （仮想 COMポートのオープン）


  CreateFile 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・デフォルトの Bluetooth機器と接続する場合、手順(2)と手順(3)は不要です。 


・通信先の Bluetooth機器が PassKeyを要求する場合は、手順(4)を実行してください。 


・複数の Bluetooth機器とシリアル通信を行う場合は、手順(2)から手順(7)を繰り返し実行してください。 
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(2) サーバ（スレーブ）モードで接続する場合 


 


(6) Bluetooth機器との接続 


通信先の Bluetooth機器で


接続操作を実行 


(7) Bluetooth機器との通信を実行 


WriteFile / ReadFile等 


(8) Bluetooth機器の切断 


通信先の Bluetooth機器で


切断操作を実行 


(9) 仮想 COMポートのクローズ 


CloseHandle 


(10) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(5) 仮想 COMポートのオープン


CreateFile 


(4) Bluetooth Passkeyの設定


  BTLib_SetPassKey 


(3) Bluetoothデバイスの情報を 


レジストリへ登録 


BTLib_RegisterLocalInfo 


(2) Bluetoothデバイスの情報設定 


BTLib_GetLocalInfo 


BTLib_SetLocalInfo 


(1) Bluetoothデバイスの初期化 


BTLib_Initialize 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・サーバモードで接続する場合、DT-9700本体に Bluetooth機器情報を登録する必要はありません。 


・複数の Bluetooth機器とシリアル通信を行う場合は、手順(2)から手順(9)を繰り返し実行してください。 
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6-8-3.ダイヤルアッププロファイル使用時の接続方法 
 


 (5) Bluetooth Passkeyの設定


  BTLib_SetPassKey 


(6) ダイヤルアップ接続の実行 


(7) Bluetooth機器との通信を実行 


通信ソフトまたはユーザアプリ 


ケーションを使用 


(9) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(1) 使用する仮想 COMポートを 


指定してダイヤルアップ接続を作成 


(4) 通信する Bluetooth機器を選択 


BTLib_SelectDevice 


(3) 通信する Bluetooth機器の 


情報をレジストリから取得 


BTLib_SearchDeviceInfo 


(2) Bluetoothデバイスの初期化 


BTLib_Initialize 


(8) ダイヤルアップ接続の切断 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・手順(1)、(6)、(7)、(8)は、DT-9700のコントロールパネル「ダイヤルアップとネットワーク接続」を操作してくだ


さい。具体的な操作方法については、別途マニュアルを参照してください。 


・デフォルトの Bluetooth機器と接続する場合、手順(3)と手順(4)は不要です。 


・通信先の Bluetooth機器が PassKeyを要求する場合は、手順(4)を実行してください。 


・複数の Bluetooth 機器とダイヤルアップ通信を行う場合は、手順(3)から手順(8)を繰り返し実行してくださ


い。 
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6-39 


6-8-4.LANプロファイル使用時の接続方法 
 


 (5) LAN接続の実行


(6) Bluetooth機器との通信を実行 


通信ソフトまたはユーザアプリ 


ケーションを使用 


(8) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(4) Bluetooth Passkeyの設定


  BTLib_SetPassKey 


(3) 通信する Bluetooth機器を選択 


BTLib_SelectDevice 


(2) 通信する Bluetooth機器の 


情報をレジストリから取得 


BTLib_SearchDeviceInfo 


(1) Bluetoothデバイスの初期化 


BTLib_Initialize 


(5) LAN接続の切断


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・手順(5)、(6)、(7)は、DT-9700 のコントロールパネル「ダイヤルアップとネットワーク接続」を操作してください。


具体的な操作方法については、別途マニュアルを参照してください。 


・デフォルトの Bluetooth機器と接続する場合、手順(2)と手順(3)は不要です。 


・通信先の Bluetooth機器が PassKeyを要求する場合は、手順(4)を実行してください。 


・複数の Bluetooth 機器とダイヤルアップ通信を行う場合は、手順(2)から手順(7)を繰り返し実行してくださ


い。 
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§８．FLINK ライブラリ 
 


８-1.機能 
FLINK ライブラリは、FLCEの通信機能と同等の機能をWindowsCEアプリケーションで実現するためのライブラリです。 


なお、本体に内蔵している FLCE.EXEは、本 FLINK ライブラリを使用していません。 


 


 


８-2.動作環境 
■機種 DT-9700 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


８-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1 or SP2 


■Microsoft Visual Studio .NET 2003 


 


 


８-4.提供ファイル 
■flinklib.lib インポートライブラリ  


■flinklib.h ヘッダファイル 


 


８-5.使用方法 
・開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル「flinklib.h」をインクルードし、インポートライブラリ


「flinklib.lib」を使用するライブラリとして指定してください。 


 


 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


8-2 


８-6.ライブラリで使用される構造体の定義 


FLK_RSPRM構造体 


シリアルポートの情報を格納する構造体です。 


typedef struct{ 


  WORD speed; // 転送速度    FLK_B1200～FLK_B115K 


  WORD length; // データ長    FLK_CHAR8 


  WORD parity; // パリティ     FLK_PARI_NON  パリティなし 


    //              FLK_PARI_ODD  奇数 


    //              FLK_PARI_EVN  偶数 


  WORD stop_bit // ストップビット  FLK_STOP1  １ビット 


    //              FLK_STOP2  ２ビット 


 }FLK_RSPRM; 


 


    FLK_RSPRM構造体を使用する関数は以下の通りです。 


    FLKOpen 


 


 


FLK_STATUS構造体 


FLINK ライブラリの状態を格納する構造体です。 


 typedef struct { 


  WORD status;  //コマンド実行ステータス 


WORD function;  //コマンド種類 


 TCHAR *filename;       //送受信の名前 


  DWORD total_size;        //１回の転送の総バイト数 


 DWORD total_count; //１回の転送の転送済みバイト数 


  DWORD file_size;        //転送中のファイルサイズ 


  DWORD file_count; //転送中のファイルの転送済みバイト数 


} FLK_STATUS; 


 


    FLK_STATUS構造体を使用する関数は以下の通りです。 


    FLKReadStatus 
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FLK_ERRINFO構造体 


  エラー情報を格納する構造体です。 


 typedef struct{ 


  BYTE kind;  //エラー種別 


  BYTE command;  //コマンド種別 


  BYTE  category;  //カテゴリ 


  BYTE detail;  //エラー詳細 


  DWORD biosStat;  //GetLastError()で取得したエラーコード 


 }FLK_ERRINFO; 


 


  FLK_ERRINFO構造体を使用する関数は以下の通りです。 


  FLKReadErrStat 


 


 


FLK_DATETIME構造体 


    日付時刻を格納する構造体です。 


 typedef struct{ 


  BYTE day;  // 日(1-31) 


  BYTE month;  // 月(1-12) 


  WORD year;  // 年(1980-2079） 


  BYTE sec;  // 秒(0-59) 


  BYTE min;  // 分(0-59) 


  BYTE hour;  // 時(0-23) 


 }FLK_DATETIME; 


 


  FLK_DATETIME構造体を使用する関数は以下の通りです。 


   FLKMakeDir 


    FLKGetFileInfo 


    FLKSetFileInfo 


    FLKDateTime 
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FLK_FINFO構造体 


    ファイル情報を格納する構造体です。 


 


 typedef struct{ 


  TCHAR      name[256] // 検索されたファイル名（フルパス） 


  FLK_DATETIME datetime; // 日付時刻格納エリア 


        DWORD     size  // サイズ  


  BYTE      atr;  // 属性  


     FLK_A_NORMAL ;通常ファイル 


     FLK_A_HIDDEN :不可視ファイル 


     FLK_A_RDONLY :読み出し専用ファイル 


     FLK_A_SYSTEM :システムファイル 


     FLK_A_ARCH :アーカイブ 


 }FLK_FINFO; 


 ※FLK_A_NORMALはDT900の_A_NROMALとの互換のために用意していますが、値は 0に定義されているため、


設定してもしなくても動作に変化はありません。 


  FLK_FINFO構造体を使用する関数は以下の通りです。 


   FLKGetFileInfo 


    FLKSetFileInfo 


 


 


FLK_DINFO構造体 


    ディスク情報を格納する構造体です。 


 


 typedef struct{ 


  DWORD    size;  // ディスク容量 


  DWORD freex;  // ディスク空き容量 


 BYTE status  // ディスク状態  


     FLK_DINFO_NORMAL：ディスク有り（フォーマット済み） 


     FLK_DINFO_NOFMT：ディスク有り（未フォーマット） 


     FLK_DINFO_NODISK：ディスクなし 


 }FLK_DINFO; 


    FLK_DINFO構造体を使用する関数は以下の通りです。 


   FLKGetDiskInfo 
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FLK_SYSINFO構造体 


    システム情報を格納する構造体です。 


 


 typedef struct{ 


  WORD     id;  // セッション ID(PC との接続時は０） 


  BYTE ftpver;  // プロトコルバージョン 


        BYTE code[3];  // 機種コード  


  BYTE model;  // モデル情報 


 }FLK_SYSINFO; 


 


    FLK_SYSINFO構造体を使用する関数は以下の通りです。 


   FLKGetSysInfo 
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８-７.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 (DT900の関数名) 機能 
01 FLKOpen cu_open 回線オープン 
02 FLKFileSend cu_fileSend ファイル送信 
03 FLKFileAdd cu_fileAdd ファイル追加 
04 FLKFileRecv cu_fileRecv ファイル受信 
05 FLKClose cu_close 回線クローズ 
06 FLKReadErrStat cu_readErrStat エラー情報の取得 
07 FLKReadStatus －－－ 進捗情報のリード 
08 FLKIdle cu_idle アイドル遷移 
09 FLKCmdRecv cu_cmdRecv コマンド受信待ち 
10 FLKFileDelete cu_fileDelete ファイル削除 
11 FLKFileMove cu_fileMove ファイル移動 
12 FLKMakeDir cu_makeDir ディレクトリ作成 
13 FLKGetFileInfo cu_getFileInfo ファイル情報の取得 
14 FLKSetFileInfo cu_setFileInfo ファイル情報の設定 
15 FLKGetDiskInfo cu_getDiskInfo ディスク情報の取得 
16 FLKDateTime cu_dateTime 日付時刻の取得および設定 
17 FLKGetSysInfo cu_getSysInfo システム情報の取得 
18 FLKMsgSend cu_msgSend 画面表示メッセージの送信 
19 FLKBeep cu_beep ブザー鳴動 
 －－－ cu_setIoboxInfo IOBOX情報設定は未サポート 
 －－－ cu_fchklog_Create FCHK リストファイルの作成は未サポート 
 －－－ cu_fchklog_Check FCHK リストファイルのチェックは未サポート 


 


 


関数名の規則（DT900の通信ユーティリティとの比較） 


以下の規則で、DT900の通信ユーティリティから名前を変更しました。 


 
 DT900 本ライブラリ 
関数名 cu_で始まる FLKで始まる 
 cu_の後の最初の文字は小文字 FLKの後の最初の文字は大文字 
構造体名 CU_で始まる FLK_で始まる 
定数名 CU_で始まる FLK_で始まる 
関数の戻り値 E_OK/E_NG/E_PRM FLK_OK/FLK_NG/FLK_PRM 
パラメータ B/H/W BYTE/WORD/DWORD 


 


 


 


８-８.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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FLKOpen 
 
機能 回線オープンします。 
 通信ポートの初期化およびセッションの確立を行います。 
 相手局のシステム情報の取得を行います。 
 
書式 HANDLE FLKOpen(TCHAR *device, char *cString,FLK_RSPRM *rsPrm,WORD mode  


HWND hWnd、UINT message) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ TCHAR device 使用デバイスを指定します。 
   "COM1" シリアル（COM1) 
   "IRDA" 赤外線 
   "LAN" LAN 
 
 char * cString 通信パラメータを設定します 
   FLK_DEVICE_COM1指定時 ：無視します 
   FLK_DEVICE_IRDA指定時 ：無視します 
   FLK_DEVICE_LAN指定時 ：ホスト PCの IPアドレスを指定します 
 
 FLK_RSPRM *rsPrm 通信パラメータを設定します 
   FLK_DEVICE_COM1指定時 ：COMポート通信パラメータを指定します 
   FLK_DEVICE_IRDA指定時 ：無視します 
   FLK_DEVICE_LAN指定時 ：無視します 
 
 WORD mode 局モード 
   FLK_MODE_HT  ：HTモード 
   FLK_MODE_PC  ：PCモード 
 
 HWND hWnd メッセージを通知するウインドウの、ウインドウハンドルを指定します。 
   NULLを指定された場合はメッセージ通知しません。 
 
 UINT message アプリケーションへ通知するメッセージ番号を指定します。 
 
 
戻り値 FLK_PRM パラメータエラー 
 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
       上記以外   FLINK ライブラリのハンドル（正常終了） 
 
 
メッセージ 


WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END - オープン処理が正常終了した 
FLK_COMMAND_ERROR - オープン処理が異常終了した 


 
 
インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKFileSend 
 


機能 指定された複数ファイルを一括して送信します。 


 転送先ディレクトリが存在しない場合は自動的に生成します。 


 


書式 DWORD FLKFileSend(HANDLE hPort, WORD mode, TCHAR *fName,  


TCHAR *dir, WORD protect) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 WORD mode 転送モード（通常転送か再起呼び出し転送かを指定します） 


   FLK_TRANS_NORMAL ：通常転送 


   FLK_TRANS_RECURSIVE ：再起呼び出し転送 


 TCHAR *fName 送信元ファイル名（フルパスで指定、ワイルドカード可能） 


 TCHAR *Dir 送信先フォルダ名（フルパスで指定） 


 WORD protect 強制上書きフラグ（受信側に同一ファイルが書込み禁止属性で存在した場合、 


   属性変更して書き込むかを指定します） 


   FLK_PROTECT_VALID  ：強制書き込みしない 


   FLK_PROTECT_INVALID ：強制書き込みする 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END － 指定した全ファイルの送信が完了した 
FLK_COMMAND_ERROR － ファイル送信がエラーにより終了した 
FLK_STATUS_CHANGE1 － １つのファイルの送信が始まった 


FLKReadStatus()関数で送信ファイル名を取得できます。 
FLK_STATUS_CHANGE2 － ファイル転送バイト数に変化があった 


FLKReadStatus()関数で転送バイト数を取得できます。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKFileAdd 
 


機能 指定したファイルを相手局の既存ファイルに追加します。 


 送信元、追加先ファイル名とも複数ファイルの指定および、ワイルドカードの指定はできません。 


 追加先ファイル名が相手局側に存在しない場合、新規にファイルを作成します。 


 


書式 DWORD FLKFileAdd(HANDLE hPort, TCHAR *sfName, TCHAR *rfName) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 TCHAR *sfName 送信元ファイル名（フルパスで指定） 


 TCHAR *rfName 追加先ファイル名（フルパスで指定） 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END － 指定したファイルの追加が完了した 
FLK_COMMAND_ERROR － ファイル追加がエラーにより終了した 
FLK_STATUS_CHANGE1 － ファイル追加送信が始まった 


FLKReadStatus()関数で送信ファイル名を取得できます。 
FLK_STATUS_CHANGE2 － ファイル転送バイト数に変化があった 


FLKReadStatus()関数で転送バイト数を取得できます。 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKFileRecv 
 


機能 指定された複数ファイルを一括して受信します。 


 受信先ディレクトリが存在しない場合は自動的に作成します。 


 


書式 DWORD FLKFileRecv(HANDLE hPort, WORD mode, TCHAR *fName,  


TCHAR *dir, WORD protect) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 WORD mode 転送モード（通常転送か再起呼び出し転送かを指定します） 


   FLK_TRANS_NORMAL   ：通常転送 


   FLK_TRANS_RECURSIVE ：再起呼び出し転送 


 TCHAR *fName 受信ファイル名（フルパスで指定、ワイルドカード可能） 


 TCHAR *Dir 受信フォルダ名（フルパスで指定） 


 WORD protect 強制上書きフラグ（受信側に同一ファイルが書込み禁止属性で存在した場合、 


   属性変更して書き込むかを指定します） 


   FLK_PROTECT_VALID  ：強制書き込みしない 


   FLK_PROTECT_INVALID ：強制書き込みする 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END － ファイルの受信が完了した 
FLK_COMMAND_ERROR － ファイル受信がエラーにより終了した 
FLK_STATUS_CHANGE1 － １ファイルの受信が始まった 


FLKReadStatus()関数でファイル名を取得できます。 
FLK_STATUS_CHANGE2 － ファイル転送バイト数に変化があった 


FLKReadStatus()関数で転送バイト数を取得できます。 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKClose 
 


機能 クローズします。 


 終了指示コマンドを相手に送信することにより、セッションを開放します。 


 その際、送信権モード時に限り、相手局に対して終了指示コマンドを送信します。 


 ただし、すでにエラーが発生していた場合は送信されません。 


 


書式 DWORD FLKClose(HANDLE hPort、WORD endKind) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 WORD endKind 相手局への終了指示（送信権局モードのみ有効） 


   FLK_CLOSE_NORMAL ：正常終了 


   FLK_CLOSE_RESET ：リセット指示 


   FLK_CLOSE_FORMAT_A ：A ドライブフォーマット指示 


   FLK_CLOSE_FORMAT_B ：B ドライブフォーマット指示 


   FLK_CLOSE_FORMAT_C ：C ドライブフォーマット指示 


   FLK_CLOSE_PWROFF ：電源 OFF指示 


   これらのパラメータは相手局へ通知するだけです。 


   FLKIdle又は FLKCmdRecv関数が正常終了したとき、FLKReadErrStat関数で 


   相手局からどのコードを指定されたかを知ることができます。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END - クローズ処理が正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR - クローズ処理が異常終了した。 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKReadStatus 
 
機能 FLINK ライブラリ内の通信状態を取得します。 
 
書式 DWORD FLKReadStatus(HANDLE hPort、FLK_STATUS *flkstatus) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort  オープン時に取得したハンドル 
 
 FLK_STATUS *flkstatus 通信状態格納エリア 
 
 
 FLK_STATUSのメンバーには以下の内容が設定されます。 
 status  最後に実行したコマンドが実行中か、終了したかの状態がセットされます。 
   FLK_ STATUS _RUNNING 実行中 
   FLK_ STATUS _END 正常終了 
   FLK_ STATUS _ERROR エラー発生により中断 


function と FileNameには以下の状態がセットされます。 
ただし、関数呼び出し時に、FileName メンバに NULLが指定されていた場合には、FileNameには 
なにも設定されません。 
 


function FileName 内容 
FLK_SND_EXEC 送信ファイル名 ファイル送信中 
FLK_RCV_EXEC 受信ファイル名 ファイル受信中 
FLK_ADDSND_EXEC 送信ファイル名 ファイル追加送信中 
FLK_ADDRCV_EXEC 送信元ファイル名 ファイル追加受信中 
FLK_DELETE_EXEC 削除ファイル名 相手局のファイル削除要求中 
FLK_DELETE_RECV 削除ファイル名 自局のファイル削除中 
FLK_MOVE_EXEC 移動元のファイル名 相手局のファイルの移動要求中 
FLK_MOVE_RECV 移動元のファイル名 自局のファイル移動中 
FLK_MAKEDIR_RECV 作成ディレクトリ名 ディレクトリ作成中 
FLK_DATETIME_EXEC －－－－ 相手局の日付時刻変更要求中 
FLK_DATETIME_RECV －－－－ 日付時刻変更要求受信 
FLK_DATETIME_SEND －－－－ 相手局の日付時刻送信 
FLK_MESSAGE_RECV 要求された表示メッセージ メッセージ表示要求受信 
FLK_BUZZER_RECV －－－－ ブザー鳴動要求受信 
FLK_GETFILEINFO_RECV 処理中のファイル名 ファイル情報取得要求受信 
FLK_SETFILEINFO_RECV 処理中のファイル名 ファイル情報設定要求中 
FLK_GETDISKINFO_RECV ドライブ名 ディスク情報受信中 


 
total_size  一回のコマンド単位で転送する総バイト数がセットされる。 


 total_count 一回のコマンド単位で転送され送バイト数の内、転送済みバイト数 
 file_size  １ファイルの転送バイト数（ファイルサイズ） 
 file_count  １ファイルの転送済みバイト数 
 
 
戻り値 FLK_OK  正常終了 
 FLK_PRM パラメータエラー 
 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
 
 
メッセージ 
 メッセージはありません。 
 
 
インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKReadErrStat 
 
機能 エラー情報を取得します。 
 また、相手局からの終了指示コマンド受信時、カテゴリコード、エラー詳細コードを取得します。 
 取得後エラー情報はクリアされます。 
 
 
書式 DWORD FLKReadErrStat（ＨＡＮＤＬＥ hPort , FLK_ERRINFO *errinfo） 
 
 
ﾊﾟﾚﾒｰﾀ HANDLE hPort  オープン時に取得したハンドル 
 


FLK_ERRINFO *errinfo エラー情報設定エリア 
 
 
構造体 
     エラー情報を格納する構造体です。 
 typedef struct{ 
  BYTE kind;  //エラー種別 
  BYTE command;  //コマンド種別 
  BYTE  category;  //カテゴリ 
  BYTE detail;  //エラー詳細 
  DWORD biosStat;  //GetLastError()で取得したエラーコード 
 }FLK_ERRINFO; 
 
 
 kind：エラー種別 
  
                                                     


                        送信権局種別（送信権局/被送信権局）   


                            0：送信権局 


                              1：被送信権局 


          予約              動作モード種別（ＨＴモード/ＰＣモード） 


                              0：ＨＴモード 


                              1：ＰＣモード 


                          エラー検出局 


                              0：自局                         


                              1：相手局 
 
 
戻り値 FLK_OK  正常終了 
 FLK_PRM パラメータエラー 
 
 
メッセージ 
 メッセージはありません。 
 
 
インクルード #include <flinklib.h> 
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エラー情報の取得 コマンド種別・エラー状態 一覧 


コマンド種別 


値 シンボル 意味 


００ｈ FLK_CMD_NON 該当コマンドなし 


０１ｈ FLK_CMD_FSEND_TINFO ファイル転送情報コマンド 


０２ｈ FLK_CMD_FSEND_FINFO ファイル情報コマンド 


０３ｈ FLK_CMD_FRECV_TREQ ファイル受信要求コマンド 


０４ｈ FLK_CMD_FADD ファイル追加コマンド 


０５ｈ FLK_CMD_FDATA ファイルデータコマンド 


０６ｈ FLK_CMD_FDEL ファイル削除コマンド 


０７ｈ FLK_CMD_FMOV ファイル移動コマンド 


０８ｈ FLK_CMD_MAKEDIR ディレクトリ作成コマンド 


０９ｈ FLK_CMD_TIME_SET 日付時刻設定コマンド 


０Ａｈ FLK_CMD_TIME_GET 日付時刻取得コマンド 


０Ｂｈ FLK_CMD_DISP メッセージ表示コマンド 


０Ｃｈ FLK_CMD_BEEP ブザー鳴動コマンド 


０Ｄｈ FLK_CMD_FINFO_GET ファイル情報取得コマンド 


０Ｅｈ FLK_CMD_FINFO_SET ファイル情報設定コマンド 


０Ｆｈ FLK_CMD_DINFO_GET ディスク情報取得コマンド 


１０ｈ FLK_CMD_SYS_GET システム情報取得コマンド 


１１ｈ FLK_CMD_IDLE ＩＤＬＥ通知コマンド 


１２ｈ FLK_CMD_END 終了指示コマンド 


 


カテゴリコード・エラー詳細コード 


 カテゴリとエラー詳細コードの組み合わせによりエラー状態を表す。 


 


値 


カテゴリ 詳細 


意味 


正常終了状態 


００ｈ ００ｈ 正常終了 


ＤＣｈ 


 ～Ｆ５ｈ 


００ｈ フォーマット指示コマンド（Ａ～Ｚ） 


 


Ｆ６ｈ ００ｈ 電源 OFF 終了通知 


Ｆ７ｈ ００ｈ リセット指定終了通知 


Ｆ８ｈ ００ｈ 中断キーによる終了通知 


Ｆ９ｈ 


 ～ＦＦｈ 


  － 予約領域 


プロトコルエラー 


０１ｈ ００ｈ 受信ﾌﾚｰﾑﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ未定義ｴﾗｰ 


 ０１ｈ 受信ﾌﾚｰﾑｻﾌﾞﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ未定義ｴﾗｰ 


 ０３ｈ 受信ﾌﾚｰﾑﾁｪｯｸｻﾑｴﾗｰ 


 ０４ｈ ｼｰｹﾝｽｴﾗｰ 


 ０５ｈ ｼｰｹﾝｽ番号ｴﾗｰ 


 ０７ｈ 受信ﾌﾚｰﾑ内情報ﾊﾟﾗﾒｰﾀｴﾗｰ 


 ０８ｈ 受信タイムアウト 


 １０ｈ ｺﾏﾝﾄﾞﾚﾝｸﾞｽｴﾗｰ 


ファイルエラー［プロトコル論理］ 


０４ｈ ００ｈ  リードオンリィファイルアクセスエラー 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


8-15 


 
ユーティリティエラー 


１０ｈ ００ｈ 回線オープンエラー   ・回線がオープンされていない 


            ・オープン時にエラーが発生していないか確認 


 ０１ｈ 使用関数フェーズエラー ・関数の使い方に誤りがある。 


            ・動作ﾓｰﾄﾞ／送信権局ﾓｰﾄﾞを確認 


 ０２ｈ 使用関数パラメータエラー・関数パラメータに誤りがある 


            ・指定パラメータを確認 


 ０３ｈ 指定ファイル未検出エラー・定されたファイルが存在しない 


            ・指定ファイルを確認 


 ０４ｈ 相手局未検出      ・ｾｯｼｮﾝ確立待ちﾀｲﾑｱｳﾄ 


            ・通信設定、回線経路を確認 


 ０５ｈ システム日付設定エラー ・指定日付を確認 


 ０６ｈ システム時刻設定エラー ・指定時刻を確認 


   


   


 ０９ｈ 致命的エラー       


 ０Ａｈ 通信中回線断エラー   ・通信中に回線が切断された。回線経路を確認  


 ０Ｂｈ ドライブ容量不足    ・指定ドライブの容量が足りない 


 ０Ｃｈ コマンド実行中エラー  ・コマンド実行中に次のコマンドを実行した。 


ファイルエラー［ファイル関数］ 


１１ｈ ００ｈ クリエートエラー 


 ０１ｈ オープンエラー 


 ０２ｈ リードエラー 


 ０３ｈ ライトエラー 


 ０４ｈ シークエラー 


 ０５ｈ ファイル削除エラー 


 ０６ｈ ディレクトリ削除エラー 


 ０７ｈ ファイル名変更移動エラー 


 ０８ｈ タイムスタンプ設定エラー 


 ０９ｈ タイムスタンプ取得エラー 


 ０Ａｈ ファイル属性設定エラー 


 ０Ｂｈ ファイル属性取得エラー 


 ０Ｃｈ ディレクトリ作成エラー 


 ０Ｄｈ ファイルサイズ変更エラー 


システム異常エラー 


０Ｆｈ ０ｘｈ ＦＴＰ部内部エラー 


 １ｘｈ 通信ユーティリティ内部エラー 
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FLKIdle 
 


機能 アイドル通知送信後、相手局からのコマンド受信待ち状態となります。 


HTモード時のみ使用可能です。 


 終了指示コマンドを受信するか、エラーが発生するまで、相手局から受信したコマンドを順次実行します。 


  


書式 DWORD FLKIdle(HANDLE hPort, TCHAR *script) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


TCHAR *script スクリプトファイル名（ファイル名のみ。拡張子を含め 13文字以内） 


未設定時は NULLを指定します。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END － 相手局から終了指示コマンドを受信した。 
FLK_COMMAND_ERROR － エラーが発生により、コマンドが終了した。 
FLK_STATUS_CHANGE1 － コマンドに変化があったときに通知されます。 


コマンドの内容は、FLKReadStatus関数で取得できます。 
FLK_STATUS_CHANGE2 － ファイル転送バイト数に変化があった 


FLKReadStatus()関数で転送バイト数を取得できます。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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 FLKCmdRecv 
 


機能 HTからのコマンド受信待ち状態となります。 


PCモード時のみ使用可能です。 


 アイドル通知コマンド、終了指示コマンドを受信するか、エラーが発生するまで、 


相手局から受信したコマンドを順次実行します。 


  


書式 DWORD FLKCmdRecv(HANDLE hPort, WORD *eｎｄＫｉｎｄ, TCHAR *script) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 WORD *endKind 終了種別フラグ設定エリア（正常終了時のみ有効） 


   CU_RECV_END :終了指示受信 


   CU_RECV_IDLE :ＩＤＬＥ通知受信 


TCHAR *script スクリプトファイル名（ファイル名のみ。拡張子を含め 13文字以内） 


   相手局からスクリプトが指定された場合には、scriptで指定されたエリアへ 


   スクリプト名が設定されます。スクリプトが指定されない場合は、NULLを設定します。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END － 相手局から終了指示又は IDLE通知コマンドを受信した。 
FLK_COMMAND_ERROR － エラー発生によりコマンドが終了した。 
FLK_STATUS_CHANGE1 － コマンドに変化があったときに通知されます。 


コマンドの内容は、FLKReadStatus関数で取得できます。 
FLK_STATUS_CHANGE2 － ファイル転送バイト数に変化があった 


FLKReadStatus関数で転送バイト数を取得できます。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKFileDelete 
 


機能 ファイルを削除します。 


 


書式 DWORD FLKFileDelete(HANDLE hPort, TCHAR *fName) 


 


ﾊﾟﾚﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 TCHAR *fName 削除するファイル名（フルパスで指定。ワイルドカード可能） 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END － ファイル削除が正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR － ファイル削除がエラー終了した。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKFileMove 
 


機能 ファイルを移動します。同一フォルダを指定している場合は、ファイル名を変更します。 


 


書式 DWORD FLKFileMove(HANDLE hPort, TCHAR *sfName, TCHAR *dfName) 


 


ﾊﾟﾚﾒｰﾀ HANDLE hPort    オープン時に取得したハンドル 


 TCHAR *sfName    移動元ファイル名（フルパスで指定） 


 TCHAR *dfName    異動先ファイル名（フルパスで指定） 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END － ファイル削除が正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR － ファイル削除がエラー終了した。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKMakeDir 
 


機能 ディレクトリを作成します。 


 


書式 DWORD FLKMakeDir(HANDLE hPort, TCHAR *mDir, FLK_DATETIME *datetime,BYTE atr) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort  オープン時に取得したハンドル 


 TCHAR *mDIR  作成ディレクトリ名 


 FLK_DATETIME *datetime 日付格納エリア 


 BYTE  atr  属性（OR指定による複数指定可） 


    FLK_A_NORMAL ：通常ファイル 


    FLK_A_HIDDEN ：不可視ファイル 


    FLK_A_RDONLY ：読み出し専用ファイル 


    FLK_A_SYSTEM ：システムファイル 


    FLK_A_SUBDIR ：ディレクトリ 


    FLK_A_ARCH  ：アーカイブ 


    ※FLK_A_NORMALの値は 0なので、設定する必要はありません。また、 


FLK_A_SUBDIRはライブラリ内で自動手的に OR されます。 


    


 日付時刻を指定しない場合には、datetime構造体のメンバーの、 


yearに 0xFFFF、day,month,sec,min,hourに 0xFFを設定してください。 


 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END  － ディレクトリ作成が正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR － ディレクトリ作成がエラー終了した。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKGetFileInfo 
 


機能 相手局側の指定ファイル情報（ファイルサイズ・タイムスタンプ・属性）の取得を行います。 


検索ファイル名と一致するファイルの情報がファイル情報エリアに設定されます。 


ワイルドカード指定時は１回目に「最初の取得」、２回目以降に「次情報取得」を指定します。 


ワイルドカード指定時は、この関数を連続的に呼ぶ必要があります。 


他の通信関数を使用すると、次情報取得は行えなえません。 


 


書式 DWORD FLKGetFileInfo(HANDLE hPort, WORD mode, TCHAR *fName, FLK_FINFO *fInfo) 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


WORD mode 最初／次フラグ 


       FLK_GET_FIRST：最初の取得（１ファイル指定又はワイルドカード指定時の１回目） 


                          FLK_GET_NEXT：次情報取得（ワイルドカード指定時の２回目以降） 


TCHAR  *fName 検索ファイル名エリア（ワイルドカード指定可。複数指定不可。 


                        「次情報取得」では参照しません。) 


 FLK_FINFO *finfo ファイル情報エリア（検索したファイルの情報が設定されます） 


   該当ファイルが存在しない場合には、各パラメータに 0x00が設定されます。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END  － 正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR － エラー終了した。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKSetFileInfo 
 


機能 相手局側の指定ファイル情報（ファイルサイズ・タイムスタンプ・属性）の更新を行います。 


 ファイル情報エリアの内容をファイル名エリアと一致するファイルに設定します。 


 


書式 DWORD FLKSetFileInfo(HANDLE hPort, FLK_FINFO *fInfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 FLK_FINFO *finfo ファイル情報エリア 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END  － 正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR － エラー終了した。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKGetDiskInfo 
 


機能 相手局側の指定ドライブ情報の取得を行います。 


 指定ドライブの情報がドライブ情報エリアへ設定されます。 


 


書式 DWORD FLKGetDiskInfo(HANDLE hPort, BYTE drive,FLK_DINFO *dinfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 BYTE drive ドライブ名エリア、'A'～'Z'のいずれか 


 FLKDINFO *dinfo ドライブ情報エリアアドレス（検索したドライブの情報が設定されます） 


   コマンド正常終了メッセージ受信時に、dinfoに値が設定されます。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END  － 正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR － エラー終了した。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKDateTime 
 


機能 日時を取得／設定します。 


 取得の場合は、日付時刻エリアへ相手局のシステム日付が設定されます。 


 設定の場合は、日付時刻エリアの値を相手局へ送信します。 


 


書式 DWORD FLKDateTime(HANDLE hPort, WORD mode, FLK_DATETIME *dateTime) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort  オープン時に取得したハンドル 


 WORD mode  取得／設定フラグ 


    FLK_GET_MODE 取得 


    FLK_SET_MODE 設定 


 FLK_DATETIME datetime 設定日付時刻格納エリア 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END  － 正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR － エラー終了した。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKGetSysInfo 
 


機能 相手局側のシステム情報を取得します。 


 相手局が PCの場合は、接続セッション番号も返します。（相手がHTの場合は０） 


 これらの情報はオープン時に取得しているため、通信は行わずに情報のみ返します。 


 


書式 DWORD FLKGetSysInfo(HANDLE hPort, FLK_SYSINFO sysinfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE       hPort オープン時に取得したハンドル 


 FLK_SYSINFO  *sysinfo 取得システム情報エリア（検索された情報が設定されます） 


 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 


 メッセージはありません。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKMsgSend 
 


機能 相手局に表示するメッセージを送信します。 


 


書式 DWORD FLKMsgSend(HANDLE hPort, TCHAR *msg) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 TCHAR *msg 表示メッセージ格納エリア 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END  － 正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR － エラー終了した。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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FLKBeep 
 


機能 相手局側にブザーを鳴動を要求します。 


 


書式 DWORD FLKBeep(HANDLE hPort) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ HANDLE hPort オープン時に取得したハンドル 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


メッセージ 
WPARAM LPARAM 内容 
FLK_COMMAND_END  － 正常終了した。 
FLK_COMMAND_ERROR － エラー終了した。 


 


 


インクルード #include <flinklib.h> 
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８-９.通信仕様 
8-9-1. 通信インターフェイス 


FLINK ライブラリは以下の通信ポートをサポートします。 
       通信ポート 
機種 


赤外線（IrDA) シリアル LAN 


DT-9700 ○ ○ ○ 


 


8-9-2. 通信構成 


本ライブラリでは、以下の構成でのファイル転送機能を提供します。 


 


（１）B.S/B.B IOBOX、及び FIVA(MPC701)を使用した IrDA通信 


 


 


 


 


 


 


（２）IrDAによる本体間通信 


 


 


 


 


（３）シリアルケーブルによるホスト PC間通信 


 


 


 


 


（４）無線 LAN／有線 LANを使用したホスト PC間通信 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


PC(LMWIN) B.S/B.B IOBOX 
USB/232C 


HT 
IrDA 


PC(LMWIN) 無線ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ HT 


無線 LAN LAN 


PC HUB HT 


有線 LAN LAN 


PC(LMWIN) HT シリアル 


HT(FLCE又は 
ﾕｰｻﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ） HT 


IrDA 


MPC701の IrDA 
ポート(LMWIN) 


IrDA 
HT 
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８-10.通信パラメータ 
8-10-1. 共通パラメータ 


以下のパラメータはレジストリにより設定を行います。 


 
 機能 設定範囲 レジストリ設定無し時の 


デフォルト値 
セッション確立タイムア


ウト 
回線オープン時、セッション確立までの


待ち時間 
0－3600秒 1800秒 


受信待ちタイムアウト コマンド／レスポンス受信待ち時間 0－600秒 
 


30秒 


セッション終了待ちタイ


ムアウト 
終了指示コマンド送信側が、相手局セッ


ション終了を確認するまでの待ち時間 
0－600秒 3秒 


 


 ※レジストリの設定内容は、レジストリの項目を参照してください。 


 


8-10-２. IrDAパラメータ 
パラメータ サポートする値 
最大通信速度 設定不可 


最大通信速度は、システムの設定（レジストリ）によります。 
 


Windows98モード 
 


B.S/B.BIOBOX を使用して、Windows98 と通信する場合に設定するパラメータ
です。 
FLCE.EXEの/8 パラメータに相当する機能です。 
本パラメータは、レジストリにより設定します。 


 


8-10-3. シリアル通信パラメータ 
パラメータ サポートする値 
回線速度 選択可能 


（1200/2400/4800/9600/19200/38400/57600/115200） 
 


データ長 8ビット固定 
 


パリティビット 選択可能 
（無し／偶数／奇数） 


ストップビット 選択可能 
（１ビット／２ビット） 


フロー制御 RS/CSフロー制御のみ 
 


 


8-10-4. LAN通信パラメータ 
パラメータ サポートする値 
接続先 IPアドレス 設定可能 
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８-1１.動作モード 
本ライブラリでは接続構成により以下のモードをサポートします。 


 これらのモードはオープン時に選択します。 


 


（１） Ｔモード 


セッション（＊１）確立後、コマンドを送信する権利（以後、送信権とする）を持つモードです。 


ＰＣ－ＨＴ間通信時及びＨＴ－ＨＴ間通信時（どちらか一方のＨＴ）に選択します。 


 


  （2） ＰＣモード 


   セッション確立後、ＨＴからのコマンド待ちとなる、擬似ＰＣモードです。 


   ＨＴ－ＨＴ間通信時（どちらか一方のＨＴ）に選択します。 


 


                  ＨＴ                                 ＨＴ 


                （ＰＣモード）                 ＯＫ                （ＨＴモード） 


 


 


                  ＰＣ                                     ＨＴ 


                                                           （ＰＣモード） 


 


                  ＨＴ                      ＨＴ 


                （ＨＴモード）                                   （ＨＴモード） 


  


                  ＨＴ                      ＨＴ 


                （ＰＣモード）                                   （ＰＣモード） 


  ※１セッションとは回線オープン時に、相手局確認等のネゴシエーションをさします。 
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８-1２.処理概要 
以下に各関数内の処理概要及びエラー発生時の処理を示します 


エラー発生時は、直ちに通信を終了します。この場合、送信権の有無に関らず、先にエラーを検出した側が 


エラー情報（カテゴリコード・エラー詳細コード）を終了指示コマンドに設定し、相手局へ送信します。 


   相手局は、受信した終了指示コマンドのエラー情報により、異常終了を検出します。 


 
    関数   送信権局の処理   被送信権局の処理  エラー発生時の処理 
ファイル送信 
 


コマンド送信後、指定ファイル


を順次送信。 
指定ファイルを順次受信。 


ファイル受信 コマンド送信後、指定ファイル


を順次受信。 
指定ファイルを順次送信。 


受信中ファイルの削除を行う。 
 


ファイル追加 コマンド送信後、指定ファイル


を送信。 
転送ﾌｧｲﾙをﾃﾝﾎﾟﾗﾘﾌｧｲﾙ 
(FL.ADD）に受信後、ﾌｧｲﾙを追加
する。追加完了後、ﾃﾝﾎﾟﾗﾘﾌｧｲﾙ


を削除。 


ﾃﾝﾎﾟﾗﾘﾌｧｲﾙを削除。 
 


ファイル削除 コマンド送信。 指定ファイル/ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを削除。 削除したファイル/ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの復
旧は行わない。 


ファイル移動 コマンド送信。 指定ファイルを移動。 移動後の削除ファイルは復旧


しない。 
ディレクトリ作成 コマンド送信。 指定ディレクトリを作成。 作成したﾃﾞｨﾚｸﾄﾘは削除しな


い。 
日付時刻の取得 コマンド送信後、日付時刻情


報を受信する。 
ｼｽﾃﾑ日付時刻情報を送信。  


日付時刻の設定 コマンド送信。 日付時刻をｼｽﾃﾑに設定。 設定後の日付時刻は復旧しな


い。 
ファイル情報の取得 ｺﾏﾝﾄﾞ送信後、ﾌｧｲﾙ情報受信


する。 
指定ファイル情報を送信する。  


ファイル情報の設定 コマンド送信。 指定ファイルの情報を変更する。 設定後のファイル情報は復旧


しない。 
ディスク情報の取得 コマンド送信後、ディスク情報


を受信する。 
指定ディスク情報を送信する。  


システム情報の取得 ｾｯｼｮﾝ確立時に相手局情 
報を取得する為、通信は 
行わない 


ｾｯｼｮﾝ確立時に相手局情報を 
取得する為、通信は行わない 


 


画面メッセージ表示 コマンド送信。 画面メッセージ表示要求を受信し


たことをアプリケーションに通知す


る。メッセージ表示は行わない。 


 


ブザー鳴動 コマンド送信。 ブザー鳴動要求を受信したことを


アプリケーションに通知する。 
ブザー鳴動は行わない。 


 


ＩＤＬＥ通知 
 


（ＨＴモードのみ） 
コマンドを送信後、 
コマンド受信待ちとなる。 


（ＰＣモードのみ） 
コマンド送信権を取得する。 
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８-1３.ファイル送受信基本機能 
複数ファイルの送信及び受信を行う為の基本機能を提供するものである。 


 


8-13-1. 基本数進関数 


  ファイル送受信及びリモート操作関数を使用する際に必要となる基本関数を以下に示します。 


 


8-13-1-1. 通信ポートの初期化(FLKOpen関数) 


通信ポートの初期化を行います。 


   通信ポート毎のパラメータおよび設定値を以下に示します。 
COM1  
通信速度 FLK_B1200(1200BPS)／FLK_B2400(2400BPS)／FLK_B4800(4800BPS) 


FLK_B9600(9600BPS)／FLK_B19K(19.2kbps)／FLK_B38K(38.4kbps) 
FLK_B57K(57.6kbps)／FLK_B115K(115.2kbps) 


データ長 FLK_CHAR8(データ長 8ビット) 
パリティ FLK_PRI_ODD(奇数)／FLK_PRI_EVEN(偶数)／FLK_PRI_NON(パリティなし) 
ストップビット FLK_STOP1(ストップビット１)／FLK_STOP2(ストップビット２) 
IｒDA  
設定値なし  
LAN  
接続先 IPアドレス IPアドレスを指定します。 


 


   APOを禁止に設定します。 


 


8-13-1-2. 通信ポートのクローズ(FLKClose関数) 


・通信終了及び回線ポートのクローズを行います。通信を終了するために相手局に終了指示コマンドを送信します。 


 但し、既に相手局より終了指示コマンドを受信していた場合は、終了指示コマンドの送信は行ないません。 


・終了指示コマンドにはエラー情報（カテゴリコード・エラー詳細コード）を設定します。 


・回線オープン時にセーブした APO設定を復旧します。 


 


8-13-1-3. エラー詳細情報の取得(FLKReadErrStat関数) 


・エラー情報の取得を行います。 


・発生エラーコード 、相手局からの終了指示コマンドのエラー情報（カテゴリコード・エラー詳細コード）等の取得が可


能です。 


 


8-13-1-4. 通信状態の取得（FLKReadStatus関数） 


・通信の進捗状態（現在実行中の機能、ファイルの転送バイト数など）を取得できます。 


   ・最後に実行したコマンドが終了したか、実行中かを知ることができます。 
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ＨＴコマンド送信による通信 
 
【HTモード基本フロー】 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【PCモード基本フロー】 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


FLKOpen関数 回線オープン・セッション確立 


ファイル送受信・リモート操作 


ファイル送受信・リモート操作 
 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


FLKClose関数 


終了 


セッション開放・回線クローズ 


ファイル送受信／リモート操作関数を 


順次実行する。 


FLKReadStatus関数によるポーリング又は 


コマンド完了メッセージ受信を待つ。 


FLKOpen関数 回線オープン・セッション確立 


FLKCmdRecv関数 


 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


FLKClose関数 


終了 


セッション開放・回線クローズ 


FLKSReadStatus関数によるポーリング又は 


コマンド完了メッセージ受信を待つ。 


HTからのコマンド待ち。 


終了指示又は IDLE通知を受信するまで、 


受信コマンを順次実行する  
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（２）ＰＣコマンド送信による通信 


 
【HTモード基本フロー】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【PCモード基本フロー】 
 
 


FLKOpen関数 回線オープン・セッション確立 


FLKIdle関数 


 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


FLKClose関数 


終了 


セッション開放・回線クローズ 


FLKReadStatus関数によるポーリング又は 


コマンド完了メッセージ受信を待つ。 


PCからのコマンド待ち。 


終了指示を受信するまで、 


受信コマンを順次実行する。 


FLKOpen関数 回線オープン・セッション確立 


FLKCmdRecv関数 


ファイル送受信・リモート操作 


 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


FLKClose関数 


終了 


セッション開放・回線クローズ 


ファイル送受信／リモート操作関数を 


順次実行する。 


FLKReadStatus関数によるポーリング又は 


コマンド完了メッセージ受信を待つ。 


HTからの IDLE通知待ち 
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8-13-2. ファイル送受信関数 
相手局とのファイル転送（送信、追加、受信）を行うための関数です。 


   送信権局はファイル送信、追加及び受信コマンドを使用して、相手局とのファイル転送を実現します。 


   被送信権局は、IDLE 状態（ＨＴモード）、PC モードコマンド待ち状態（ＰＣモード）にて相手からのコマンドを受け付け


ます。 


    


なお、ライブラリには、ファイル転送時の進捗表示を行う機能はありません。 
アプリケーションで必要に応じて表示を行ってください。 


 


8-13-2-1. ファイル送信（FLKFileSend関数） 
複数ファイルの送信を一括して行います。 


   送信先に指定ディレクトリが存在しない場合は、自動的に作成します。 


   送信ファイルに対して以下のオプションを選択することができます。 


 


（a）リードオンリーファイル強制上書きオプション 


送信ファイルが、既に受信側にリードオンリーファイルとして存在していた場合、強制的に上書きすることができます。


この指定が無い場合にリードオンリーファイルへの書き込みを行うと、エラーとなります。 


 


(b)再帰呼び出し指定オプション 


送信ファイルパス名で指定されたディレクトリ傘下の全てのファイルが転送対象となります。 


指定ディレクトリ傘下にサブディレクトリが存在した場合はサブディレクトリ名を付加してファイルの送信を行います。 


 
         （例） 
        ［送信ﾌｧｲﾙ名］           ［送信先ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名］ 
        “¥SEND¥AAA.DAT”          C:¥RECV¥”             
 
           （送信側ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ構成） 
         ¥---SEND¥----SUB1¥------AAA.DAT        C:¥---RECV¥---SUB1¥-----AAA.DAT 


                 |-------SUB2¥------BBB.DAT                        |------AAA.DAT 
                     |-------AAA.DAT 
                     |-------BBB.DAT 
 


(c)ワイルドカードの使用 
      送信ファイル名にはワイルドカード(*,?)を使用することができます。 
 
8-13-2-2. ファイル追加関数（FLKFileAdd関数） 
ＨＴ側ファイルを相手局側ファイルにアペンドすることができます。 


   相手局側に指定されたアペンドファイルが存在しない場合は、新規作成となります。 
   複数ファイル及びワイルドカードの指定はできません。 
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8-13-2-3. ファイル追加関数（FLKFileAdd関数） 
複数ファイルの受信を一括して行うことができます。 


   受信ファイルに対して以下のオプションを選択することができます。 


 


（a）リードオンリーファイル強制ライトオプション 


 受信ファイルが、既に受信側にリードオンリーファイルとして存在していた場合でも、上書きすることが できます。こ


の指定が無い場合にリードオンリーファイルへの書き込みを行うと、エラーとなります。 


(b)再帰呼び出し指定オプション 


受信ファイルパス名で指定されたディレクトリ傘下の全てのファイルが転送対象となります。 


指定ディレクトリ傘下にサブディレクトリが存在した場合はサブディレクトリ名を付加してファイルの受信を行います。 


(c)ワイルドカードの使用 
     受信ファイル名にはワイルドカード(*,?)を使用することができます。 
 
 


8-13-3. アイドル通知(FLKIdle関数) 
相手局側に送信権を渡し、コマンド待ち状態となります。 


    終了指示コマンドを受信またはエラー発生まで、受信したコマンドを順次実行します。 
    また、ＰＣのスクリプトファイルの実行を指示することができます 
 
［ＩＤＬＥ遷移基本フロー］ 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


＊１・・・相手局からの終了指示コマンド受信又はエラー発生まで、受信コマンドを順次実行する。 
  ＊２・・・必要に応じて相手局からの終了指示コマンド詳細情報（ﾌｫｰﾏｯﾄ指示、ﾘｾｯﾄ指示等）の取得が可能。 
 


FLKOpen関数 回線オープン・セッション確立 


FLKIdle関数 ※１ 


FLKReadErrStat関数 ※２ 


 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


FLKClose関数 


終了 


セッション開放・回線クローズ 


FLKReadStatus関数によるポーリング又は 


コマンド完了メッセージ受信を待つ。 


IDLE通知送信後、コマンド待ち 


IDLE遷移 


FLKReadErrStat関数 


異常終了 
正常終了 
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8-13-4. ＰＣモードコマンド待ち(FLKCmdRecv関数) 
ＨＴからのコマンド受信待ち状態となります。ＰＣモードでのみ使用可能です。 


   セッション確立直後は、ＨＴ側に送信権があるため、ＰＣモードではオープン直後にこの関数を用いてコマンド待ちとな


る必要があります。 


    終了指示コマンドか、ＩＤＬＥ通知コマンドを受信またはエラー発生まで、受信したコマンドを順次実行します。 


 


［ＰＣモード時の基本フロー］ 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・※１・・・・・ＨＴから終了指示コマンドまたはＩＤＬＥ通知コマンドを受信するか、エラーが発生するまで、受信コマンドを順次


実行する。 


・※２・・・・・必要に応じて相手局からの終了指示コマンド詳細情報（ﾌｫｰﾏｯﾄ指示、ﾘｾｯﾄ指示等）の取得が可能。 


 


FLKOpen関数 回線オープン・セッション確立 


FLKCmdRecv関数 ※１ 


FLKReadErrStat関数  


 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


FLKClose関数 


終了 


セッション開放・回線クローズ 


FLKReadStatus関数によるポーリング又は 


コマンド完了メッセージ受信を待つ。 


HTからのコマンド待ち 


PCモード 


各種コマンド実行 


正常終了（IDLE通知受信） 
異常終了 


FLKReadErrStat関数 ※２ 


正常終了（終了指示受信） 
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8-13-5.リモート操作関数 


   相手局側のファイル操作、環境情報の取得／設定を行います。 


   相手局のファイル／ディレクトリ情報の取得及び設定、相手局上でのファイル操作を行うための関数です。 


 


8-13-5-1. ファイルディレクトリ削除（FLKFileDelete関数） 


相手局側ファイル及びディレクトリの削除を行います。 


複数ファイル指定、ワイルドカード使用が可能であす。 


指定ファイルが存在しない場合でもエラーになりません。 


 


8-13-5-2. ファイル移動（FLKFileMove関数） 


相手局側ファイルの同一ドライブ内での移動またはファイル名の変更を行います。 


複数ファイル指定、ワイルドカード使用はできません。 


移動先ディレクトリが存在しない場合は自動的に作成します。 


移動元と移動先のドライブ名が異なる場合はエラーとなります。 


 


8-13-5-3. ディレクトリ作成(FLKMakeDir関数) 


相手局側ディレクトリ作成を行います。 


複数ファイル指定、ワイルドカード使用はできません。 


   タイムスタンプ、属性の設定が可能です。 


 


8-13-5-4. ファイル情報の取得（FLKGetFileInfo関数） 


相手局のファイル情報（タイムスタンプ、サイズ、属性）の取得を行います。 


    ワイルドカード使用が可能です。 


 


8-13-5-5. ファイル情報の設定（FLKSetFileInfo関数） 


相手局のファイル情報（タイムスタンプ、サイズ、属性）の更新を行います。 
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8-13-6. 相手局環境情報取得／設定関数 


相手局のシステム環境情報の取得及び設定を行うための関数です。 


 


8-13-6-1. 日付時刻の取得／設定(FLKDateTime関数) 


 相手局のシステム日付時刻の取得／設定を行います。 


 


8-13-6-2. ディスク情報の取得（FLKGetDiskInfo関数） 


相手局側ディスク情報の取得を行います。 


ディスク情報の項目は以下の通りです。 


・ディスク総容量 


・ディスク空き容量 


・ディスク状態（フォーマット済み／未フォーマット／ディスク無し） 


 


8-13-6-3. システム情報の取得（FLKGetSysInfo関数） 


相手局側のシステム情報の取得を行います。 


システム情報の項目は以下の通りです。 


・ セッションＩＤ（通信時のセッション番号） 


・ プロトコルバージョン（ファイル転送プロトコルのバージョン番号） 


・ 相手局機種コード（ＨＴ／ＰＣ（ＡＴ互換機）／ＰＣ（９８シリーズ）） 


・ ＯＳモデル情報（ＨＴモデル種別／ＰＣのＯＳ種別） 


    ＊なお、上記情報は回線オープン時のセッション確立直後に相手局より取得します。 


 


8-13-6-4. 画面表示メッセージの送信（FLKMsgSend関数） 


相手局へ画面表示用のメッセージを送信します。 


 


8-13-6-5. ブザー鳴動要求の送信（FLKBeep関数） 


    相手局へブザー鳴動コマンドを送信します。 


 


 


 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


8-40 


［リモート操作関数の基本フロー］ 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


FLKOpen関数 回線オープン・セッション確立 


リモート操作関数 


リモート操作関数 


 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


 完了待ち 


FLKClose関数 


終了 


セッション開放・回線クローズ 


 


モート操作関数を順次実行する。 


FLKReadStatus関数によるポーリング又は 


コマンド完了メッセージ受信を待つ。 


リモート操作コマンド送信 
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8-13-7. 通信状態の通知 


8-13-7-1. 通信状態の通知方法 


本ライブラリの関数は、関数実行後すぐに呼び出し元に制御が戻ります。 


   実行した関数の機能が正常終了したかどうかは、ライブラリからのメッセージ通知、又は、FLKReadStatus 関数により


状態を読み出して判断します。 


 


8-13-7-2. 進捗表示 


本ライブラリには、進捗状態を表示する機能はありません。 


   通信状態が変化した場合に、メッセージ通知するので、アプリケーション側で必要に応じて進捗情報を表示してください。


また、FLKReadStatus関数を実行することで、現在の進捗状況をいつでも読み出すことができます。 


 


8-13-7-3. メッセージの種類 


以下のタイミングで、本ライブラリから指定されたWindowにメッセージを通知します。 


   メッセージ番号は、FLKOpen関数のパラメータで指定します。 


 
メッセージの 
WPARAMの値 


種類 備考 


FLK_COMMAND_END 実行したコマンドが正常終了した。 次のコマンドを実行できます。 
 


FLK_COMMAND_ERROR 実行したコマンドがエラー終了した。 
 


クローズを実行してください。 


FLK_STATUS_CHANGE1 通信状態が変化した。 
 


FLKReadStatus 関数で状態を読み出すことで、
現在実行中の処理を知ることができます。 
 


FLK_STATUS_CHANGE2 ファイル転送中に、ファイルの転送バ
イト数に変化があった。 


FLKReadStatus 関数で状態を読み出すことで、
転送中のファイルの進捗情報を知ることが出ま


す。 
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8-14. パス名の記述方法 
パス名の記述は、指定したいパスが存在するマシンの OSのパス名の命名規則に従ってください。 


   パスを表現する場合、ドライブレターについて以下に従った記述をしてください。 


 


   １．HT上のパス名はドライブレターを用いず、ルートディレクトリから記述してください。 


    （ホスト PC用のアップダウンユーティリティから HT上のファイルまたはディレクトリのパスを指定する場合も 


     同様です） 


   ２．もし通信相手から、ドライブレター付で指定されても、本ライブラリではドライブレターを無視します。 


    （ルートディレクトリからドライブレターなしで指定されたものと同等に扱われます） 


   ３．HT からドライブレターの必要な OS の動作している通信相手（PC 等）上のファイルまたはディレクトリのパスを    


表現する場合は、ドライブレターをつけて記述してください。 


 


   ただし、上記２．にかかわらず例外として,通信相手から本機のデバイスを指定して、フォーマット、ディスク情報取得を行


う場合、ドライブレターに以下の意味をもたせます。ただし、これらの設定はレジストリに記述することで変更可能です。 


 


   デフォルト設定 内部 RAM  →C: 


  CFカード  →D: 


  SDカード  →E: 


  FlashDisk →F: 
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8-15. レジストリ 
レジストリに値を書き込むことにより以下の設定を変更することができます。 


   レジストリは、オープン時に読み込みます。 


一部のレジストリは、FLCE.EXE と同じ物を使用します。 


 


設定項目 


・セッション確立タイムアウト レジストリに設定がない場合 1800秒 


・受信待ちタイムアウト  レジストリに設定がない場合  30秒 


・セッション終了待ちタイムアウト レジストリに設定がない場合  3秒 


・Windows98通信モード レジストリに設定がない場合は 0 


・ドライブレターの意味付け対応 レジストリに設定がなかった場合のデフォルト 


  C→¥(内部 RAMのオブジェクトストア） 


  D→¥Storage Card(ストレージカード） 


  E→¥Storage Card2（ストレージカード２） 


  F→¥FlashDisk¥(NAND FLASH) 


 


・レジストリ位置 ¥HKEY_CURRENT_USER¥Software¥CASIO¥FLCE¥ 


・内容 


 キー名    型  値 


 CONWAIT DWORD  セッション確立タイムアウト時間 


 RECVWAIT DWORD  受信タイムアウト時間 


 DISCONWAIT DWORD  セッション終了タイムアウト時間 


WIN98MODE DWORD  0（１を設定するとWindows98通信モード） 


DRIVE¥A  STRING   A ドライブとして意味付けするデバイスのパス 


 DRIVE¥B  STRING   B ドライブとして意味付けするデバイスのパス 


 DRIVE¥C  STRING   C ドライブとして意味付けするデバイスのパス 


  ： 


 DRIVE¥Z    STRING   Z ドライブとして意味付けするデバイスのパス 


 


 





